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液ー液分配桑 1くお 1 ナる 10、Ru....!.°‘Rh の国鯰難と化学
抑挙動。

京大理、高松的次郎 •01]、ム睦夫・蘇永太一郎

ルテニウム(1f) It, 0 - 7ェナントロリンと極めて置摸不活Iはな鉗條を住欲し， こ
のもの 1i, I亥 ccoこ券の大きは険イオンととも lく沈負夜的諸電弟の文きし戸紐鑓
媒K よく分恥すむt. Ii急知りれて n h 。一方ロシウム lょ，う｛釦も(lJ l:J’'1辻

l>2)砂

ントロリンと安釘漬係い午）や吸叶：澤立 1 し）うが，ンれク如献 l＜述心札
て 1) る＝とにしすぷ k m の拉）月~ v) 応 l て、，g.

今 lg, lebRu t lflヽ I L, トリス 0- 7乙ナントロ 'l‘../ Rut]!)釦が特々の陰イオ
ンとのイオ＞ペァーのifクーi衣分紅とレウ＾‘て、｀ ~l句 1~, 柑哀核請）0 I, Rk n`••水疫'"み
碩珪戸迄景6hl逹抽出されること／二の令b砒 I 広 lf7、ヽう莉塙 l峯媒噴穀,--... f衣
幻る 2 と，反ぶ和破i奨社の関配•ある：とはどが叫シカ'1'ヽ りつた。．こ疇
か該穿知疇と／頂液(. i茫媒）パ戌と,?J I~釦，｝方咲す l kあ lべ以下の涙
験く往わr,:.。

即ャ加）ぅ匹）ュ l it, R心3 と函1 の 0-71-ナント~'/ン，あ｀＆匂・ク骨のヒド｀ Iユ打シ It/
アミン孫祓 E 5o•/。エダ）ー）レl済が‘レ，恥o/..1~~ If"乙ァ H 'c..ヽ峰瞑た後， 8^ 50千
と「怜屋し． l 昼夜， lbO゚ し 1 -z. "2.遣如てる• ::..のる応i灸と 7 已 z ネレムとn. -A午サ

ンて、茂浄俊， N＾do4 e lP ̀  ̀ t R叫如ふ（四）2 乙し"2... iた数t t応．

即沖→匹）ぅ ld 知やら (CIO4豆 l司項げia <r.. If",（知如心叩鳴
にフぃで 1す，f鼠シト「2[RK 油e.>\,b]引滲液/,::虚I函t n豆1..-ら M HCJl i窓液こし V、後.,
!?. Q I叩遠釦ct1ンれに Ne叩4 を加 2 乙 (Rh(.たが）-;i.. GI-,_ 1 c.l04 を 1‘這させに．

甲ヽ，紅碍ょ／平緩呂乞各々の港媒,...心げi知彗製 I 1:、t o, ~ If"丸
］しテ＝ウムの分虹： L知ゆ凸J沼と I―/ C.104, NCS-, テトフフエニー IVふ—

l-/ビ 7'I:;., 酸イオン塔のアニオンとのイオンペア lす／ニトとバンも｀ンノ::::-トロ

メタン， HI ち k, ァと卜 7 エ）ン，モ／ 7 13, Jレ人“ン也｀ン，ク 12 12 ネ lレム恥港
媒覧知れるが＇／陰イオンの大き 3 ／塙五こと滲媒h1l含債に改，-z_ I 令＠埓術は
著しく左るミれ} b (~i l えは｀・ニトロへ｀｀ンゼンか~,釦紐和'..::.楼麻需がわ｀こリ，9
70 叩j:.,Jレムて，．，↓ -疇条しが認められ勺 n 。ま瓦テトラ 7 ェニ Iレ求｀レート
叫r~井知大支 13 陰fオンt'ば，極悦の，／］、f 11 i叡某中ヘゥ分誼．は起こ 1) にくり・
ロジ・ウムの分訳： 戸一度愛し乙笞叙レf-:..,1cb 邸 I丸はfこしぶ年3 う（山クと

給ているガ 1す哨らも｀i·· I! 勺、、 P`．．，がとも [.Rh仲h叫ら］ち十のコン 71 やレージ
宕ンと毎哀げ‘があると告元られるので， ［R叫叫ぅ 1((.104)う I およが

訳心叫遠1四臼沙叶笥も椀iオレにととラがシ祇 9淳乙貨されている製邸
-9 6-



・従 7 遺";>.J-t 1~ こ卜ら疇釦加ス＾゜ 7 トiV li,きわ必乙訊t3 ー数這 1 ",'’I 

筑呼衡おぅ知如i＂ ／鯰葎f盈ハ蒻＇’しも):..定乙のかのと lオー牧 1 は、、と、、ク
叫立以．そ：：ず奴後 1i恣｀々が正レ、，と知 3 1謬炉疇物も印ヽ＼乙喫
釦年に Rh鴫h叫b知違彗恥オンc7/ ｛オンペア 11 1 = ｝口 A‘ ンセ
ン ビス l 2-7口とシ砂）ェ万テI(/ f l 、エジ｀ 7 t:,.-ルエタン為の(JJ]狽知 I~ I 比
砂J:くら配す 3 凡 7·"'-~ ネルム，ぇいゞ 72 lび｀ン必ン□ 1否りん~~'Si祀
しfJ IIo

)0bRh 冦紐出： lob 邸這羹T-: (.l<u. Cph-,,l辺叫と遥塩裏設~イオンのイオ＞
ベアー Id 一度 7 D-h-ネ lし＾ I ニトと人・バシ番0)i輝｝点柚出し K のら／水：んの港
液紐坂し臼て］L ｀9 i紅‘~-~ I i為i夜紐欲わ｀よな溺t其q力を頚 l：：応じ｀て l lobRh 

畔た＾の令訛虔ら）.,-1,Rh... !JI臼i臥‘期は 39バさいめ口紐1 ので分序のわ
ャ 6 aあ｝ i嶽該 l：：＇訊知＇・ガむうい炉 1司 11てーフの傍11 しえす。
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図 1 : 
1, 7 r.z,:2-ネ Iし＾

2,1,1g,2/―テトラ 7 0 

1レエタン． • 

ろノ〇ー ジ 7 ロル＾ヽ・ンゼ

ン／

4）ニトとベンゼ‘ン

胴， DEI D,Meke立e., J/  inorg/ nu.cl ．年em 芸 I勿(/q70)
2, R 、 P / Qllayd / J,A(Osboyn.. ／匂叩lkin$ D1I., J/  chem. ,S元

l 妨 I l/066). 

ろ） C 、凡 Haryis / E, 0, Mcken3Ae (J, i n吋， nucl. ch叩基、 171 Cl知）

-9 7 -



1 B 2 放射住アンfモンの溶呑杖軽，とその分準

静虚釈研 0押原富尚・役谷IIl 醗・舌l珂寄·イ：：：本政雄
猜口危司

(I J括言
塩競麟和：｀＇啜b （直） 1よ自己の放射堺l二よj効果の凡め酸化さ叩唸 (V)
に吏 3 ことが報告された文し力‘レ 3MHCl以下の位濃度巧唸b(m）の自噂｛し
碩ね宇定性について 1:t.未ぢ森溶「されていなり。かような釦品蝦滞度の咲碑）
争む疇山吟的tY紅e晶恥知‘直炉‘あ 3 0Jて＂心(1[)吠頴槃と化が学
定住に 7 ｀｀てしらべ‘仄。これに団連ノし 2 12.'I-sb(m) 't:. 12~SI, (V) とっ分雑lJ Powoー1
のカラ A を l月ヽ I J方法ユ）によっ互力‘]高ケ｝量ァミンつイオン交囀リ (Aゆerlit~-1)
を l~ 、， 31砥鐸鯰廷蒙屯が翁TV 巳なあ｀3 這疇祠露ァンゲモ＞て‘`
み 3 咬bl二ついてd)呻（函化還店，吸着涯）が‘kah几う 3) によy報告さ礼
てみ｀y) こっ誌昂 Iシ）いて方寮pとと屯 l~t盆翠苓淀平にお lyぅ 1 2.S'S b (V) っ還
元知：： 7 ヽ\ z 追試‘と行な 7 厄。
(2] 史駿
(l\.)咲b( Ilt) 0)諭咄遠定控；唸b（知）つ HC.謬逗 z．炉叫）を菰租とし／
そぅ bMHCl漆夜（ I“c..；叶芍和ぷ l0竹含J:;:..ぎ釈）に加温少なか‘‘ぅ so之i 12今 I可通、
じ‘,4-ダ分I匂煮礼最故 l：：岱む這砂‘た。こぅ落凌戸釈し/IH,2Mあ‘ざが渾C.lと
し厄。こ収うと訊‘晋ビ‘シ中て｀宦釦‘｀放直し 1 時厄I 'l. ~もに生戎す 5 唸b(V) rJJ吾
麟ow必ー I カラ鐸府\~厄イオン交食ずぼ｀V 1 へ‘/ 12知順）ゥ字定柱：セレケベ‘在。
ゅ）如切I 比eLA-l 1こよ汀麟耀 I
冨v) 巧‘J沢唸直） o t騨考泡（各
叫合’\1lQ, l:l知‘ラベ Iレ）を訣料とし1 -:;,SO 

::: q冗Lf. Aゆ．凶ー1 溶麟 (l0°/o キシも
い芸造）昂叫べ沖四琴I，苧とv品食
囀応直知しウベ｀ r2 。 ｮ 

(e) t2加）外澄、元：咲b(V) の Conc．祠 \ 
T炉7:."?hv 

’’一

要着釦｀~;
O I MHCL 
ム zH "CL 
□ 3MHCl 

褐知｀‘>:
• I MHCL 
• 2 MHC.L 
霞 3 N HCL 

訛lうお知50以）tヵ心麟 L -z. I 泰
叫とし厄屯のにがI "(. /イ ‘)70口茫

ピIレエプ― lレ抽如去'f-)によy証）念
q麟‘し「とい‘め庄。 1 2 3 'I- 5 6 ワ 8 9 

ながまな的包）炒）筵）芍べ‘てり a寺向 (hy) 

場全サf坦シン炉合ンカウンダーにわ哀。 珂 I 12 1;.'S b ぼ）の守定姪·
-9 8-



(3] 結界ぁげ輝
(Q )'z“sb(V) 試‘料お這元／訊， CO2噂迪レ厄試｀粁這着色ビシあ｀ぷび褐色t:.`
冴 l＝にくわ立て究這）→疇(V)の生沢［をしゥベ‘T→環lS F埓・ I.1-:: ネ心
巧 3 。残§唸心） ? ＼う 7和噂廷杖
印り麟這囀保'k·~し厄9 、笠着虹‘、 10 0゚ 口 ｰ 

；：言化‘、、993し詞，C.：認掌どさ 801'^^。「仔彗晶畑
乙｀｀む定て‘‘1 唸心）孔Y母Y として利用 z‘｀きる 栢 eo
乙和 Tち、匠着虹‘y中て‘`Zt·H!Cl試‘料のとき 、
心(V) °I生応紐が尺き、＼" Iま＇唸鵡）砂虹） ; /J.O 

→,2.'I-s碍）国（皿）°)達度が‘‘2HHCL て‘砕豆 E 
オ T ：：：と 5) と定拝的によく一致した。（いが如り Z
が記輯譴厄碑認和‘`1,2s-s 1,げ） 1づ
叩）十 2cl-(_at)→ 5 1,(Jlr.) +CLュ吋0 9 ような 0 2 ｷ" ヽ g 』 0 /2 

｀国（町 I~ 逹えさい：：：ロ K報告3) l HC.旦農度（成祖）
てみ‘')I そっ→？を示」：と Fい直リ Z｀あ 百． 2 ＇夫砿）勾 HCL考如巧
3 。 すなり図,;/ t伝文濃応が文をくなJ I~ 逹天 (Kahl\うによJ)
し厄が‘ぃ l唸殿）q還元、和吠l＝なフて、\ 3 ：：立示しか I ~。本法によy講緊レ
戸勺(_]I) lさ玄か絞‘co~処手：：：よ）逗噂畔疇戸っ政／ヤ疇鯖りい
ば彗濠も恥3畑譴酷唸叫）訊‘オザ‘、最辻知m ：：：とほ当年かり。
ゆ）国(T) ろ‘よひで直） I ：：：っ＼ I て Aい応l iヒlA-1 (IO冶キシレン考泣） 1-:: J" y I ~品疲
攣澤池寺曰輯とレウベ‘畔謹1 ま Dow~-l 呵f 3 呟着程立碑叢度可
薗 I可ま（ま衿祠砕碍T-::. が，チS紅）こ唸j,(JJ[)とう譴な合綸恥して今後灯史
平和）とかり、た。
に）唸叩） q ⇔心． H c. l 亭知応O以し）た加、、麟し<'. \叫と凶たもうにかI 丸
喝b （町）が｀ 72 %豆‘してお｀り I Ko.. h "l.jにぷる CLーによ 3邊元苫確認心 r=
究境芦遺芦l::. よ 3 唸這）ないし唸心）汀繹幻断戸‘巧J。

文献
I) o..)訟甜二8r 圧炉:可疇与 20夕 (I Cf~?). 

b) 押輯；百： R叫o i 5oto匹⇔立， I l 2 (I q繹）．
Z) T 屈り0..Yb.. I K.恥e}aw0.. ,T、 Na屈mI,\.Ya ：厨ts. Fac. Sc;. Sh; 2.uo 臣 U l'\i v.I
庄，夕（（げ 70).

'3) K. \-1.~。 hn.'2 s I M. Ka.. h K : J. I 11. (> Y-tf-. N 久c i. Che田｀｝竺四 7 (I牡I).

比） NA. BonneY : J.A氾．Che以． Soc..1 'LL, 57 吋 (/9 臼）．

り Tl⇔nb必Y'4/ k.Y心O-J-1<. <:h,' ，汀岱心：瓦cha\ge 知ぷぷpup.ヰ EA (I向f•IOl.
-9 9-



1 B 3 

三蔽菱ィヒタンゲスデ‘ノダーゲ｀ットからの惹担体レニウム
の分踊佳

謡潟大理 0 外枯、試鈴木俊譲こ

拒 4 級急分子晏ァミンによるタンク•スデンターゲットからの放射，I•生レ＝ウムの

黒担 1本キ豆パ鯰 l＝フ l) て報告する。さら（こ 1 本シ式にお（ナるレ＝ウムの拶出拳勤

を／矯化\-,) 7 5- ::=-lしア lレ＇／ニウムークロロ不 lレム条ぢょ公ヒ°リジ‘ンー 7 0 0 ホ

ルム系に名げるレ＝ウムの稔匂供浄卿とゆ較咲討レた。 . 

＂鯰法 放術性造レニ、ケム魂塩の諏製： w0 否東大袂行 F M ャイク＼:z tーロ
ゾで｀？易手翌術 C,o~40 MeV,4µA ）し， W (p, :i:.n) Re 反応によって放殉

姓レ＝ウムな生戒。 601:/ 食絆俊，抽出喫該（：：印し］だ扱祖（ょ次の遥:, 9 ~ /移Re (7/ 

d) ぼ4加 (/¢7 メ） fr4Re (]g d ) ；嘴W (2／塁），’？/w(/4o d.)。 ここで'’7あ IJ'IW Iょ

17ク， I？/Re n EC 菊j.衷により生 l" たものである。 l= fr.の放街，｝全該極g含む W03 (R!) を

NttOH C 4M) 1：：：とかし， 1 邁1 n Hz 〇ュ (30 %)を加えた後，そめ梱駿~した Fe(OH)3 1呼·

イ｀＇久埓ベべ‘ンジし， こ瓜をク対招ダーゲッ1,拭科濾液とした。

オ食出審： Ni,.I (Ti) う幻インチ； G-e(L..i.) I'i C C l !lo O チャンネ lレ浚、乞分祈器。

却む試養：-;1> 4 級各今子茫ァミー／ Q四rね西'Yle: T- 紅o (C,.,, H:2.年 1)3 MeN.,.r 

]=  8~10)] 羞化テトラ 7 ::f.. = Iレア Iレ‘／ニウム (TPA) (uH;)4As十ば，t;o，Jジン。

徊弘分ぷい‘遵細出培作：所定(TJ No.OH翠庖，：：：梱裂したターケ’、y t試料麟 (/0咸）

g （乳宕ll)):'.. i幻虹拭奢t/)クロロボ Iレム戎滋と 5 含 1訂採辰リま叱＇，ク組矮，布店祖，?k.

店を，それを仇祈乞囃虔tfJ Na. OH 波i夜わI t_びク、2 ロォ、 Iしムでi乞浮し）みの分のか 5

／珍各g災り生し， 払の弦妬育€値を瑶‘l 定する，

鈴果と舌寮

Q四t幻he (QT ）巧，よが TPA,,., 場合， ReOiの抽生（よ単純，こイオン交換遇緒によ

ちもも＂とすろ,:., 次，，ように表わすことが｀でぎる。

[ R3 MeNtOH-]。 + (Ree+）心；二 [R辺eN十だeo示］。 十 (OH)幻 ① 

1<2 
［珈As+ oH-] 。 +(Re四）企こコ〔？h以ぎReO云］。寸 (01-/.如 ｮ 

また） Re0ぷd)有衿栢 1 7k相への合函比 Plま ReO五魚恒イ本(Q T) また I;J:トレーサー習

(TPA) であること王装意、に入れるとンたのように表わずことがで＇きる。

D = ←一匹°旦':'.__ = （い Reo.,,.- J゜ = K (口OH-Jｰ ｮ 
(1?e 0ず）吟 CReOぷル (OH-)心

こ乙て’‘1 r’L+”1ま応 MeN-tまたは叫As十左表わす。

l=i }.1 は，QT- CH CT.1 1i·よが TPA- CH c.L3 奈の分勺 70 ロットを示す，QT および‘1PA I:::. 

-100-



柑ずみ？｀'-j 7 dJ勾叙i本， そふそ＇、れ， 1.02., /./lo で

あ＇），北‘① ®で級｀定したイオ；；交喚的抽出追程

祁，Q丁— CHCl3 1 TPA-CHCl3 系 1::. 文 1本当て＇よ本みニ

とが‘・わかる。却生 4をの化冷彩 lよ和MeN+Re Oiー名、よ

ひ•• (Ph)糾tReO乙と推之されラ。 さら 1: Fiグ・ 1 のケ。ラ

7 からお①，②の抽生定数 Ii灼＝う、ox1os,

k:2.= 1 、 S X /0 う と箪~生・した。

さうに①，②のお3 生囲科呈；誼認するために，

水該和 (NaoH)加王変化させてク面乙比 D i＝炒l 定しだ。

ここで，［0.T] = I村M, [TpAJ = 2XIOタ M 7`、あった。

その冬名衷を Fi}·2 （：：示す。 QT （一→一）およ公丁PA

←•-)に対する 70 ロットの勾貌 11 それぞ小 0.9g

名よが /.28 で， ：：：れらに対応する K1, lく乙 lよそ k

を収，4-、（ x (Or, [、 3x /03 と埠生された。

2.0 

2.0 

1.0 

o 0.o 

ぷ
ー1.o

ヽ·
,"> 

.. 
'e  

ら‘゜｀
•／ぐ

q~ 

-2.0 
0.7.6,!i．午．3.2.

約［じOW]
母 1 伶 D: 与［L... OH—] 

• QTークロロホIレム， 3.UIび佑 N叫（水掏）
• TPAークロロ木 1伍， o.5 11 Nc,.01-f (" ). 

各
〇
，

', 

9 マ
°
べ

U

]
』ロ

2.0 

0.0 

s゚ -2.0 

-0.4 
o.o 

-2.0 -1-5" -1.0 -0.'5 o.o o.5 

与 (NaOH如
Fig.2 与D vs. kg[NaOH].,, 

0.2 o.t o.6 o.f! 1-0 1.2 

与［ C遥NJ

Fi,.3 与 D 返• f。3 [C,Hs N) 

Fi}.3 I:.4M N e1.0H,｀、鈴知した校リジンークロロ不 Iレム系による ReO-i-ーの池OH海戚（

知）からの抽出｀だ験の緒果な系す。（C,HsN)= 3~  8M の託雨で·与与 7° ロ・y j- Iょ直

線t系し， その勾るこ,..約 8 て·，わった。

表 1 に ReOふヮ廂桔担(QT- クDD不Jレム）からの釦酸 I：：よみ立如出平王示す。 HCL，闇②

HCI04- 0 うち， 1-/ceo4,,,\`• 最もすぐ・れていだ。

表 1 鉱貧つよみ逸細出率(QT-70口如レム系）

叫（M) 逆如虫字（炎） HNO3(M) 逆詰匂出卑'(%) Ha伍 (M) 逆担心率（%)
84. 5 

窃， 5

97. 6 

竹• 5 

1.2. 25•7 o. I 21.0 2.3 ;< 10 ➔ 

3.0 牛4.9 !,O 74 『 6.0 メ”

6.0 65 5 1-5 f/'1.8 1.0 メ 10 ...2.

?.o 6 6 • 1 2.0 32•7 ,-0 X 11 
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B 4 /3心‘グトンを用汀＜該分裂生奴物＾ 9分離―-(1)
梱出による濃縮条件り検討

（京文僚浄炉） 面 l’I 佐太郎

曰的： ¢-ジケトン類のようヤす‘配位数又個））人上を菜する肩薇鮨化肴］と金属'c. 0\キレ

ートは比較的低滉にて昇華し、叉熱的にも守史＋『―キレートが得られる．又直矛、
特［：：：J3-ジケト、バ誘導体が色々と南発されて、相豆分離の困難冴―希土類元麦なーと｀‘
もガスクロマトグ｀うフィーて｀‘熟的に宅皮ャす状態て｀＇分隧されるようにぢっ「こ． これを

核分菜生戒初に応痢して、主成物を気相系て‘‘、昇葉法及い‘‘ガスクロマトグぅフィー
て口分離、同史レようにするも＾て‘‘ある．
ヒンろて｀、J3-ジげ卜‘/ 1ゴ吃ね自体すぐ‘れ T：：：オ由出剤て‘‘もあ↑、後のガ＇スクロ等入

分離も考房し，て、今回（コ吃ハ抽生‘{J\生件を変えて核分梁生戒物冗分離濃綿条件を
検討し「：：：のて‘‘、以下に般吉する．

実験： ¢-ジげトンヒして 13 ｀比較的低羞：：て昇乖しやすいもiJ\ゃ然的に冷史の良
いもの、 す芥ーわち丁fA) H.FA I J)ア凡 PTA の＃種類（いずれ b 申販反品）を邁んて‘‘‘
ンれらについてc7'Jオ由広条 1中を社以～f ]で｀ハ範面て‘`、主に該分築生成吻ハ抜裡 1 ：：
ついてトレーサー実疲を行ヤJ-一い、 その季動を襴べ T：：。オ由出 II¢ージ｀ゲト、／を 0、 1 月

ベ‘／ゼ‘‘／落液とレて、 トレーサーの各え集を約／0” {J\乃肖酸水溶液として用い「こ．

翠ぃ」に｀米溶疲として 3 '71,1 (/0刈0iえ果を含t)'c.夕“｀緩翁嘴液(J 11闊3 C.00
瓜t CH式OOH) を加えて約幻今振とらレ T：：ハち、両相ょう／仇！つ｀‘-っ採叡~して拍広
曲練を作っf：：．なお、え果の両相＾ Ci\・分配率 1 :t、あらかじ外 kUR て｀‘照射 L／て放身寸
化ざぜf汲種を用い、その Y 線及び9 /3練を愛l 史し＇て決史レ「：： （ SY 及び芝rl ゴ RI ¥: 

レて購入レf::ものを用い「こ）．甘及び Bo.. 1 :t拍出後、一定量を口秋に成着させ原子炉
て｀‘照射レ＇て、子＾放射能ょ 1 分配学を決定 vTミ。，表1 rIA1こぅ‘け紅恥頓直燐ふ

'sM  (%) I 可(•（o)

結果： 3 ず振tぅ時繭1·( あるが、表 1 から咀し今＼1 15 険） 1 37. 7 l }7.3 

がように、 45分）旬這とう応一番哀く、‘｛いこ I 30 
て‘‘ばかえって抽よ率ヵ遺ぺ茅―る頃匂があるfてめ、

今回の実験て 11 1/- 5 分向振とうするンととレ Tミ．

Hf A 及び｀ PP月にフいて叫紅率が甦く、特（て

也旦べ｀／セ万溶液よ/)もクロロオヽ）レム{l\方か遣

45 

60 

? {‘·. 6 

97.5— 

?7.0 

丁下A;)-- i l フ lレず口 1そ干 lレアセド／ PP月；ディヒ゜バロイ）レメタ‘ノ

HF,4 ; ＾キサプ）／ず口 ,‘ ', ？丁A ; ヒ゜バロイ IV}-'1 フ）レオロfセド／
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当ヒ男われる．ヤ祈お‘、 PP月に相レて 1 :rpH りょ 1 高いイ寸迦て冴由出率が高く芥｀ろ峨伺
がある． TFA,PTAIゴ抽出率が痘く、前恐翁？として＾分離濃縮に 1 コ良いが、 TFA
ド肉レて 11 pH 7~? 以.t.て`‘ャぶいと襄いオ由出率を矛、さ茅―V\。 又、加 l て渕レて 1 :t /O f.

屹こそこ＾抽出率レか示さ牙｀い。一方、 P丁A l :t図 1 て‘'示す｀；とく、 rH If~タイ立て‘`
Y, LI)., (,e,'麻， S仇芥ービ｀ I J /oo 劣 100 ・

のオ鱈率を、又翫 l ミ粛レても PH

た朽’'[1 SO知以い掴出率を示

す， 十［お‘、 巧，斤。ヤす＇ピ I j pH 又似、

下て‘‘少し拉］出さわるイ複旬を矛、レ

□］］／：□言：叡：ぺ朋：系トロ
し、 10 日町 7- l）ング｀

レ仁復へ 上言こ？予A l ミて

所了、タィ寸迫て｀‘狛出、レfミ
尼：

叫釘＇
硲，

2x103. 

{/)が 1図又である．これ い

かうり判ろヒお‘う、該 >IXIO3. I | f心氏l4" ぢ．？ ：了
履ま成物のうち希土 」へJ『 • 頻え素i1 有機層に移り、 • l、唸用」 9. 99^|  刃'l.I
分離濃稲：れるこtを i .--— ・ 1---

50 /DO 2Cl 300 400 
未レている。すお、苫妬 凸妍neI
(:r I 子とん't'..‘詢出されず水層に残‘るン乞も炉1.., 「こ． レかレ、 9szr 1 9~心に関レて 1j拍
出ざれ万ーいし、があ‘I, Xe, Br, Tもなどキレートを作らヤす一ぃ核謹 1 ：：衷l レて 13 拙）出

l1 困薙て｀、ある。

前処理を（i t‘‘こレて抑出され「：：：言戊粁に 1:rがお‘多量o\ターデットヒしての汀も拍
出されていて、後の分離tfビ｀て‘‘支障を束 rごす場合ば、図 1 If, pH 厨泉からも粕 I ろ Y
おう、一浚叩、応3、 O て‘‘甘のみを抽出レて、 さら 1 て吃の水層をpH 1 （立て｀、再抽出す
れば甘を含1 ;-tーいものが得られる l1 オ｀て‘、あるが、これに関レてば史礫濃雇甘をタ
ーゲ、7 トヒレて照射~レ衷験守て、あ 3 ．狛出されfて核．分裂生択初、将 l：：命土類え果

相互阻＾分離/l 、ガスクロマ\-グラフィーヤiどで分離・同定する事を検討守て｀、ある．
-1 03-



1 B 5 
テトラフルオ日ホウ酸を含む銃酸，におljるアクチ）イド｀
おぶ浪分裂生成物叫俊イオン交検平術

原屑 0臼田堅和， 梅天弘一， 夏目晴夫

（ほじのにJ 侠用煮核燃料の腔焼辛測定には 訊粁中のウう ✓,プルトニウ
Aなら (>"1こ枝分裂庄成初と分維定曼するこヒが必零てある。一恕 l：：語水炉娩丼 9よ
ごルカロf被糎駿化的燃枡てあゐのて 試利—(/)帝蹄にばしばしばフッ素を含む酸
左用いなければはらはい。テ｝うフ）レオロ 17、ウ駿＆用いればフ亀1 化水蒙駿と畏な

リ｀力‘3ラス番呉表面左浸すこヒはく三．］しカロイgビ溶得することがてきる。ここ
てはテトウフ 1レオロホウ駿＆用いて溶解した溶液がら定量すべき元素左灸叙~I.:::
分離する方法8確立するたのil)基硬データ区得る月的て 強駿性陰fオン交硬樹
脂ヒ堀攀あるいQ硝緞ヒテトうフルオロ小ウ験の混合治孜の系におげるウラン，
プ）しトニウム，トリウムはり（ゞに各裡核分便庄成物のイオシ女拒平衡を迎1定レ、
あわせて 1 オンク扱痕飩分離去の使討左おこはっ瓦
（実験］ イオシ交換乎獲肋測定ばバ','Iナ武 lこよリ 20°Cておこはい｀歯験血1

-11 N, 硝駿恥1-13N の衷度範囲にわにり いずれもテトラフ｝レオロホウ巌
062M (iO vA%) 含有する場合について分配療数 Kd=[M]沢-:;i n,..J /(M)ai,..J E:. 

並の E 。樹廂はダイヤイオン 5A 町00( fOO~200m叫，分析用）を用いた。

ウラン叩則定に（げ町 (r, n)2ヲマ汀反応て製造LE 芍℃＆ ／トリウムには刃然

ゥぅンがりミル守シク｀｀しに辺勺h 8 それぞれ精製しトレーサーとして用い F。放
棚tは井戸型 NaI ::-::...千しークて測定しに。プ）しトニウムは全9和をトレーりー 1：：：
的 I C(綜区がスフロー比例計数管て測定 L に。よに各種核分裂生成物についてば
使用市燃杵区洛解したもの左試科溶改ヒして用い に（しi)乎導1本倹出弼によ 1
各枝種の主字＆ ＂緑釘け枚して同時に測定しに。
（結果］ 図 1 I.:: 0.62 M H Bfif_ &含む H C.! IJ‘り陰fオン戻披稲r指への各元素の

雌者を突線て＂示し E 。検軸は掘駆濃度，叙軸はク配斥数の対数である。長綻ば
HBF.t- k 含よはい H改rJ)みの湯合て・わか同様に団 2 に 。ぷ62M HBJｾ. ts.~む HNO.51J‘
が）眼着 8 実腺て示し E 。点稲圧[ H眼と含3 Q‘い HNoうのみの甥合てある。一般に
撮酪，硝験とも l二 H師逗添加すると刈が政少すい復阿ふホ］。これ 5 岱駿性農
”合顕者である。特に届しいわがいg Zr で瓦て H邸凶添加りると浪歯駿て
も全く眼着されはい。 Npは曲該糸で巨はが玖少するが V‘b リ賂着するにも拘汀‘’
硝駿術では企＜賂着されbくはな
これらの弱茫区もとにし｀C 使用済挟炊研試粁溶政にテトウフルオ D ホウ峻遠

も場合のイオン戻狭分離話の検討8 おこはっに。より牙 1 遥程 1叶裟 1 オン交換に
-1 04-



よる分族てあるが‘＼訊枡浩液の堀駿潔良左宕干高く IONHd-0、 1 NHNO:, にすること
によリ、みが眼考されず通遥すること左除いてg問題！は生しむがフに。西•IJこの
了 IL 刀リ・希土フうクショシの陪iオン女挟令悔においても樹脂に全く昭着 3
れず通過してしiうのて大量のでr が存在しても樹脂容量gくわれることはく⑰え
7 てfぅ扉合てあなら， e ， Am[Jとの分船 lこ di可等影智ば杞のられはかフに。
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プロトアク千ニウムの北像
1 B 6 'P両）の和媒抽出（こおけ 3 し(J[)介易臀につ\1 て

東北大合研 傲沐追 0111 筋伊佐務

（目的） ミり 0 昔の Pa を定量的に牛価 l：還元する方玄として、現f:r..まて lo-4 M t•人
上の G（皿）の共存下での Z11 一湘還元．あ 3 いは /0 ―'f M 以上の Cr （四での還元が＇行なわ
れてきた。そ L てミクロ量の Pa隈）の水堺戒中にお 1tう似学的秀脅かにつ 1）て疇究
の偽 <lit-. /0 —:2 M 程度0) Ci--ClT) oJ夫存下で主（：： TT A e.用いた悉媒抽出式にょ， 1

行なわれてきた。(1JI l 前日の放射如蓼計資会で報告 l たように B P HA (N-

Be11zoyl -N-Pheny lhyJ.,.e, xyJぅm i ne) を祁出t'I に用、＇、 Pc..（＂）の溌媒抽生、にお 1tぅ拳勧と

錮べ｀た締泉、硫酸条にお 91 て該（W）の今記比（＝水落表中の C卜(JI）洲影響厄与えうこ't:..
ガ＼呵わウ＼フた。そこで本研究，で 11-疏酸ー BPHA 4.以、外の喀11某抽生、条にお l ナ a Cr (JI) 
<f)影響t言釈＂）目的で、硫蔽念表過塩棄函知象夜から、 TTA / C?PH A I TOA 

(Tri -">'-Oc. i.y /41t11 ne.)と用、ヽて依（lV）の抽広拳動に及ぼす（心）の影響を栓討した。
ぼ験） トレーサとして 233rA ど含む PA(V) の蔽性悉液に、濃度,P\" /0 ―牛 M i・人上になる

よう l:: Cr(11l)を加え、過塩条祓，）ナウムなど‘で‘イオン強度t一定と L 、これと釆状：

恥堺還元器に衿 L ー史時戸』振．盪.. l '1.仮 (V) を私（rvJ (：：還元 l た。還元和I ~吟去し、
丁1A-、‘ンて．＇ン， 紅HA- べ＇ンt•9 ン、 TOA ーキ：レン滞釆の一史畳を還元器（こ

入れ抽出げ rみ 9 た後、両相 o i放射能を硬）足 l てfA(W) の今釈、比を偉生＼ l た。抽

生、東駿 lが（以恥濃度、水 1月の水希 A オン 7農復，抽公和l のぅ農度なと”を持 2 変化々也
て行f}- "ヽ R（吋の m、沿勅に及ぽ＇す（直）か影辮と l 5 ぺた。 1 たCi,(1!) if)抽出今勧
(::,...,、、 L It rl C卜を卜しーサと（て叶ヽ 9 て桁吋した。

(4者果） ( 13 PH A 拍出、：過場音腋器知I ｧ G(1L) 1六水者 4 オン 5農氏〔印く o,/M で

は柏化、さI),\ }.未た松（:w)の/if'ift.比と c.. (II) //l濃度d)関イ糸と袖べt升 3 と日 I 1° 未す

ように、前回 1:. 稼告した店葛察幻I S のオ角生、と同様t,.括果が翡ぅいた。
② TOA 拍ム：犀磁賂液-U\らの民 (TV) I)抽生、床慟 I.• 与え 3 c.. (i)の影響 Iな I~ 正に示す
卜う(:. fi ｀た。同 Lつ条件下（（出巧］ ::: 0,.23 6 日）で Cレ (lI) It抽£、さい h が？た。

@ TT A 抽出·．用験した水素 4 オン濯良〇範吼l (0 、 o I~1、~ M) で 1な(i.{[) I なん負醸a:,,

トが過溢舌紋条表から柚也、口化た。従って（直）d)柚口桟かりして TT A JJ府
知農皮豆笥己 1 3 必念が＇力 3 c 柚似布叶も一定 1-:.. し， G （I) の今 I釈沢 P の TT f)濃
度尿店性t朗べたとこ 3 、 凸 D が 3．幻〔 TTA) Q) ?o a ットにあ I l 1. At負弓1J\’'令り 2
の直線ゥ＼＂得られ． Cr (JI) 1-;. 2.令う 01 T T A と千しートt生成‘（府桟·相にす切出され｝

ミとかもがった。従 1 て TTA(/) 効濃象t [HA]i, G(I)の初濃段を〔（ャ（11)] ~と l
拍広平衝 1こおけ) (;. (l!)の／か飢比 e P とす 3 と、平術時の T T A の肩効濃度 (HA] 。

-1 06-



は次吠＇で与えられ｝，

〔 HA] 。＝〔 HAJ~、一てら府ー〔 C 心）〕入
1) 2) 

―ぅ P<l. (IV) d) T T A 抽土，に3)• ll て、朽 P ャ． s. ら [TTA ] ?°日ットカ1"峡ぎ 4 の酋
線にな 3 ことガ\"~12 5 れて＼I ~ので．硫球、手た 11,過塩煮酸苓成が 5 p4(W) t抽出した
隙りか釦I:..に対し迫当な稽正と行なヽヽ、 T 丁 A 府知ぅ農ぇ一定の呼の分配比とし l吟
d) ~農復との閑 1t. e 求めうと l月 1lL を得た。
以上のミヒより⑤堪音畝ー B P H A ，戚蔽ー TO A1白出糸 1-=- お、 I l.も｀祇坂ー

B P H A 名での蛯泉と同様にfA 位）の Iか両ば（かG,. (ll)のぅ農度 1：：依朽すうミとが“¥’)哨 l
た。令た丁 TA 抽出にお、 1 て lなし（田t P^(W) と共に拍出され｀手た c~ {I) - TT A キ

し←卜tか水素 4 オンカ9• 高くなJ. I:. つれて水相 1こ炉t出す戎象ガ＼＂頼娯された。従.,

てCi,. (JL) 1)\"共 ~l て＼1 ~松（m の落東tイ史用＼て：：：れらの柏出と行 h ラとき、1-. i~ ~ 

れた子“- 9 ／こうすして廠察な角gがfと施す必柔があ）こと祈わ 9l ？た。
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囚皿．p4.（ャ）の TTA 枯心、

扇桟相： 0.△，● O,I月百•Aべ’戎••ン
口 o,3月 TTA- 、ア e· ン

水相：メ：：2, 0 IM /-flt()“ 
A 0,S M H“()« 

ー

~) O,S-M 出”“

1) T. Mitsv)i, Bull.Chem.5oc.. Ja面ヽ出加(/9る『）

~ R.~●t/1如如t., B』. S。“.(hem. Ft如e, Iヽ2. (19錯）
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フ゜ロトアクナニウ A(}) 化学
IB 7  {it_良F匂辺い法によク フ°ロトアクナニウム V1ti11の弟呑灰態

の校｀討

東九尺金研 0三頭聴9月 枚‘禾進

臥 (V) は 7j(_相中で加水．介鯖 重合なと‘、(/)反応をおこす。こがなで祗、’v)(/) 重．合経1ま

邁歌の徊公和 1勺証比さいないと矛えらかてさ rこ，これは、Pa. (V)(}) 水租乎 I郊／広，
相抵される捏（栢瓜稚）との平衛到逹が‘碑めて逆ぃ力‘又 11梱紅皇から斤到並瓦応
でできる和Jの棧（非乎齢樟）が行在することを示 1 ている。これまでも主 I認各媒
梱応広lこよ h 、 Pll(V) の疹戒化年的な研晃 II 、盛んにi了われてきた。［かし，平定
な縮悴町できる H F 痴夜H.t S 0滋凍の場、合を採‘いて、 1y｀ず｀しも成—的な知見が
得らいていない。こいは、上述 0l 非斗術桂[(/J知見を得るか広が柔く、各人各様~(/)
やり方で,、イ(})景り浮も要視でさるような．袋件下で哭鼓されてさたからである。そ
こで、叙↑々は欣 (V) の水弟痕禾に達し用できる戻殷窃玄な痩t、到1＇了·館腿滋練返｛た結
果、府幼と庁ぇぅるわ残げ栄 I 「くので＇、そ □紐とりf\. ~ PtJ,. (V) (1) 1K落哀脳這
用 I た結泉 Iくついて叙告する。
／．み戒代浅I:'...その故良、及び｀依 (V) の秤乎術種iこフいて

こが 9 て寸な (V) の非乎衡程Ii、徊れされない種（非稼公佳）と芳えられてきた、
＂ぬ程(/)—量を求め、央存する相公稚の真．のか年比(E)を求める方法の I っと l て
F四几法が知られているq二れは、 Fヮ心がP叫珈 TBP 抽£ti Iこあたって怠伍
A幻）寄与を除〈ために寿素し「こ方広であり、援返し拍公の見紺If(/)か湛已たぶ）
叩叫少より丘と 1順ぬ棲碍丘比メヒを求切 3 屯のである， F血必ロaj 1・ぉ庸翁租
と 7隣幻譴比（笠）をメと 1 て、 E lミ対して．

E 叫／メ⑰tナI T Dn -は（／）
である。令々のガ淳t/J)季呉 l i、 F飢か9 /J)戎、の前提条和弄 l ＜林昧「し、瑛返し加公
の意味t正しく杞握し、冶丸芸琺返」し推砥の発羨の杓"|(J)含紐賃？た、ざ、にある
9 FU7YL伝い前提麟（仮足）とは 次のユ妥であi,
叫F平·衡街）げ鳴釦 0 、即ぢ非抽幻複・（あ';I :::. t.. 

(;2.)袖幻程のパ碍知全属渡度依杵往ぽ\\コ．
U) (1J仮定については、一康的にば非手和皇が‘・タ釈仕在し、それそヤ滋武さいる

伐（くついて庁え 3,、、さである。叩(J)”碍和紐 Iよ2. 7 とし、か）分鯰秘
を E9, E2 、；屁芦派辺入t.f]'C.. o<.~尉委比と（て 以か亥術で表牛さわ 3 。
恥＝上L-竺翌ち＋ x(l れ廷こ）で1

(I 訊 E沢 t X(1十ん Eュ）九
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区＝
E.2. +X.E,(l t-年）仄 l ＋廷）れ

l + 1 し•I t年）叫 '(1 す心E1)孔
(2) 

以 D年l より入€涌よし El = E »はヒすると F血ふtの式、と欺似の形で‘
0九応D研／恥r,(I Tc西）

ヒ＝ 十一 、(~)
ペ（P?I-ヤ，—ら） 0研I -E2.メ (Dm-い）

とな 3 。従って応叫A 0)立似．紐tt年。：・ばな、て 次のようになる。

D 四I ｻ Eぇ A ・公' / >> o< E.2. （子）

一方 位）／式‘より Eり刀品とすると 孔が充か大さ ,r れ lよ｀ 訊‘が成｝立ず~.
D孔¥ E2. （叫立伊＇几） ＼・t)

一般 9く 非平倹沼い) fJ:_な＇汎t l -(、 2処ー／国の遂互冷和 I :,よって．全ての再
(J)が即しを未‘める：：：しが、原理的にば可般である， しかし、往算裸広が火ざ〈｀
吏際に 3 つ｝x..t.の非子衛棧只量約 1ミたり扱うこl'...は函糾ぐある。付l: PA(V)等0)
ように吸着が知鳩合には、 D'It, 0店II D四よ h 匂白、 X こ北｀めるこヒは和牙
伐である，（かし 遂次栢公の、話果、秒が丘 lこ和迩するという位）的．の績同は、
"(f)屑せ、 Iこようす｀、成立するので、＿こが対ともとに、絆村t追めiことは力（O)
湯鐸恥、、ある。こ吋広 8 恥v) QJ H は 0心没、 H 位添液に過凩し、抽広志↓と（
て H 9 ービ HP 、 T ｷi-A を肘ぃ·:く釈討したところ、共に）F，和約淫が存たする―ーとが
判晰 l 1ミ, ：：{l)ことば、日胡I~、よる陽ィオン性の吸向祢‘女、及が ゲJレ、クロマ
トグラソィ瓜索果からヵ 和4‘ げられた。

2 、可返的な皇合反応
汲に、凍返し知 Iミよ')、'、f衡鐸虹バ汀 3 こと 1年目す'3 Iめ浮が

あるt 璃；巖尺の輿が各釆を試製し、グ配比の危冴t農度板＃惇より、淋乎糾窒冶
度鐸‘め：乙とが、広、行われて、ヽう。 PA しV)(}) 瘍心、こfl)ような執）みか‘ぇ竺ぃt1) It 

、冤合反応‘b‘芥吋立必であると寿えられ 2 (/)と、更合が加んも走さらない、粂竹：・ドでヽ
も、浴夜疇l雙法によ？ーくバ叫咬化す 3 ことが知られ・くおり 同•一の条伸て‘’

鐸磁り麟澄皮此it名口応打”iことがでさなが？たから切る c （ん‘しし珠
豆し虹 Iミドれば、和 1吋じ‘水祖を用い 3 ので、桑竣叩咽の夕＜ ／よ株ヽかこと
がでさ 3 。終に Po. (V) (JJように水相ゞ’t合す 3 渇店、その尺応が可立的であれ 1広‘‘、
盆烈紅り燦比1い知するしいう位0湯合（非乎釦世0)存在又 l"横湘乎‘し：、
＂伶）には見られない、特飢印履I平と：示f，そ遺屈i:、ユか｝鰍f虹
合尺に表‘のiす年 1司（｀•も必i.
浅たま1,.. fl)ところ、 PA (V)(/) 叫o~ 恭成叫洛液濯淡戻/0―杓以下・ではこの｝｀
うな俯同 li釦れ‘‘}ーくおらす‘‘、 1 、す‘‘1ぼ非乎洒-涅{JJ仕たを示す維釆¢得た。
然庁文祁‘
v. V, 元況切 I E. P. M必焚炒 I M. I. JC~, V.ふ｝如伐巫

軌応汐． Iや仇． I 豆／ 2113(/ 'lJ-rf)
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1 B 8 丁6 P麒 1 叩門｀＇1 14 づ：：ょ的 1 ンが渾

靡げ廂゜＠粁tJ } f.、紐碕

いえが壬 應射り 1 バ訊I分役輝匈璃＜、叫釦譴、作惰かい仁／
燻／1}‘絋恥釦いI}" 紅）応い拭粁レレいパ邸和請）再臼1°aび
が互｀叫諏心碍 d。し 0‘ レ闘原和 4 オ｀／｀＇凶 1 ァ遠／澤
彗初鑓釦｝ジし L．ばl 知｀ぁ1].碕緞易戎幻I)り 1 アと叔／環疇か準
L; T B P 畔紅び｀J,t..t fi') 1 広く月りりれtりか戒羞ぅ心ン 0 詞 P 摩
~J.~'汀l出り~ -~トグ'~1 l.1-.:--E底封り｀乃冦机li役縫筍がり簡朽、
｀払吃的囀“~ > tが公｀をtシ。
輝げ P 遠沿 1 記:. Ch.ro況osorb W 滋沫t輝¢”爪）知 I6C'1ff,

の-O，`1 入力 1 A C /0 ぺ況り釦疇tんし（；；。蘭阪（ I ヤろ） 20 侃£ •を知
項ノtん尿1 繕輯f2n 9 ，淵綬 (l t 3) 遣履心拭祐麟 5~ I O 叫ち
過りり 1 J̀ E n ぅハ履羞夕ぜヵ．煽殿 (l f 3) ゲt)頂i ｷ｢̀ 1J 1 A 鑓が
わりり 、y 1心2 5 叫／ 1.,..囀釘｝。

と‘7 うノシtf)也危臼 Iレ（1 ↑心訊忍) t>'r‘/}・如麟麟i 1ft,,‘ゾ｛和召 7 ［ン。
飼叶縁
i)蘭飯紐渇膚りう｀／を

灯う A `ざ己 9 ゆじ｀め叫計縦凌 100 ご／ 。7
介羨息渇9¢遺心·9虹叫ざ / I 

iシぶり。戚IJ}‘知紐l JI うり， g ~"L u （可） 20{)闊 ‘ 

心］国砂 1 ，蘭般訊f}‘妥 50 ご呟r
、;~~「 8 Pｷ: IO O幻）虹勾ゥ望
うン砂 Iか釦鴫立tし） •うhF]9］ム］言］］紅）］01；：：レ2□三：。こ8::
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3) ウうンバ聘弟ゥぅ―/”"“t
珈1 1.印清バりf堵け、t"fable 1. L:!糸 1.... 

丁ia.ble 1 q 1 ンの固収穿
U岱＆吼LJ:f-o“”4 炸0uery,―劣
;o 閉＊ 年9aら 4f.5ノダ／ー。µi 釦 t. 2．ーチ

/00 府｀瓜9,”‘I m,IOJp.3 Joj :t:. 2. 、
5.o 守｀這Jグ．99ら 4.96, 'J切”.J、両3 叔分裂豆訊清勧

JO. o ガ”9訊9.91 f. ?79 f訟J.土0.2,
i一度弦 ”釦埠禽釦放 I作e
4) 駅巌鱈約渇壻一椋I澤虹遺り
うり¢｀茅”l）記J；汎吃r，呪e·`
咬“`ti)鯰｀“1Jもな 30jz, す·.l lO3 9 9 ,  a 9 -

的？叶簾和わ＇璃腱 •113り Cs が11
勾 lO' 9呟r...'i!i Nb叫 l 0十打りフf2。 心
鮨條Jl.3牙のウう冦輝．レもしい樟 : IO2.9 9 9mn..09999  

/if鯰鰭町7 う 7 ジ1 ーノヒ豆ー／も紅7 ゞ

1,] 万ーバば泉ゃ勺いVtfl3-,4疇1·
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釦助口てトリ万＿ 1, ：くよる酸知凩愁っ衷Tよク
プ IV ト：：·.＇う.;.,..,{オジ(p這）） P以W)) pl.J..(W) iヵ

ょ仄コロイド‘；択ゲルトニ•ウムの分離

（原研） 疇忍

麟 7° ルトニI'• I¥ I諷恥瓢：：：より懃訊態1``や少く）吋に
1.;t:よロイド、と彗 l ゃ 9• V‘ 亡し力‘ウこれり樟くの AU 豫桟ヵ＼‘I司団に呑在、する、そ‘‘9(‘、他
ヽ）元素こ着るしい異なる。催、 7 て；容哀中か恥 1‘酸虹填のオオ Uh ょな・・コ巳イ
ド廷該 I濱‘廣誼9. 。するか広が‘望よかと。、、のjうな目兄：： lJず釦虚， 91 1ツ交
採味なとが用 vヽられて、 1~ が． V 、す｀、れうそ 4 対象が｀／ ～みの柏翠桟に限られi ｢¥ 

，酸｛岱凜：渡如峡恥心環鵡疇を必寿とする這、カヽ＇みら．求着 1叫ゎ
麟豆 I !)文とす＇‘， V 力‘1 訊磯、｛〖叫(:m:.汀） h ょ 0' コロ 1 ドと紅g，色
嗅似朱ふ方系として、逆樟 7 n く卜り‘‘うブ、1 も速ぶ，、精韓件を杖：ti•し，rご。
叩zdz.') らは TB PR 囮定柑I:.し、，．遺巖象逆屈りロマトグラフィ I ：：：よリ P凶（111) t
:J.ロ入ドJ P慮）) PIA. (VT) のか雛を叙伶 l.<‘‘ み． L 力‘V P追）し：Jロイド、 l詮難
されば叩ため， PL.l(JQ)e P這）濃化し K佼 1 社ム、同様鳴it ℃‘これりと分賦只"‘
る 0-- すT 8F-t諏応 lょ．叩雌苫．火農瑾-<. I 戴爽良t低人すとと Pv...り各 4 オ
い抽繹応｀訂わし＜蜘刃み：と叫人蕊ミれて、、武、‘のし知Jと靡 -9 れは｀
麟応阿疇難菰れクと佐ん l<.
澳萩
1Jテ碍疇和 §‘メ今 Iしジり.,, IJシブシ丸双 1 たり\:-·く卜測 V 1) カゲ Iiiを /1レ
コー、 IV I~ り v y‘` 7 さ也、 3叫入 II C,}I\.りす‘う入製7JJIA. I：：デ凡 v込む。ア Iレコ Iレ
心い、夜， T＜復 TB P をカラヘiミ這嗅釦·ft.. ~わ木 ui、入し 7 余か＾ T B y e 
知幻．
紐料： P叫I)は 238pu. ()砂l' を叡鼠蔦‘‘数H]麟疇し、 0．も rv 廿tv 03 に雌 u
ぽ鳴-oH, Hはも加ん遣元し疇した， P以JV) IJ"厄）を4kHvo3 中 1噂時
印に放甑只叫恥談他した噌よ尺邸（可）ば発燥訊応薮疇輝固し·かえNH
砂3 べ喀倍レ、少量．の lくみ Cr叫みを加幻ルク吋 I国）に放霞レて六佃 l対峻他し「て”コ
I'.],1ド成 7゜ 1(/ トニウ/>,, Iょ， z叩砂を含も紅H f{O3 、噂成這発乾固I/、 lMH
ゅ l 双l lく；雑棗口の知＜を加 L放湿レ応この濯以） TBP見戴
系抽此知‘‘哭在すかイオ V を隙 vヽてコロ．イド訳粁とレた．
叫戎即＇‘碍T口紅虞の P正容戎逍当量に紅闘（（が()3 惹液を利ん．粒心妍

II厄必ー幼い（（Ifクが()J洛夜として．そグ／“8 カう A lる町・カうム 1よみ少ガ‘
”同一q H(- NH」ゆ忍応迪叡セて h く．拭秤嘉液が、喩r,U下すヶのt奈
5 、団 l‘く示し謬滋夜叶尉知応すか紫逗は／～直／かであ 7 「て鳴現武9たる：蔚
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ぷ?J V' ll S 項を入テ V V 又鮫心杜恩1~ l リ、f出ンプで貌疇、かヽ＂／卜 7° V-卜
工t'疇 V,Y出 Vみを拌応-'C,如叩麟甘燻ぼ呵砥放射釦叡レ Tこ

虹 Pu.直町 VT) h ょがコ、2 A ドにフいてめ冬喝甘禎粽這 I~ 未す。ュロ
オド状 7゜ 1しトニ W A ばクヽムSNH I( Os -約W闘り厄茶粂t‘jJテ入を迎遥(/ ` Pu 渾）
しよく令雄｝みくと力＼瓜床、「て．，和這椎07゜ルトニりム，，クロ＜卜 1 う＾＇';; "1tJ Vヽ
て．也のフうグショヅご『u久すみ旅凍寸能ばI'/. L、人下であ 7 た．

／ノo cTWOz_dz 
Z,)しLtvELANP

N11-KleoniKc2. ;, t/ 6'1[ J (196 o) 

Thし位eniStry {)} Pll,(.t(}刀 I’U加
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I B 1 。 コロイド｀吠7"lしトニウ A の粒 lt分布について

日本原子力研究所 〇市 lll富士大， ｛た有喜忠

i) コロイド朕7゜ 1レトニウムの存在ぱ古くがら知られており、画知理プロセス
幻関連ざむ粛惰．）主紋楼構の検討ぶなさJll、また、最立ta I 廃液久n理・環境
55炎心の関連這濃皮7，ル 1、.:::.ウムのコロイドぶ滋究されてし）る，しかしなが‘ら
、これらの文献に扱かり川ている r コロイド｀ Jにば、＆（ IV) のイ§沢/lo水令納重
合体 コロイド‘A必芥純物へ呼⑪吸着体 1 および‘、 P心m1く酸化物の三番が‘含まれ、
Pu ；度凡溶知 PH ）豆勘種奏員む濃度，合もによりその種領iJ輿なる。コ
ロイト‘‘t特長っ‘げる分散粒子の紐杢についてt、いくつかの報告があるが｀、これ
叫測足方法•生成条件交どにより瘍しく輿った1直を示し、その下隕l打認r過
膜による特斐性がら／ ~3 切)A_ I J:. r艮 1 ;t :l. o o r p m程度0 遠淀による数］紅‘`
逢する，我｀勺（1 ，«式5度度フ行しトニウムの潟為状態届店匂一環 ‘L して、超逹l凶去 I::.
りコロイドj応79)しトニ、7 L＼の粒腹分布t測定 L 、介布の版態必コロイドの種麹
幻間に店千叩創豆見出したのt‘こヽに報巷する。
2) 239位約 36 訊さふくむ 4M HMO虐束／ n1 ［さ希外線ラシ7゜下で親ガ）
し、誤溜水 9 叫に癖枷温してコロイド成プ1しトニウ碍液 (5炎黄絲色）碍
た。この洛液の吸収スペりトルI'd-文献に記阪された＆コロイド溶液のそ札 L`Iiゞ｀
一致する。こ<1)洛浪の一評＆゜ ‘I J/ H N んで！ o 。“知弟紋 L て這心●口及肴
直L) た。これ'l l謡肛、 2唸的 0 、 I 6 111 gをふくを洛淡謬煙硝戚を加えてガo
釦、戟固旋Hlz達元 L ｀槃贅：後．4MHVoJ 2 m} に落袢 L て 2 紅精以上
淡置したものを盆（ IV) 原記した。
遠Iじ‘は最高回転紋{;S- OO o rpm ('1-:J. o ooo x g)の超患喝鱈l) 、
這懸架叩爪乎エローダーロ‘5m｀斜誌゜リエチし這追況管 1こ入礼て忍討し
、ユ s "c. J遠空和｀＼ l硝転教、｀し回転叩a と災えておこなった。
コロイド｀5答液釘堺合は、洛淡葎l製復7"'v//日rf)間に沖 1 回5.,．約 1 年後」亨
直直心とおこない、渇淡、の aが 17砂効果と謡lべ｀た。また？両回ども、ポ゜リ
工今しシ逗史管に対する唆着叩綱文化と測定した。逹心直復また l;f.ー足睛間吸
急促の知J:.3登 50パ諷玖l 汎｀科皿伍｀初燥羨｀吠放射爺む測足した。這
心珀にあヴ繹知恥該誌よそ I、 7 X / o-s叩‘‘ある。この虹釘玲 I 0-:i. 
Mの B コロイド‘溶爽を希杖しておこなったものがあるぶ＇、これ乙辻較のた'(J I 

且（ W ）呼if HNo3 洛衷譴紅して、伶濃皮 3、 3 XI O -{,門叩角々り PH
m訊臼刹製して国土trょいヽをおこなった。すな I i 5, I食来 50 メ／ t．ポ゜リエチ
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遠沈管に採り、和の頭襲した落爽炉“”゜えて撹さまゼ｀、最終的 1 こ、(f) o. I ii 
1-1 A/ 03 @pH 6, :2. 1 o. I f1履 MO3 ( PH I I 、 0, 0,I M Wa t./03 の三穫
の為没をつくつてその直復_Iこ逗I巴吸着豆ぺなった，この場合は，各吋科毎l:::.
｀前後の上3登液ぷ0瓜／ E 様り、上迫りか紅｀4放肘絶を測足L た，
3) よ、吸恙り前後の上シ登束忍放射鯰知ら、それぞれ逹沈字J吸為字を
計慕 L た。新うしし）伝コロイド‘1-J.紋睛間 z畷着乎街に達L 、平f釘碍 z•i 2 5 ／位
”る力）‘`，古し） P~ コロイドて‘i1平衡もおそ〈，s-o 吟間役I:la 吸着字ぷ 0 松に達一
する。ごれに反して、位 (l V) か加1＜介角作で｀ l1 t l ブ‘れも吸着ばざわのて、ク〈 1 高
L) pH -z.‘、自然梵篇と思ぷiれふ舒令が｀あるに過ざ｀か）。
紅 lこより沈降した粒ナの捜全の終対咆と計算すふこ r はさりめて困搬がある
。その理由の一つ 1;). 、沈滑速度式 戸＝がf /n a知／囚2 t (f-f元） (:: I 

て‘、 Y; 粒受J i/_ ;落衷疇見 a。，心這兄前羨の粒砂暉励からの距雑ノ
w; I甜頃彗 l が I~乾 95 閾J f ] f切；紐知紅直度］にか）て、囚乙t
屯鳩洵支応｀あ 1, fmヱ刀も応史により足1 』が‘) f l1 コ 0 イドの史体により
堤なふ値であり、一砂 lこ l1尺まらない。iた、 a。 ]atば宋面t. 3従危の位置を乙
3 こか江束ふぶ、哭吃的に測定されて l) 』か1上境切｀ク覺て、あって、こ＼て‘'表
現ね速疇‘ぃ信叫面から火切れた割合に過さ｀｀ない。そ,n古幻こ，こ＼か噂
知湘詞飼とますため、 T に比イが1 す＆量て合デに対 L て遠沈手を 7° ロット
が。新らし＼）コロイド心lヽさ＼）粒生の心のが‘夕がく｀か）コロイド‘l3粒各の大き
し）切唸 l）。こい l1 閥 I 碍による紐杢の成‘長を示すもので｀あ紗‘\、新らし＼）
コロイドで謬され記のI1 、粒歪 1こよう三つの 7 ラクションに大別出束』：：： tて‘‘
ある。すな li5)(!) .s-ooorpm, I hャ己疇すd担丸粒五＠ 3 0 

叩瞑叫丘 ｮ 6 ぶooo r p m} 赦8奇問已碍ね激細粒ナりゞい。
＠羹足を f二 II~んm3 、L L 戸夜面から凌lきまで｀の 3評粒仮定して計算すJ
`l 、 I~2 mA に相当する。コロイド‘生叙‘の初期段落合はこの経度の粒灸のもの
が生し‘＼睛f碍、L 共に咸長して②どをL..(J)に至J必のと考えられる。一方、 R(IV)
の直褥加k令絣によ,0:/,d) 1 J.、 P H 6 、~-) J I 、 0 、乙もに Jo o o frm)  

I hr 這賣‘t f o ．年、上記碍し、吼らが 1こ通和諷詞経皮仇砂呑
荘詞示した。この渇約吸急の丘 1 ;t 1 お公t喜む，東如紅‘‘他約貨への吸_\ Iこ
よ謬雰z` はなく、品 Co H-)外の杵出乙考えられふ。
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1 B 1 1 ナトリウムアマルガム（ミよる Tk, Np, AIW¥. OJ還元
：バッチ主による退元呻出

辰研 0小林簸足父 者謀胆

網麟凍印m」,p研‘、ナトリウムアマルガム (Na.- H 名） （、一 s,) 高齢和遠
元抽戯さいら:..とを幸訊告しな。 (1, 2) 今 l日 1ま．こり丈；；、云で Th.'/Yp)心に
適日し、その希勤で］周＼｀｀店。
史男虎麟
雇屯 I ;J:、 N0- 0Hォ魂痰が疇噂')‘こ中を適度 l：命釈して抽麟I として

”し↑：。ュ3ユTK, ユ37Np,辺／A.'1'\'\ 0)名吐議魂液を菟秦碑し、その残靖を．
称巌，虚酸砕雑の環度鑓喰1ことかし亀徊如恥魂求としtて。危アクテノ 1 ド｀
這度（1 ． 5~ID-mi l 夕仇（としTて。
キ虹這疇瘍表ダ叩｛豆液ロート（夕0初／スキーフ’'型）に入れ、こ釘嘉
液印酒恥量碍屯叩以這応 2 叫丘Na-H名を加え．約 30砂撹拌して行
fふっ Tく。さらに水胡，水銘胡賛紐し、各オ恥アクナノ 4 ドを定量し、干郎麟孝さ
求めに TKば、アルセナゾ皿I~ よるtt色）祖ク'Np,坪／心（以線の計数戒'1走［て
よって名々定曾しT て。

拷疇＿皇
TK の担捻
TK(O)-Tk（可）灯愛嘩愛栓懃立（ま、 U(O)- U(]I[)と Pu. CO)- Pu..(]I)の曖位の
向にあ＇）、祀詞謬叫TK もL.l, plA.と同様 No..- H各によ＇）疇戸喝□
小らこ't p惰訪臼。しかし、 T心 Le. 1 にえしに結果がら明らかなように． TK
1噂酸夢知叫パんど抽幻ゎr.j. P‘ っ 1、ー。この辰因としてほ、 TKが｀＊囀和｀
（叩価しか存在しないことと、 これに 1打連してヵ叫＜扉解ゃ鐸形成を起こしやすい
謬竺還元反応を阻客して 1) ~も0)と玲えられる。屹こて'’、JJ叫＜ダ解や儲形成
”界を 1炉くすふじめには、ャ島酸嗚知らT厄抽出を汀fい Tことこう、 T/\嘩
疇履酸這度m慟lフに 1わ贅 lマ（：贔し `0.211瘍酸て``0. 8-%であったもの
ヵミ 1. DM で 3. </..ｾ, 2.()M て．． 6.S累，り． 2A て／ざ．“芦と「J一つ T~ 。このこ c Iよ
TKも N久-H戸＇位属丘墨克されて l) ;iことをネすも叩＂ある。ねお、 U) 凡{d.
o. 2/1澄酸瘤夜から約夕0％掴虫かいら。以J::....qこ豆‘ら．丁紐｀＇叶 P叫：：tt\``
叡単に墨這戸峠くし）こと．レがし、嗚酌馘戸凡ある程度バq-Hg l蒻
幻小ふこと T心｀＇が明らP‘e fd っ T: 。 TK(W) か‘,LJ(1V) ャ P以1V) と昂叩雰的
閥噴がほぼ競似していふ l ：もかかわらず．掴出さtf'\ l~< V'こt lよば）偏qょう
T虚醗t.状態呵謬しなV'こ豆＼｀火3 疇因と「d) て＼J 3 c 齊：らい。
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叫わ疇れ
Np，ガればLJ'p成同様に(IIL雇面も虹ら、や叩噂翫謹も類似して\) ~こと

から、 NQ-H g l てよって卸魏て抽ねさ小なことが予想さ小る。厄叫 7 （：：：示し
閲謙/J‘らNp．バllY\,とも 0．ク， o. 8'順噂瀦吸1)'ら修％如叩吐ふ卜ること
西月らかて｀＇あ令。
u, pu も含め、 Np，心貸｀0)及応恥痴t1犬態ば U(町), Nr げ），松(W),

A'})\ 国）這涙Tふって l) 5 バ抽出二昨‘1ナをみうと、その影喝叫吠と｀＇斐 1ナ
て叫いようてある。このこt I J LJ (VT), /Yp (V ), 柘（W)c -i l 魯剛、― (11I)
叩て還元さ小るから疇ると角えらい。
瓜付はクM瓢麟希夜和‘‘L\rも隙＜ア？ナ｝イドI: っ M て No.. -H5J抽ぬの

紐果を靱告してし）ち (3) 氾 l：：ょうと- C:f ,E-sふ，叫， Noは数t劣以上の抽
疇繹レ、 Acがら応まではナ数知抽疇戸‘フてりも。i T: 、 CfがらNo
まで＇は、 中 l旬状態として（互）価が存在叩 Tこめに、 Sm, 恥， Yb と同様に栢峠
疇□ てあるとしてし）る。聾）ア 7 ナノ'1 I冨麟印｀｀の(][)徊 l: つ\/1ては、
笏＜叫知疇 I) 料小ドよ；と、(§がら No Jて｀＇の島汀麟和す（互）価の社庄の
↑こめて｀｀あらという娃蒻,,:t-認と寿えらい。一尤俄｀Iその実忍鰤知｀少旦？＾侶
Pu,A呪 IJ臼も l ~ I麟朕撃汀鯰さがふことが明らが I: Td.っ 1~ 。しかし、知れウ
疇直疇とは）価の詞在とで）訂連づ｀けることは｀厄這 l てば明らがて"rふヽ
¥ l 。出,}')'\_ I 、～フ1/\てはオ、゜ーうログうフ 1-1~ J:I). A,;)Y\は）のi社が示立中~て v1 る。
Nq -H i選即、古\\て、仮）に｀ （1[）価も経て金局訳｀墨元打卜1：としても． u,
心， Pv.. -r.よと｀，0) （][)価遺認り 3 こと 1ま｝噂午瞑釘あろう。
ア 7 --J-I ~ド＇左鰍 I~ フV\てい入 lぶ丁凡 Pa, LY さ険＜／全ての元素が｀ぅ窃い踪

霰紺む‘かも咲阜 z"N＾ー日j l こ千由ね 3 収↓ことが予想、吋小ふ牙して、こがら
0)現象l1 アクナノイドの合糾精製，／勧島が慇逹r立 1：利用すふことが'·(Jよう。

Ta-b/e I N4-H9 によるアん・凡o. A れの担滋

Gleme凡t Acetic 9”a g ぁ2 Hf Ex七，

(mj) a.cid (M) pha.se(mJ)炒a.s-e(mJ) yield {t>/o) 

ア孔 (4凡．） o,4 4-,93 0 0( o,2 

Tる（名ら1) 0.3 4. 6/ o. 0。 < o./ 

/Vp（ぷ妬） o, 仕 O,/s 夕¢, 97 

)Ip(/f.. 86) 0. g 0. 08 タクg ?g 

An (S.2o) a.If. o. II 5,0'i' 93 

f/11'(6. Oo) 0. 8 0.06 $. 9q. ?? 

CI) x /(oムaya5奴T. I珈｀”゜riJ IINC 辺怜／ （／ク69)

H. P. MaIaんI YI伍叫y巫i, T.I5知mor，ンル、•d 至訟，，ク (I初）
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l B l 2 賑射ァメリシ‘うムよ）アル Iヽ ＝ウムの分麒

房研 渡辺賢寿 0怯川予研

印杜井、親開しt::.2り 1Aれがら、、“クに（,ri,;y')ユ竺4m→嘉す）之ク布0)反応によ
って注じ‘「こユ妃pいが得ら小る。同時 l｀ユ竺り面翡云戸竺ら万奇戸ぅ23l)加の週程
て｀＇泣pいも注叙‘すがから、映射立IAり‘ら分郎しr Pu. 1 J、 こ小ら 2種の Pu/司位
知詞、り麟IJ囀薩秤疇響狐l Iミよフて冥 riる。峰者らは．JRR-2
で平1ガ環附しい噂介田噂餞鳳、ユ門和瑾影灌法 l ミよ 1)砲記し、訂：：、
約如 0％が如Pu さ含む PLl 拉｀粁遭f⑰0)て＂籾告すか
史験
試料噸附朱竹と冷埓時向を牙 1 表 Iばす。 牙 1 表聰佑叶間と冷却時間
閲 I ぷ‘よび1[は、 2叩0ュ約ク'711jと均 0
的 1 g瑾むク～填の＼°レット（タ-711,m ｢ X 

30,m~)滋｀料1l[ l戸I心 0.2約 10mgと叫0約
｀iの粉末をシ昆合しf：：いてあう。戸英ア
ン 7゜ルとァルミ＝ゥL,9畷キャプセル l口唸封し
て賠、創し 1, 。 10 しットとアンフ°IV との空隕は
叫0粉末て｀｀埋め1て。試粁 1, KIま浴却緒の表
疇暑奇が0.3 ~ 1り／卜万）．鉱厚砂{)m -71f
呵蔚易o/..- y鉗セルと l恥て処理しf:。試料
0)が線放附能の過牙 1Jァルミニウ A 隙キャ 70

試料
屯l‘庄｝束 應射時向 浴叩訓
（，，，lcぷ・sec) (h) (c{) 

I へ 1．叙 10 11/. ~90 れもよ

][ // ぶ80 も“

直 ~1 X. 1013 850 bfo 

セル（：よなものて．、ある。夕M Na.OH-1M No.. NO必磨茨lミよリ脱祓嚢しT：：のち、
応0NH“1 i T:1 ま 6H|ナ⑯蓉知‘Mg08奉紺し T, 。歿‘噌（心 0墨的謹l羞
隋しに。試料I' JIば蒸発乾祠し1, のち'8 MHcR培茨とし、 PLA.豆owが 1 メ 8 ( 
/00~200 メッシュ？ ？mm のメ I 2_0 -rn~)ド吸着`3 せ｀ルm, Cm ぶ‘よ仄ランタノ
ヶドがら分離しT: 。 P□ 1 月 H ぼて｀｀嗚靱し「く。心，伍 l ま L虞—呟I)オン女
隼訊tドバシイソ酪酸ァンモニウム帝淡を用いf蒻0 オン支詭忍凋立今
離し精製しT立。ュ3吋知，ユりに，ユ幻2.Cmは各鐸咋舒翫｀べ緑ス 10 クト）応履レ
て）司定し定曼しtて。試料直 [10. 1MHNO必容爽中ずにS辺此 Hふ｛、二[ I)A仇
t m恥しT, qう、 P此 C飢を 5-0% HPEHPlてキ由ぬレた。 1MHNO立｀C祉，還
疇lを名むiMH咬考応｀厄這描出し右。名試料釘p\A.フラクションの賓さ
ど）、惰愚紅屁 l ：：J:. I} I司向和t疇慎し1~ 。噴景ク功IJ房荷グ耕包ン7 —噴是
分平バグループ l ヽ→ぶフて行なわれ訳。
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話果
わ表（：： l閲覧ふ苅l 這：＇）ぅ屈 'l定さい

r：：図フうクションの同位体ttもネ
ず。 2炉似 l:: tt---X’'て.2.門.2.c仇の注成｀馨

が約く、かつ、.2幻ら崎府が如校
的叡0)て99 ｀生叙‘クほ238 pu であら
が、悴‘料工がら 1よユ“やぃ 3 1 ％さ食
応、 Pぃ訊｀料もIm 。 Am, C呪叫f競
條数が｀ 910 ユ～ 103 てあうことを角廃す
砂よ、 PIA 7 ラクションの辺IA仇 I
坦 PIA のttはぶ‘よそ I 0-2~ lO-1 とfよ
令。し1: P‘、フて、 オユ表が慮燈数
叩パ這lょ知して玖7Am t誰足
さ払る。改紐バ゜？卜 Iコメトリーに

よ如ま｀｀恥フうグシコンのユクユC'll\/
叫似0) ttは 10 -<t.~ 10-3であiから、
噴曼数以 2 q枝種は 1まいんと‘沙叫fu
と涛んてよい。
町、精神（甚叙‘方i 23吝Pv...が、 Z完芯

疇双‘量 l心賓＇て柱めて '7厄く，忍f
瓢中0).2.3叶 PlA' 2-f/-.2.pり戎｀煮が無

視符、力‘つ、眼相終了時叩訊量
叩研‘ユ勺和／呵れ今／ん／靱てあ
ぽ舛0)もとT·`li｀ュ少似／立~Pu..
叩tRI1̀ 
R 今 0.1 ~ 1 /(1 -e ―入t)
這ぬがら入 lJ.之門ぶ直麟
数、も疇甲伽｀、あ令。巨と七の

庫さ弐 1l扉鱈疇戸各訊科
訊の麟＇随ば牙 1 図吠線心
くー紋奇う。 し衣がって．牙 1 展（：
ネオ輯薩和の紀叡｀ば、 RlてつV\
濯疋叩如訊‘P‘冗）立ら、ユク2.厄／
23気い砥が初ヒ店恥して冷可時
閲嶽在可も。

拭料 噴曼数 噂PIA に対ねtt
1 a 3 8 1 

之 3 ? 0. 0 30 1 土 o.()o o 6 

a 女 0 0. 00 弘 1 エ o. :)り 0 ぇ

＆ク／ .: o.o 2 3 ?土 {).0 0 0 6 

み（（ユ •(J.2 ク｝“士 o. 00 0 S 
:n:. ょ 3 8 7 

之 3 ? ().o 3 6 夕士 0、 000.)

ょク 0 {).{JO J-'J士 o. ooo? 

..2 ~ J 0. I 夕 03 士 a. oo 6 fG 
：よク之 {). ?ヶgf :to. 0 0 (I_ J> 

皿 ユ 3 8 7 
23 • o.o｢ 2 2 士 o.0030

A ク 0 0,001/./:t{). 0 () 0 J> 

.)._~ 7 0,0｢o ? :t o.oo ょ／

.2.ク.2... o. ~OS S-:t.o. oo~? 

t
8?\o

•a" 

10 

卦 2 表 Pv..周位鉢tt

a 詞料• I 

• ,'z 

o i •S 

—tt専直

\ 
•‘`込--

0.I 
10 

*l 釘

I o,t— I ()3 
冷訂晴向ぼ）

匹Pu /238pv t•介~灯硝向渡I筍
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アメリシウムの比学 (5)
1 B 1 3 程々の葬硲によ ~Am（皿）， Am(V) およひ亀•Am（内）の共沌

東北火ん合研 叙水 進 〇原 光雄

1 メリジウムは水溶戎中で、 3, 5, 6 ｛あの原手低状應ととヽ）うるが‘Am(Vlvエ）
ば禾冬定てべ亀、常の逍元肯I l や有微物によ b 蓬元と吃げ易い。従って Am(V, Vl) の比
落叡が哨“研免する際にしi Am(11L, v,匹）の今而£灰戌 1JC喀がある。 Am( 'JIL,V, Vエ）
蝉い碍哨々沿夕n l7J羨衷豆 1 用 L て原、打ぁ沢應のなわと詞べ`々が成として， 0
頑抽幻公＠叫HP ー包；；； 4 トガラ A も｛史用したオ由出クロ 1 卜う広，® L4り共光
知嗜尤ウ汎ね。このうち(i),②の方滋て｀‘は原科油杖褪． n 史枕ぷ屁なクJ;:..l:Am(J[) 

!'.. A叫r) しか爽稔しもない（炉 IL, Ir国が討論‘会乾表）。③のが公では Am （征）と
Am(#) の沿わしIJヽ和ウれて vヽない。乏こでが后免で＇は Lふ失洸滋 1こおげる加(7)
の脊勧口嗣べ， A叫J[) r.. Aml江）の表9尤浴豹じ比較1 る／ガ／廿， Ce(IV) の 1 ッ化
濶屈韮 Ce.(IV) のリン戎壌，づウ手、蘇矮なと””叱殿への Am(1!Lベr, V.L)の共叱

”h も度討し、ア｝リシウムの原、手因這のケ布あわい 1サ鯰亙箪lこフいて叫刃
見も碍合こl:'..を目的とし I:..

史験 Am （直 V, vr.）が各液は既 I~ 祁、告したがシ広により誡螺し 0, 0幻V‘"む器液 L
した。 それらの漆液の一定登もぱリエ午レン製試験宅，こ取り、 Th(Mら）"-, Ce.⑮)約
ZrO(N03)2.の？各液およ択雑訊また 1が湧訂訴綬衡洛液とガ'(/it pH を蝸聾した杖NH祈，

必出 POI./. t f:. 11-KI. 03 のう記豆印t 1..ぅ叱殿と生成した．ー走峙間杖釦知遷、心今維 L

ぅ奴殺とJ::..邊＃中か紅1Arn の了狂射佳も湛j足して共ぅ叱芽色鷺出レた。なお北琥戻験
Ì: {史用す々苓液11 予めズゾ｀／ £遁し，また Am (V) t A,,叫冗）の滋』反ti oO  C.で係科し

た・

姥柔およぴ·秀案
I. ブッ化物 1：よ々爽叱 L̂F3 1まランダシト‘‘(JJ1 IIV ）ヒアクケ;:::.ド（エ討） 0 共丸

希I t:..して符効でありJ fvp(V)はてクロ達て＇‘ば爽琥しないが‘ミグロ号で、 I~ 芋苑すら
こと／アク午~ド（れ）は茨叱しな V` ::. L が｀拉ウれてい>q.図 (I こ 0パ叩謬応ヽ

ら爽う叱 1 り加し直切匹）砕j令と示すが‘,Am （直）t. A叫n) 0 埒粉i1従采の和兒も
名｛寸 IT るものであらのに対し， A叫V) の来：ぅ兒弟 11 苅嘉北の重に比閲して埓1}口した。

--》 0.05M純応埠衛器んしnヽウの来況の括采 11 図z_ Iこ系すように所 l - 4 t ‘•Am 

ば／ v，四）の条沈年 1-;J:/if.ぼ一足ーとな') /苔和惇度を像くしても Al'>!（元）がら A四 (7) へ

()'J災危 11貌測されながった． Th西， KzCe6、で• t比らしほぼJa様の括柔が符·灯1 / 

ぉもパ叫ンロ棺々荻討した＄り氏 Th. F,~ て•森もよぃ印現印渭怜れ，た L t li‘'9～み
切9/2•S 況名および鍼 ;()~(O 五合／2ぷ丸人の花を用いたキ沈比飲£行う：}'., (:ょ• ? t 
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Am(Jl1.., V I m) ば、令励状態心j合£求＇払うク： L がわが？た。

2 . リン航凄、ラウ子、組虹~l~ ょク共光．•/0 '1'l成，5 四£の 2r(`` 対し A”(11I”)VI.)
ば図 31こ示すようにpt-I/汰J:_てヽ」じら＃沈争と示した。乙の邊：と変比で也てもギ

沌知 Am（直） >A叫マ） ＞ん（匹）バ軌，1 吸れらず＇i r忍叱季 l ：対ヽ b 凡／2r比
心号 l幻尺きくミの比の嗜K r- r..t;,, 1 こ共沈年，1 -チ表に秩少し「へまた他0\来咤和｝
互｛汀した場合に 14 忍こ系すような共沌わ碍られ，？H の増印 1：：｛米なってお虎平
”的レたが‘この研］〈司ば 1 •/ it匈系での共沈冷祝］とは県•なウ七のであク•リ｀／紋
ャ豆ぉよひ‘‘づ、ク系統む釦ぅ杞既へq'(/及清が‘可乏的でムヤこ L がわ 1I`'), : M ら＾涜殿
い即本に困ぃわカラムク d て卜滋（：よって A叫叫 V, Vエ）の租互．令紐が可能で仄ゥ
し刻り手：れ~.

100 100 

^ 裟

A~ 

念̀  ｀ノ
ヽ

癌 50 洪̂ 50 

用 慧

A< 丼

I 10 
L＾吋（呵／ス、 5 mん）

図 I o. I ti石肖穀溶液がら lふ lこよる
表沈 (A=ぼr, VI); R.T. Am(V); 0°し）

100 

ヘ
心
）

-ltr 50 

だ
* 

0 I pH 2 3 

酉 3 甜設ぅぶ夜から 2叶応）ゲバよる
共光 (O°C)

Zr4ヤ 9̀ I O 切8 /3.5ヵ£

゜

pH 

国'J.. O.osM 統統靖街洛液がらムも
I~ よる茨沌 (O°し）

Lo-. 31- ; I -;-n:,. / 2ぷ切£

泉 0,0研酢殿繕作滋紗夜がらの知も(Oも）

2
 

3
 

4
 

U共叫況t/削2•”’£) 研
茨叱年伍）

A,,.,(111) Am(V) ん(VI)

,.() ?0. 7. ク？． 6 k9• 7 
Th.3 (PO+)• z.s ？え、J· }2、0 zぶ¢

4•O 9 1 0 86,ぇ 伶6d9

/, 0 え0、7., 4i ? II. 5 

Ce3 (POq.)'I- z,r, 36. ? 1--.r.7 /3. 、

~.o· ｫ4f .• rI. o 乃t,4

/. 0 ？ぶ 6 9ぇ．f i7. J 

Th(IO山 ぇ． 6― '’{ が•7 i1 『

仕() fb,3 9よ r クc¢

/, 0 9?. g 、I,,o ~7. r 
Ce (10;)f え、 5 9｢.I クみク 5ぇ．。

・ダ． o 9r.3 7?,0 “.4 
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2 B 1 電気泳勅法による核分裂庄腐初の迅速分離

（京大煎手炸） 本曽義之

旦門疇分裂庄成霊疇30穆の元房力1 らな叫そのう芍短寿命薇狸
（数砂了）につり--r. l;J, また＇’それらのず一線工手）i/埓＇はう哭庶されていなりもの OI"

多数あ;J,. これ 5 エネ lV 埓｀‘-ノ平滅明］ま決定する 1こば数 /0 秒玖内に目的元患泣砕
障し／ 出活るお｀げ逃湮、 1乙浪lJ克衷/7,入れ 3 ：：と妍戊要とな召 ：：の目的左慕すため

の有力乃手殿としてザ、紙覗気泳叙澤苫採用し， その最競涼勁条1年の設定と真体珀
可能椎オノ険；すする．
イオンの秒勤度と分親能

多数の混令イオンか 5 月的イオン臆左令競ざす/:.)む直当g弧勤距雑坑＇厨票であ

る 蒻動距誰 L ノ移勤度 u l 竜位勾配 El 苅l 勤商商tの向/'Z Iずつぎ｀の肉ういある．

L= U. ·E ・七 (l) 

式 1 I：：あ＇ l) L I 涼勤所向（く 20S3嘉勤距離 C5c呪）乙閃要条i年とし秒とぎノ U＝契噌双

（ー痕ク無職 1 万シの平均膠勧度）のとき I-z.り破位勾配］ま＞ soov/c宛となる． — 

の愛位勾翫苫秤つ：：：とば戎在のオ＄術からナか可能であ 9 ／ 百戎柱のあるデーりも

得ぅれる， 式 1 の比 1コ支碕遂僻覧溶液の積履澤農吼涼勧イ万ンの雙星 1 大

吝ざなど IZ よフで麦化す多． るの茎ぷ式 l'J式 2,3 によって哀戎で弓:1J.

結果と考寮 A喝酸，司社イオンの勝勤度（滋用 1 万シ, H2 Teoら出AsO2) HSbo幻

往

3
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H
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夕
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目庄ー

。
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I

O

O

I

o

e

Fi 

C
を
）
壊
臨
心
希
ゃ
心
翌

恥硲 3 l H遥eO,,, 出 SeO3) 出Se(J4) 出 Te03 ノ

廿2TeO千 l 出 MoO千J佑訟02, 出 Rh04 など｀J

u己口見 CI ＋如h[立(pHーか］） ( 2 ) 
2 河t;:1'-'. --...'L 2 

式 2 1て工泣の険イオン程の1'直ま入れノ

最大絣誰数 n のとぎの比力＼＇既知のとラ 1Z

ほ沼1 ")エ誤 /Z 后す拾イ万ンの比—研曲

擢在稲5 くコと妍てき多． 育~綿汀食蒻、特県に

よるもの訊姜線 1-J式2,によフて予哩グれ

和曲線であJ. 一方金品 1 万ンの少臨り

舘商餃約広芦将篭僻簡として／ 直当万i慮

農と 1恥を逸択す 3 こと IZ よ 9 ，今魏切可

韮レ砂る． このとろの序多勤摩は式3 にも 3.
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u嗜惰讐応□彎囁tt砂h［平（ゃk11LげヂC肱L-+ f叫 C33 

箪＝ヂ C l +口—＋塁＋．．．．＋研］”)の
k,,., K叫<”-I k叶釦•• K, 

こ, 1-ｷｷ M吟 3 量如含届単イオンの荷頭戯炉配位手イズソの苛曖敦／ャkflL i -::ML し

の錯イオンの危症倉足敬／i. =iii輝襄I(元 9・＝錯形成紅1/ /o'各ゥ酪所維定数 麻 1 の下

艮の賜イオンの U- PHI初，令泉は Me -0 H 形鍔イオンの形成 l7..よゑ彩多勤度の複化を示し荏

ものであ 3 ， 仔｀g． 21 3 な EDTA,'NTl'iまま持愛僻菱とし屁ヒ~'? U- -p叶曲線も＇ン虔，線で示

L 花曲縮怠評草諏蛾もあ多， 以r:. 3 種の回から埋餅で名るよう尼 ア 1£/ カ）／ア II/

カりエ顔，希土賤のよう rz 同旅ぇ累のク'` Iレーフ゜少雌 l'J:窟易であ合が＇、 津一元寡 I

了合は同一化学形（唸イすンの喝合）にしてみ晦ざす口り上述の合雖条件とり別 IZ

工夫す 31以享妍あ多、 初立け＇糀1" Cs の合婢百知蒜峨師覧のイオン強限JJ) 11愁'-F 1-Zよ
リ、了名 Sr と Baのか粒けクロム酪d)鐸形関能の差在炉1 (flす 3 ＝と /Z よ 9 分湘能な

一緒と高上す 3 ． 手た I ―I IO5 、 IOi店ビ蔽祀眈穂の要 7 和イオン種ぶ存在する場心

にか祉勤ヰに届哀fe，与わは湿元左行なって酸化数ざととのゑるがして， 分町gまあ

ず多：：ともでき多． 手fz A3I を"Jーとの女採ほ）如ま住意のシ叙倉ヵ翡侭の位匠で行わせ

シこと店ビ 1-Z:よフ 7 "'1―,”厨などの涼勤笈係止ざセ， 他の目的イオシの学蒻gの妨窟

を除玄する 2 とも可能とな乏

二：
。
函
益
iぷ
へ
ほ
g
怜

Zn,Cd 

Rb, Cs 
Rb,. Cs 

O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

pH 

Fig.2 金屁イオンの U- -pH 曲，瑶

印TA: 5Xl評MI

pH 

Fig.3 金属·1 オンの U- pf-f曲縁
町A: 10-2M. 
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2 B 2 電気涼飲広による該今炭生八瓢ヤカバリウム．ストロン
午ウムり届互房責狙

゜（京文魚手炉） 高 1刃笑杯玉井応治、紘下牲滋、〖予長之／

且：原手炉中性手の照射 l-zより庄氏し「：：：： Z36U の技分裂庄A物中がら面互電気
う撻ヵ法によりふぉJが贔を迅速に草裔笙す 5 Z とと目的セしに通嵩の電気祠惰力沃
においては 2 疇辻加とば、ほ 7`)司一の吃晃ぅ象勤的拳愈力を示し、短貶 l司の泳勧
美、険て｀｀i］. 2 れら元素 l釘の詔互分離は矛可能てあり、そのたわ、技分製主六霞ヤ
ワ‘ら分離？れた SrおよびB鱈‘ぅ坂広？れク『緑のエ芹 Iバ‘一考を交めぅ霞?., 2 

れらの捜旋穫gわ考慮に入れクヒ．手衣期が非名に題似している良捏が房琵して
おり その締昂、いずれ＾元素に起因してし‘う r 冬菜かの手中どが困甦である焉合が‘
クい。 したが→て．証、 訟げ‘らの坂少、戸果を決ばこするにば、該分裂生灰物 Iャ 0‘ う
Sr, 6A を姐互分階して碍 I2試斜の『繕以＼＇クト Iレg窟苅し｀笈広卜線エネルゃ'
を天主する I炉事がある． こ心戌加の姐五分臨I:: I 」、古くがらこれらえ斧、の分離
に 1月いられている 7 l:Jム咳塩法を用い、う永豹呼にろ徴L で Sr と 13い今爵店を行う 2

どを目指した。そぬ際の支持遵降覧（緒化剃）のオ望類、叢度 p嗅-1- 7 い幻
オンの落度 看烹、蔓等について検討をお：：なった。
疇： /0今心 (N0以， /0一勺信心:z. ti等曼混含恣浚を試刹荼液ピし／証． BA
ゎ相互分肖韮I? I i、 7 ロム聰ガリウム乏用い［-:::.. ?ら 1: 、日床ァィ、／トー 7'麟 7‘
ら籐入し［・Z f0恥およ仄｀／33伽も試封洛汲中巨入れf2 b り/?ついてもうか初哭唸§，行な

い，分貴且俊、 5r, 5い渭当するら駅師パ叉広文肘§災を創足し 輝阻沢態パ攣も
行 7 「に：セ気森勧分脅氾 I t I ;J. 東浮う冬代 NO 夕o (I X JfJ年）を l司い，試料を 2 のう
択＾甲‘尺節 lて幻u.f着ぷし，試糾羞反喝所より、負扁創 IO 7lt勿力江団 l: Kz Q04 溶、
米も夕～銃o),it着丸した．雹足ぅ＂fJク鮭 I J /:,O紗 l叶ガP 雹左．ダ砂o v／心兄 Z`‘ q手「z e 

2 のシ永虹戒疇恥 1月いた支持也縮 4 3 2 1 0 1 2 3 4 

資ぱ／0―勺'1 "1 l L ン娩愛， E り「A -9 , • 

cm 

NT麿液であっfz 。 5ャおよびe; (-)[Ill 

の派勤位置の笑主 I l, Iフジゾン

綬f l、 '1 ラム l2 よる格多久／I応あ

るい 1むく、楳 7 1 ルム[:? J-うオー
トラジオ l、ラフ 1 -Z □ f2. (-) 

オートラジオグラフィーで沢足 ー2 Sr Ba y 
・ lOkM NTA(pH4.0),SOOOV/lScm,60 s migration 

された潔籾立置 12 4-賢了るみ択
砕£ i1l翫し， 1 れぞ爪 h 叔打能 Fig.l Separation pa七tern of Sr-Y & Ba 

一
で ー (+) 

Sr,Ba 

K2c~o 4,sample 

llict’ 
y
 

ー (tJ 
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笈虔を幻直e(Lr) 手嘉体庶広裟（す綬 およが合—叫•r紅嗜（屈緑）て｀遼Jえし
rここれらの弟虞、朽足がら幻，加の揺乙房鼻活ば態の投亨1 を行，「：：：．
緒果： Sr に BA tT)、か維史崚I2 1月い［：：：乏埓遊肴尉頁 h 7 5 ，役尋なが帷、緒足7}ヽ襲られ

r: ハ|J. p叶：：： 4 の NT、4 であ？た。?.. c1J N TA を支碕を得惰't'. L て 1月いて，／0―約
Kz Cr()4 をJo瓜屠点ずう乙ピ，了より， 5 1-~加＾が雌乏わ':::.なっ「：：：わのピ、伶区？イを
屠ぃ勺ぃ喝．合し疇景も FiJ- I i z 示す． L ^和,f-. I 守の K心04 を用いf噂＜勤更蔓
＾紅，厨y i Z 相当了うら試砂へで尼肴紅に（勿r) II そいそれ Zグ0 沢4,)fl(J
の燻 z• あ 7 [?.疇この》畜，｀印＇ lいい、入窃甲がら， 5巳 BA を羊離しピ結果ハオ
ートラシすグ、ラムがF/-}Zz あら， ン＾石ば， Z 中心r ／似のm/J皮虚 IZ IB 沙する

ろ夕麿ft1J r 咳スペ 7 トルがそ
れぞれfij・ 3, 尺1 、 4 {••あク

，王勺J-怨 L矛 Iレ｛‘ーを kev

l" Ill 守 1：：：示す。 F ij- 3 1f "l r 
奴i i、 725r I ?3泣．フ‘ら笈広さ

いはか＾が｀主であり、万I,1 • 4 
甲の卜錬，1 ， li t人ヒ,• /41BA! 

心釦力‘ぅ叙広？れfz i．めでみ
P. 

4
 

3
 

2
 

ー ゜ ー 2
 

3 cm 

{-)~ 

Rb,Cs 
+ 

Sr,Ba ¥ 

K-CrO. ¥ 
2,  4 Sample 

巨
Sr Ba 

-2 
lO~M NTA(pH4.2),SOOOV/15cm,40 s migration 

一
9- l (+) 

(-) [ . 
一 一

l (+) 

Fig.2 Separation pattern of Sr,Ba from F.P. 
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茅抵電気鑓諏による
q咽、q5Nb奇よ7tl8I印相互分置

2 B 3 

書山学院文（理工） 東京教音丈（理）
木村幹 〇侶野裕正 閉季紀逝田長生

鵬呼鴫は、四5み（国）ユニ蝠（声）碍嘩咋咋心共巷す
ること訳飯、また丑げ l這腔冗棄で、化栄的挙動祀匿僻、している巨め これら
叫亥糎研祖互分離はむ1 ず1かしい。イオン如唖迂ふg (\ば溶媒抽出法竿によIJこれ
らの元素碕謎稲醗」は何I 汎—服l4晏（仁訳｀存庭で、少ほからぬ時間を＼糾野
とする。そこで、よリ筒便 I= 、またより定時間 1二完全句雛を行なうことを目的と
L 、ミ庁辰訊電遷禄還肪芸を用いて祖そグ洛惟及言比、介灌阻Fおける最癒癸件左采糾に。

互丘匹、呵加相互耀該咆前しf=.。受持体に 1i30qn'/,. 2.S c.m(I)ヒ D 'J''lv
碑し1 、採動に先杞＇ち、氾の様に前紐理した。すなォうちセロ中）レた水ぷ先後、＊分
たとリ、電解殿 I 囲回以上いたし、か’ラ芍届固定、余分·の電餌液をふきとつ
た後、がラス板で兄ぶ巨左し、唸芸阿曽内で温蔑平靡二逹セしめ、 らOOV で'1 5"分阻通
電し F 。このセロT1ルに拡科(j)q吃r＋洲b (=-ユウ酸溶疲）き細管で徴曼っrt、
三ュウ躙疇碑心、電麟囀応輝を行い、電口輝pH疇
時南ぁょ在加電巨芝かれを丸要化さ江、況勤の変化祖猟ぺ桓。森動條セロ'1'']レに
つし\Z 、ラジオワロマトスキャナ l：：よる 6森計敦によリ、郊雛0様子を誰A‘E俊
、 15mm等恥頒lIt洞礼、井F堅No.1 (,i) =--.:::..チしー勺つき r幾忠笞喋置で各
恥慈唄謹E這l廃した。分阿慮狸の同定は、位（L•I) 半尊体消菰思っき 1024~ ャ
ンネJ滋翻枡器によ百 r痣エネJレ守ーヌ ~7 卜）レの浬I定ぁよび‘学洞掛油浪I定に
ょリ行なった o
釦巨、こ釘朦麟をウランの棺分裂生町加冴霞：：廊用し在。莉0.8呵叫308
ち、立敬刃原稲の TR I &AI型原み炉で 2 '1- 10互／⑳1/a.o.c,の中陰苓束で 6時面
中性与帝射可知、照酎飼料は 9兄量叶消酸蘊む ION塩酸で溶酌、祖知し
てらµ9m恥丘IOmj心這え、＊證化ランタン豆鴫ず亡、遷認灘後、荊
展廷 ION疇l＝溶鐙 10％リ壮酸い） 7‘＼子）レート 1しエン落液で〗7ャ＼ ＊＼b( およ
な訊Np)這出，己ユウ酸落液とし芦。これにつし 1 て、先に得た分臨の最箆榮件
I二り深濤埠紐、分蹄辻賑耳廊咋： o
さらに、咤5み、嗚d駈影澤探件呻いて、 1叫廿西函(+町5Nb凶冷輝喋

張し、 二れら訊忽墨n相る介鎚訳可能か否か棺前L.芦。菰料(J) 18;1Hfは、舟0泣守
l吐訊頸恥、 6N境酸慢後に ION 加酸）豆額孔，これEO`05N ニュ噴恥燕
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繹固困：りかえし＼最終的に o.os-N こユウ酸恋知し E 。沃動方法ぁょ TA"?)斑
m疇記乞m潟合叫讃羨に行な;, i= 0 

醗屯み＼q,Nb叶睦分筐0 知戸蜘戸と、三ユ噴酸電鱈濃度とりIl電臣
叫引保は、輝麟き20,z!'とすると、 O.OSN, l.5KV あぷひ• Oｷ08N, LOKV I＝不｀
いて令筵讀かた。埒1 は、紅れら臼発件 I＝あける森勤疇と粛誼睾肛割係
についてのいので叩、両君の OO保は直親牲苔示レ、森動時南の党加ヒ斐に、句令

町如分離加哀くぼることがmかる。ま臼fi3.2
は｀ニュウ酸濃食 0.05凡加電圧 l.5~V （かV／~)
で｀ 28分禄融こせた後ll) E□ 中 lレでラ~t 7 ロマ
トヌ〒ャ丁でス〒ャ＝ ＞7'1 して候られF 宅ので
、十倒1 八深勤してし＼る 2 っの分筵ピー 7 は、
伽(Li)半導体囮差っき浮志介・柑吾：で罰噴比
配苛果、戻要制はqnNb 、せ(l)先の七＾はq窄みで
ぁ 3 ＝と打内鶴恥汎芦。
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Fig.1．暉呻と頬嘩譴確保．
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2.o 3.0 -4.OpH 
屯·：懇母佃 l.O\<.V71D圧．

Fig.3. pH1＝均混翫変化

Fig.2 

原呉
+ 

摩 l二は、電酌知pH1：：よ苔距枷濱準を宗す。
これによると、 PH値．ほ砥ぃ方（すなわち肥飛
) "(Ji'哀ぃ分鑓喬果を与える。
以上の市屏額果mら、q吃r とq5Nbの畏蜀介鑓

笑件は、電辟飛~0.05N :::-ユウ酸と可百と、
l̀5kV (50V／況）肌圧で、 20 1"\.,30分の森聖l祁良く、
この哭件で． I糾柑を加え在祖至分資息で、応、 \81併訳
廃芋遭まリ、これらのろ核糧店五いに祖雛さ
豆こ口双薗襲さ訊芦 o
さら I= 、この方法はウランの核分瀦ほ痰腕(j)

介鐙I＝毛廊用で守ること訳｀碑かめられに。
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2 B 4 

緒言

合的吸着樹抑〈A1;t,知年XAI>〉の放射化学的和月 (1)
霜刊紅けい吸柑 Iz.およぽ｀す 1 ぎシ｀屈影碍
（況：岳布千）

0汲刹ー夫 今呼靖子 格米正覧

最以履された令印疇輝、 A伽年血 XAD Iま巨文絹牧‘積祖を尤ち和虚
忍）て一の椒豚で｀．Jし径．セ疇彬長和行をいらいわと放えたものが＇＇作られて V' る。／）
外視ig通がイオパロ輝噴と全く同じ｀チ紅灼硬くてがつ禾茄性であゎ仁の取
扱いやすい。いわゆゐイオ｀ノ文捩飩 11埓たないが，｀ 棺微物に対してきわめて欠 3
な吸着貪も力在しめレ．屈hl 分舒 Ii広 vI2゚ ）これ子で'ii．王として生応学、哨機工祖
疇ぁ1-;; 0 I 請も以遁fiビ‘の分舒での研況例贅く じ｀’f ：：：ツ、チトラサ 1 7 リ
ソなどの分釦鐸，ア）レコール、メルガ 1° 7‘/fiビ｀の吸着 7:r:. I ール、 ア I召
ルベン也‘‘ンズJレオヽ｀／誨fiど｀q除缶にすぐれf函見のあるこしが＇しめされて V＼わ。
末研況で｀ l i. A仇加駆 XAD の大 3 な成着能を霞訛券分杵l'.:. チll 用すゐこと
を目的とし． そ17/ためq碁硬的な戻駿として．代表的な枝分裂庄成＇物ぉJひ｀＇銹翡
輝性枝種叶幻『へ0 吸舟学動をレらべ｀た。店笈験で 1ま｀屹の牙一歩しして、タ
くか金属イオ｀／清蒻屯虹紅りずい哨機考封薬であゎ臼戸{/) (Jrrj;.千て｀’q素1埒
について検討した。

菜駿
対殷とレに放射·}繹紺げをs. foふ， 9タクr, I絆~e. /Ol,£u.、兌。＇げFe f訟で＇
和彰知．主しして酋履応翡召甑fトリウムのん種pH 殊条ぶ用いf乙。こ 01狂‘.
琺祗．海如ぴ｀も用いに令戚成拇樟揖 I ょ A以e辺哀 XAD ジりーズ＇t7/うち
表面積 300;;3弓 和輝径90A の 20~FO f、’/ 3/ユのもt7J g目0 f::.。
疇の紅舒"-1 ~1, 、`'ヽ亀！疇で＇条｀めた。す 1fわち滋知瑣釦虹f這“
鐸箱疇知 0.r, o 積耕届 5 加えふ 1 手ずる。一足叫11度に水済末和蜀惰t
t雌し． l1 じめに加えfづ加•r担核行吟農度と比較して成捐の摩動をしらべた。
詞 I'!. 0. 1t％オ共幻｀ノーエタ／ー／り麟戸’£を加えて同雄q笈餘もぢ：：fj.し1 を
叶、渭埓もしらべた。
締畏

砕られ「ュ雑い畜l:.レて 60Co の成着肴t-pについて表 1 i:;..しめす。
?H 3~ 7 CIJ O.I 疇翡酢殿tトリり疇蔚り b°Co 1 ず XA fJ -2 芝れ闘 l:.

It.I /1= ~んピ吸舟しなーいが＇・オキシ｀パ奔抑すること心り吸対年ば房レ＜碕犬
すか
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表 1. ‘'Co 0)月,m,Jぴ似乞 XAD-2 へ a p及沿率
(I~` 、'I ヶ矮：ぅ苓疫拉“ーチ¢叶i 0．巧）

‘` れシンもシ命加しfi鳴合 戸ジンをシ禾•加しf鳴令
か｝ミ｀ f /tr. 2 Ii". I ぬ f Jir. 2 {r. /み

ァH 3 I 3 % 3 I 3/ タ0

” 臼f |1 2 I # r7 f f f f 
?H  7 

| 

/# /3 lb f7 fり 99 
袷水 II ｢ f /f f6 ” り 9

しくし1..げた 7 ぶJひ＂攣（ゾ臼）で＇は（埓用以内で＇？虚以上 9\’'吸
打：れるiぅになか叫囀叩．げFe.、 1/)¢広（平恥証—p釦）， 9f亙
呪e.1.’'る言忍められるが． ／of:,厄(TJ :;:::....トロジ Iレニトラト上‘よびニトロイ衿筏呪e
lキ祁 3 ツ 7 q範囲で、 If戸ジン心昴 IむJ、 5 レI 。
吐fこ．／iね， 90ふI" If. V'す＇い場令バ I手と心疇しない。
以上 0 魯糾手,:t.麟吸府衛豚が孜射疇知fが野でも手1J目 1·· ぎみことも
□ していが 1 打わりオそジン以1り穏々甘哨機拭淫と直渇 lへ絲み令わ屯
て 1尼紺 1;., ごとにJ')｀ 吃れゼ'•K0 核諄l2 特長的な吸知I''."もにならヒ秀えら
れる．

if2．穆雑討訊叫乞〖組杖＇楕滋を元目すれ 1r． これ 1 で＇瀦循らがあ•こねて
釘：一連心可況？すがわち難溌浮q金烏釦｛ 1 パ虹叫げ,-:.鵡紐‘
さぜf乙奮 いわfる＂金届塩ーイ 1 ゾ交挽移1昨 ‘1 と同樟ゃバッ和比ぁみ M i I ガラ
知者によが打け項復(JJ P縫ぁ9よび勿、斎佳にも和 l月で＇了る尤q嗜ぇりれる。

文献

1) J．？必O.,d : J四逗 4 ばい五血 I心中心如：胚C.ll.．五／ク (/9 1:, 9)

.i) M. W. Sゅ99如圧J. w.M：珈： A血身が叫必如匂・旦 IIば(!968)
3) M. I秤匹幻4 k. w年西：和c. 1st J心．ん呼・J心·和必江．

?ro釦な九 A必oc./ i,ぅ竹 (l'1 68) 

K. W辺必／ K. 如必呼1 M、J狂匹： 1釘建物移五，？ （／fケ／）
沼仰—夫： 6 李原和1啓念誌，旦ー／ク／? (I? ケi,)
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2 B 5 フェロシア填コふし卜の組成以Iの吸着特性

（放医研）
0珂村正一，冤莞克己，知田貞夫 1 大網飼，伊釈直

プェロしアン化ナトリウムと硝醸亜鉛，硝醜鍼訊馘二、yヶ，レf立＇を出輝叶
と L て渥合此率直えて，一連のフェロレアン化切釘乍 V I >fの組成の知に放
扉枝穂こ汀する吸着惰1,生としらべてきた。その条紅康ノフェロレアン化亜盆も古
認此年によって／力‘な）生放切の組放が‘疫わることが認めら爪た。っかフェ
ロシアン化銅，フェロしアン化二 •-1', Iしを L らべたが，両希叩初に（パよく似f浪］
釦峨りることを認めた。こポに成1直 L てプェロレアンイヒっ，りし卜を 4乍）心甜訊
臼讀哨性とのば］イ伍 L らべて放紅1吐枝穫叩醜剤としての利用の可箆｝生かど疋
L らぺた。
袈瞭
吸着体の飼製： 0 . IM,N04Fe(CN)6 I 容 1こ対 L て O. / l'-1 Co(NO山 /0, 3 f 2 / ( 

I o. I 宕の割合に煮店して宋殷を作った。；虎屈如よう戸盈，水忠 l祠蔽復ぷらぶ百、
か I 1 200-300ふ，仁ュと L た。こ爪らの汲着ィオ！ま／ぞれも｀れ慮 I 1 2.., 3, 

4, 5 とよぶ。
吸巷卑の測定：吸着岱 o. I~に放炉遠親をなも高夜（約 5万 crn／叫） 5戒
を加え一定痒旬ふ）まピ｀たのち）直じ句韮(S-ooorr叫夕ら向）し，J:::.澄応の放
帥能ど井戸型シンチしーション計教紫置直慄口急出した。
吸着ィ本のコ Iもし卜と鉄の定影却
吸着ィ本 l 炉こ濃硫酸を加えて力国、化分解 L1 直酸ま幻えて再び蒸弄蔽固し， 4H

菌を加えて惹寄した。この窄液さあらがじの4刊t豆酸をし‘ゆう、3‘,、人直L f2［も成x
l x 3 カラム 1滋 L鉄をイオン交井材叩恥吸着させてコ Iもし卜と分離Lに。カラ
ムに吸着した鉄I太 0ぷ阻届酸てど容出犀錐 L た。コバ‘,L-ト，鉄 Iこそ爪ぞ~o.f H 温
酸□ 加えて定容ヒしコベ Iし卜ば XO, 鉄 Iま l 、)アミンブ‘ルー逗酸溢をキ町、菩ど
し o.o f M EDTA栂準痰て‘そ爪そ訊菊定しf2.っ

結果
(I) 吸倍店 No. 1 1 2, 3, 4, S の病知環墳記の方法ゼコバルトと鉄を
定詈 L たヒころ 1 No. I (f)コ I いし卜と鉄の此辛瑶勺 2, 令ば長(CN)6 1こ井応する
のt‘No.llがぶFe. CCN)ヽと舟えら爪る。 No. えのコ）ゞ Iレトと鉄のピヒ率は l ぶ，匝
釦‘ば I. f"J, No. 4, No. s-1 かりげ＇t,/1._ 1.1 i＇あった。フェロi..-アこィヒ亜盆を除
ぎ）フェロ汀ア｀瑣呵フェロシアン（に二、、石 lLて｀｝す No ．之， No. 3 に相硝する
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添加比率t`1該銅あるい lオニ、げTIしと鉄の此羞ま2-r_'I >c t,{1.屹泊 Cuュ長 (CN)6 バi£
厄(CN)6 であるt推定tもた。フェロシアン化コ Iいし卜の喝含ま恙干，｛応ヽ信が‘え
ら爪たが‘I この紀引ゼ I 太 Co.,,_Fe CcN)6 の I丘‘I 二 1 鉄に対 L てコパルトの比手が2 よ
／）低危及もっ化な物が含まれている可甑f,生があるヒ推定て'‘をる。なおrJo.1 ば
遺C の完釦｀容翫ヂ過せ｀きたが｀ No2 、 3, 4 と段々,= 5戸過L雖＜tJ:.,), No.S 

ぱ/5"000回転， 30 Iii向の直い合饂 L た。
(2.,)毎水中の放紅l'生枝種の吸着速度： No,l~ S-tむ＞ずれも水，二雖者ぜ一定の
メッシュのものがえら爪たのて＂カラム喫殿に使えそうて＂ある。こ爪らのうち力｀ら
No./をヒ 1, 謳釦匹7. 0./M i容慮：： Lて念未に放紅性核穂を加え吸看率ざ頑II

第 l 表 考水中の啜焙速度 定 L t二。その結果 1が第 l 表：：
彎召向厖 技 / 2 / 7 示す直）て’'麟。
四品 竹．2 行．4 qq.3 qq・ 3 qq.7 昧J 6'Zn /唸s の吸着草ま
60Co 79.g 83.8 臼4.千 ib.i C//.3 知改着速席も早力‘ったが‘/
的Zn Cf 9. b 竹．ワ 呼．も 呼7 9い9 6oc。は比殿的吸肴率が（紀，

I牙Ce o.3 /.2 (. o o.L o.5 0謹産度も渥l I j:_うぜあるっ
翌r 43.2.. 43. I 43. / 4千． 8 純 I 一方， l丑Ce/ gsSrl古ほと人と＇｀
函cs 99.7 行． L 97.q 79.7 呼．9 吸希 L ばかつに。
巧令r o.b 0.3 o.3 0.3 /.3 

C 3) No.1のセシウ~I:.1すする oJ支倍滓麟年： 業記の年既系名屎がらフェロジ
ア填コJ \‘1しば聰の愈， No.I は Co:1.長 (CN)6 t:芳えら八るが＇／この吸春ィ本を 3 tg
と O'勿Cs さ卜しーサーとして 10―'MCs, 10-2MCs i窓液中£` l 曰ふ，）壬ビ‘て吸唇
した Cs の曾と一念’出した Co の景且ヒ藪した。吸信 L た Csの景 1が啜着前徳の外舒
度液の放射岱這少耐ヵ｀ら／ぅ容出した Coの醤は O.OIMEDTA 樗革液て‘X0 を指
元藁ヒ L て菊定 Lた。その秤果を第2 表，こ示す。 10―1 /'1 Cs 溶液の視角啜蒼し

た Cs とう窄出 Ceの比 I臼となっ
に。つぎ＇（こ 10-:z. M Cs 宕衣ぜ r古
2 とな 1) I 口陣 Cs と窄出 C。
飢げら角え如会 1 イナン克魚
的な現象が起.::.つている｀ーとが
推定ぜをる。 IO-3•M Cs て｀もこの
叡知試互r之が｀，：裔定i玄て"Co を

四するがぎ｀りどは Co の窄出 rば認のtょかった。十よあ‘／フェロしア」にコ心しト
を箸液中臼‘生成させて放和1生枝穏の捕焦を試吐 E にう／力‘なリ布効ぜあっ和。
こ爪らの結果拉牧告する。

第 2表

外評溶政
IOーIMCs
/0-::i.MCs 

凡o./ の喚著埓界出ヒし平
初M C昇o

吸着 Cs 喧出 Co
0.q2 

0.19 

0.10 

o.oq 
q
 2. 
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2 B 6 
活帷炭 l::. よる

放射惟テルIレと放射佳砂素の形態別か離

東翠欠理 池田長生 °田限霧令

且堡ー テ 1レルを中牲紅引射すると， l3oた（在在比 3令5%) について IiJOTe. (”‘r)
131Te I 130Te (71., rY''re (})ネ紅反応ぶ起ニリ，前弟ぽ和咸期芍ール．て｀｀、矮若 l330んr
て＇ '3'Te を経て壌麦レ、いずれも '3II を生戎する。.::.0)咳反応 lな ‘3,I0)製造に用いられ
る。惰恭ら l守ざぎ 1：：オ性炭左吊いて放射牲テ）し Iレとヨウ、急の介饂を試｀］＇3II l1)大
量製造浅として実用ざれる可能性を示した？今回iささらにテ Iレル醗溢 I弁性｝を
照射すうとぎ、おぷがその処理時1= お IT るテ/l., Iレヒユウ患の,ft栄彩の変·化に紐
して、 その脊動を明らが 1-: し、祖互に分難．ーりる：：とを試打た。
輝違果 試料1吝、テ）レ吐浚ァン毛吋ムと中I胆チ照射して水 Iサ容解したも
(/)を用\I t：：：。まずIい臼 I= よリ、各形態0)元素の布性戻に対すう吸着宇を揮々
”粉計知龍lべ`同時に李l庄妾一囁酸森液闇の介配係数を算公した。す宏 1さ、/!,
,,,.p_ fl)放射性元界を含t麻衣を退几｀麻離魯：：：とリ、 0.5}(I)給末右性皮咲 l:::/O/it間
援ヒうする。口過lゴよフて両相と介難レ，各祖の放射能む浚しI=:. =f..の我長を
図 1 I：：示す。
中性這射し↑ニテ，しJ改ァソ毛::::-ウムには、 Tど(VI) が’'}てなくせ（IV) も所＜

生成すが力く、そのお0)おのが雑ill系数 l鳴、顕着な担逢が見られる。まず＇活(IV)
1さ IN 以J::. 0強酸l::.おいて lむ lむ止の鑓t係数~を示すが、ぜ(VI) I~ /0-2..II,{下
の 1直である。又、 o.lM 樟度の弱酸性I叫‘うと，が（IV) も伶ぃ係を示すようにな
る。一方，＇31Imt啓形とし-z. Iむ主としてぜ万戸0；が芳えられが凡 1 の碩も
係数をみると，両若ヒも，律酸作 l：：おいて高 u i直足示 v, よく吸着されるニヒカ＼＇
わかう。しか v．肛尚くなるにつれ迂0戸渡釦緒雌飯＝戎‘クレ，中生付
釦：：：：お"て 1むfーと戎了の羨を示して II る。

ムA ..t:.<l)荘果 F もt..す｀ぎ、 カラ A 戎による系統的布槌り試サてみた。"Te*(vl)'{f,v),
1-1t-―お＇ぷが西3-を含む紐瀑酸黍衣一亙応 200 ,,i迅炉句茎炭 Ts“rumhoal itC-
50 Oぶ狂をつめたカラム(¢/ C.'7'1-/長豆屯）に未入9 る。 Tど(Vi)は仙塩郵甑阻
にあ‘いなまん訛係数凶釦 I <7jで、吸着さ心‘i遠公可る。：凡：： 9•IN 叶澱争夜を
直7i t'._ l 訊Iv) 11ヽ漆幻る。訥U)l ；；；かトア区勺効果 I：：よってぬ成したたり
iiとん四紅嘩であがから｀微世のた(.V,)バ紐も1JiJ之乙やると、秀離9ヽ早(,
砂ぃ rぶが
晨4知中’固定夜応息りと，僻関激mh から廂らがな E う I二， 11t-。；吠索公レ
てくるか］であふ吠，：：：り麟i-::,る｀＂四釦滋i二匹濫i;観察さ炉ふ‘った。し
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がレ｀更＇：：： 9·IN和稼イ乙「トリウゲ紺＜広直 1 と， ？が蓉公和：： Iぁ， r,.o；と 1*一の
細：：あたり放射能IJ頃松ざれた。こウニヒから、 I河 lも試門豆N t_盈峻｛囀凋
レ，比心滋作t疏離9 る画祖二おいて，最終約 l;:;. 1 刃I千知t刃シ(lJ I''IJ: ~が 1 が‘
L方砂杓：：：叩＇＼切確知紐 1：：｀次心改恥が T= 。
四飼］を切面紐知して痢庄炭fJラ A i滋着寸迂，J::庄叶湛I二して又．

理し， 3． IN 這凡＇りが‘yゥ→屁tt'漆離§る。参式夜qー卸を見和細NOぶ)(fJ
屈、点ドフ 1r z ，ペー／ぐークロてj-ク“J 71 t1伎見をゲると， 7’' クノー Iレi ：水 l
: re トプ 10 '1辰成夜，：：：：ょ 1 Z, I―の入ホ°ットで＇あ ~Rf= o.6 位立i二叙匂院心爽
叩心腐奴ば、＇、卜である原、ゼ、付立：：：： l孔放射能公疾かすれがし‘'r=-。促フ
2, 1c*¥-Jl)I TCrl‘,I),Ii"ーる＇ □＇ ?Ojゥ環合条 1‘, J:_心喉1乍て｀栢恥咳澤
iい騎1：：：ほ，氏〇；心で＿ p変化す;}.0 Z'', ェた一と Fo3ーのぶ難｛li~危味巧
る。
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2 B 7 幾つかのテルル化合物からの I-131 の乾留の研究

日本原子力研究所 0四方英治・天野 恕

1. 目的 テルルの中性子照射による I -1 3 1 の製造に利用されている二酸化テ

ルルからの I-131 の乾留は，能率よ< I-131 を乾留するための高い温度と，その

温度において同時に揮発する二酸化テルルによる製品 I-131の汚染がこの方法の

実用上の欠点であった。乾留法の簡便さを保持し，且つ二酸化テルルからの乾留

にともなう欠点を除去する目的で，テルル酸およびこれから調製した二，三のテ

ルル化合物をターゲット物質として中性子照射した後，種々の温度で I- 131の乾

留を試み，これら化合物からの I-131の乾留の可能性を検討した。

2. 実験 (1) ターゲット物質。精製した市販試薬特級のテルル酸，これをそれ

ぞれ 110-120℃,370-400℃,500-520℃に加熱して得たポリメタテルル酸，三

酸化テルル， Te5011の組成を持つ三酸化テルルと二酸化テルルの中間酸化物を使

用した。これら化合物の 0.5 gを石英管に封入し， 0.5-2Xl O 13n/cm2 • sec の中性子

束で 240 時間照射し， I-131の乾留実験に供した。 (2) I-13 1 の放出と温度。

0.5-IµCiの I-131 を含む各化合物の 50mgを石英管内に挿入し，空気流下で電

気炉により 3 分間隔で 25℃づつの段階的に昇温した。この間試料の側に Na I(Tl) 

検出器を置き，シングルチャンネル r 線波高分析器に接続して各温度区分の I -

131 の放出の状況を観察した。 (3) Te 50uから放出された I-131の温度クロマト

グラフィー。内径 5mmの石英管に 80cm の長さにわたり石英綿を詰め，一端にモ

レキュラーシーブ 5 A を詰めて，室温から 650°C 迄の温度勾配を持つ電気炉内に

挿入した。高温部に照射した Te 5oll 50mgを挿入してから 3 0 分間高温側より低

温側に空気又はヘリウムを流して Te5011から放出された I-131 を石英管内の温度
勾配に従がって沈着分布させた後に，この石英管を 3cmの長さに切り， r 線波高

分析器で I-131 の分布を求めた。（4） I-131の製造。電気炉で 350-650℃の一定

温度に加熱した石英管内に約 lmC iの I-131 を含む上記テルル化合物 0.5 gを挿入

し， 2 時間空気流下で乾留した。遊離した I-131 は 0.1- 0.5% 水酸化ナトリウム

あるいは 0.25M 炭酸水素ナトリウムー 0.02_M 炭酸ナトリウム水溶液に捕集した。

種々の条件下で乾留を行ない，回収した I-131 の収率．化学形・不純物テルルの

量など検討した。 (5) I -1 3 1 Dr Y s o u r c e の調製。 6 5 0°C で空気流下で Te50u

から乾留した I-131 をモレキュラーシーブ 5 A に吸着させて I-131 の Dr y

source を調製し，これから放出される I-131 の温度特性を実験(2), (3) と同様の

方法により研究した。

3. 結果 テルル酸・ポリメタテルル酸・三酸化テルルからの I-131 の放出は，
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三酸化テルルが熱分解する温度約 400℃から認められ，その速度は 475℃で極大

に達した後一旦低下するが 550℃から再び上昇する。 Te5゜11 からの I-131 の放

出は 450℃から徐々に始まり，その速度は 550℃から他の化合物と同様急速に上

昇する。 550℃は Te5011が二酸化テルルに分解する温度である。これらの事実は，

照射したテルル化合物からの I-131 の放出がこれら化合物の熱分解により著るし
＜促進されることを示している。他方ヘリウム気流下で Te5011から放出された I

-131 の温度クロマトグラフィーは，大部分の I-131 が 375℃から 275℃の部分

に沈着し，ごく一部の I-131 が室温のモレキュラーシーブに捕集されることを示

した。これは T臼O11 中で I-131 が 300℃近くで気化する，たとえば四ヨー化テル

ル(m. p. 2 8 0℃)のような化合物として存在することを示唆している (SHIBA,

K., BANDA, M. and YAJ IMA, S.: J. Nucl. Sci. Technol., ｧ_, 333-

337(1969)) 。 I-131 の製造実験では，テルル酸・ボリメタテルル酸・三酸化

テルルについては 450℃で， Te5011 では 650℃で乾留を行なった。どの場合も 2

時間の乾留で全 I-131 の 80 ％以上が放出され，その 90% 以上は最初の 1 時間に

放出された。しかし放出された I-131 の全量を回収することは，乾留管から吸収

器に到る径路に I-131 が沈着するために困難であった。この途中径路における I

-131 の沈着を防ぐために，この部分を 100-200℃に加熱し，また担体空気を

大きな流速 (150cc/m i n, 50m/m i n) で流すことを試み相当の効果をあげた。

この方法により 90 ％近い I-131 が回収された。得られた I-131 溶液中の不純物

テルルは，スズ(11)による還元を利用したスボットテストでは検出できなかった

(lPPm 以下）。また水ーアセトンを用いた TLC による I-13 1 化学形検定では，

時折現われる 1-2％の不明分を除いて，常に 9 8 ％以上は I―の形であった。 I -

131DrY source の調製実験では，モレキュラーシーブ 5 A もアルカリ水溶液

と同様に十分な捕集能力を示し，また I-131 を吸着したモレキュラーシーブから

は空気流下で 400℃以上に加熱することにより I-131 が回収された。 650℃で空

気流下でモレキュラーシーブから放出された I-131 の温度クロマトグラフィーで

は，大部分が分子状ヨー素と思われる 10 0°C 以下の部分に沈着した。

4. 結論 テルル酸・ボリメタテルル酸・三酸化テルルは乾留により容易に I -

131 を放出する。 T虹011 は比較的高い耐熱性から二酸化テルルにかわる乾留法の

ターゲットとして有用である。また乾留法は，遊離した気体状の I-131 をモレキ

ュラーシーブその他適当な吸着剤に捕集して I-131 の DrY source を調製する

ことにより，その特質が生かされ，今後このような Dr y source の利用法が開

発されることが期待される。
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2 B 8 中性子理射した撞々のウランダーゲ‘‘}卜からの
矢セノン放瓜李勅とt_ 01 133Xe 製造への応）丹

日本）原子灯碕究所 〇舘盛勝ー・犬野、思

l , 目的 短寿命FP抜種の中ども屑用 R 1 とされている l33Xe (T松： 5. 27 日）
の製造技術い確立する事を目的に．操作爪尚略こ，、かつ、鹿乗吻廿＼固体の衿乙、ある
という長所を有する乾式法，すなわら 照射ター）f‘，ットも加熱 L z. 133Xe を追い
出す方法と検討した。 乾式涙 1す、 131 I, 14 c 等の製造に刹用され Z いる妍

]33Xe について I d' 0 RN. L で 1旬硲されt~ U-A丈合金の真空叩熱法のサが知ら汎

ている。 L 炉し， U-AQ.合金I;;}' 誡呉ヵw'氏く((; 50 °C) ・丸蔓製注、には特殊なタ
-,T’'1リト加工五心字とする。一方．淮の種及のウラン物質についてば主に原子

炉燃糾としての照射拳勤，守全性、解杓等のふ丹究の一環として希ヵ‘ス放武力w検討さ
れてし3 いる力＼‘ R 1 製造の立場、換言すれば，ぃヵ＞に大量の希力‘スを能奉良< i蜀
略に追い瓜す力立といフた擾極的観臭からの報告は見ヵ可ない。
以J:...(f)呉から｀原紅'f 7..."中性手照射した各歳ウうンター）f｀ ,‘l 卜（全属ウうンI
U-AL合全，二酸1砂うン，）＼三酸払‘ううン）について｀．加熱による 133Xe 杖武

央験， 133Xe 請崚知諷良鹸，おむな 加熱によ灯立した 133Xe 以外の FP椒捜

の沈着：晟度測定算と行フたので、その結果、について報告するとともに、をれうの
結泉 E 刹）月して 13sxe の峻造法屯箪立したの乙＂ゞそれについても述べる。

2. 央験方法 試詞として用い「このは、金属ウラン切削庁， U-A.l合全 (20 wt. 

% u) J らO8 J粉未（直径 ""6 fl), U02 紛末（直径,..., 1 5 Jl,), U 02 ~レ、ゾ

ト（三羨原子力製）等こ｀＇あ~' いずれも犬然ヽララン＜＂ある。 ：：れらの試糾 2~ 
20 m~ も石炎アンア）レに減正対入し，J R R-2 ノ 3 て， 20 令向 3 たは、 28 8 
時叩．互対した。中泄子眩射した上記試料炉らの 133Xe 加熱放武史瞭l;;), 1 O -5 torr 

の真空糸娑置内百たは，坦体がスを流 L t：：石英賢内ご試料も 600~1000℃に
加熱し、枚広し「：： 133Xe も液体‘笑条または， ドうイアィスーァセトンて＇‘：令去yした

；謬炭卜う｀ゾアに捕葉 L て行った。波洪率は．加熱後の試紐も硝酸，旦翫落
餌した時に発生する 133Xe とJ::.註捕集 133Xe 0)放、射龍も測定し これらの合叶と
全 133Xe 生成量として求わに。海洪農に捕集した 133Xe の放射育とは， 卜う、'I 7゜の
苔まl." TM C -2 5 6 +ャンネ 1レ波高令称器に力＞ 1ナ， 81 kev. r 線 0 茫電ヒ・ーク
噴尉直かう決定しに収武しに戸 P の況着温衷令布は，試料 E 血直ockro叫0-
的ph で 1000°c に加熟し，各温度領成の戸練ス‘°クト 1U を測定する睾により
求わた。 133Xe 製品中に含 3 れる不綬吻がスの団史叫がスクロ兵業製がスクロ
てトク｀うフ KO 区ー 1 (モレ・キュラーシーフ‘'5A ヵうム： 2 m.) 7...1了った。
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3. 結果と考緊撞はの力U熱温度による 133Xe 放出結果を図に示す。金属もラン
かう大量の希力‘‘スも追い主すに 1;:t,酸化するカヽ．溶賊（ 1130 ｰ C 以..1:..)すれば｀よ
い。本実酸ご＇ l汀酸素気流中こ'37 5 ーC :、発火燃‘妓し． 9 9 1• 以J::.. If) 13 3 Xe h'Ok 武
しに。 U308 ば U, U02 などに比べ｀て組、い構造を持ち、真空 hn 熱または He
気滝中 L`、If)加熱によフ-z. 80~90 lo の 133xe ヵ＼杖瓜しf=-カ＼｀、実験結果に l "d lJうなり

のバぅ・‘`)大ヵ＼＇見ぅれr::.．これは， U308 の介餌による影饗乙‘'あろうと思われる。

U02 を真空加熱すると、：贔戻上、品とともに放太力‘'スも嘴段状に増えるが‘,1000

℃こ•• 1 時）印辺しても 放盛率は約 2 0 :/.と小さい。 U02 からの希がス杖出

叫企晨ウランと同様）表面層の状態、およか‘雰国気由酸素に丈きく依届する 2 と
叫n られている。 U02 も史気中およな醍索中ご加熱すると．～ 500°C こ｀忠全
に U式8 に酸化され r 芝の結果．希が｀入放出も真空中よ）顕著になる。とここ'‘,
反跳損央とも考慮、し-Z.. -U 02 ~レ、ットを 1史用し． をの峻化反応w：：よゐ 133Xe 方反
瓜幸増加を検討し［：：。国に示した様に> c; oo°C 以上で息速に放出ぶ‘t台 a').
1000 ℃乙W は 9 5 fo }')..L の 1nxe 訥｀放似し［：：。 U0 2.およな U3 08 も不沿帷索団

気中ご加葱しに時の田Xe 放血桟構は， 4也〇妬くの報告と同様、．砕禎砿散爪主7...,.

わると考えらホる。しかし｀ U 02. ff1酸払反応による枚瓜令軌は｀明らい＼：：それ
とは『なる拳式見瓜されt=-。放土令動も U式 8 へ n 酸払速度と）旬連しこ考えると
｝本裏鹸釦件で｀げ認 lゴ，他の例よりも綾<, ~9 oo ーC l む｀生の影響疇わら

>!if=-. U-A丈合全につ•い1. l"j,表面

の酸払被腹の影響沢大きく．J’'D‘‘J

ク吠試料と真空中t' 6 5 0 °C 以1:.. ℃ 

加熱すれ＼-;i'ほとんどの '33Xe 打＼放

盆する専打＼わ炉フt=.

以J::.. a)結泉炉ら．照蛉に対する守

定速，入今の蓉易泣等を力n 味、しこ，
翌造）用ターゲットに 1;:r. U02 ゃレ

ヽット（濃縮ウランを含わ） h＼最適で
あみと思われん。

133Xe m蜻製Id°, 5占 •l世戻喉着悛，

低温燕智汰，モレ芍ュラーシーブに
ょゐ不純吻が｀入の吸着除去によ')行
い．その締泉，アン 7° IV討入 1う3Xe

製品の放射化専的純度 1芯 1 1, 9 ％以
.l:.,叶乍放対l注不純吻力‘‘又ぅ昆入量ば
1 凡／ァンフ0 IV 以下 L`' あった。
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酸化トリウム吠船溝
2 B 9 

（屏研） 上野飛， 0武田J、常犬

序諭
トリウムを中性げ賎れ原 5 炉悠料として利用ミ~J U-233 を合灰する試

如亨＜行なわ,tt, トリウム叫横射条件，月印叫が容緋，生成したウラシの分
華などにつ II""{ は多<.報告さ礼てぃ a o 

本紅 lよ，ブッ素イオンも含む加熙硝酸塩溶液を用 II た酸1ヒトリウム叶訟耗
分時喀液中のウラン・核分製生成物などのリン醸トリフ、、ナ Iレによる落哨抽出挙動
にフ II て示弓。

喫酸

o...試憂：リン酸トリブ今 Iレ (T B P) j常法によ＇）精慧， ドデカンによ＇）希
釈し l 0, .2 O, 5 O あ•よび 100 笈（ V/v) さ 1F リ，前処理どした 1幻吏舟した。

碑酸屯落衰；市販もJ" I S 特咸，硝戯ァシモ＝ウム，硝誠グトリウム， フ
1,} 化アンモニウム，フ，＇｝化ナトリウムを用,,, 5M硝醸アンモ＝ウ 4 - 0.4M フ
＂北アンモ＝ウムー 1M硝醸混合溶痕 (A 落衆）あすが 5M硝醸丁トリウムー 0.
4- M フ 19）化 T)- リウムー 1 M硝醸混．合：：忠衰(B溶液）をそれぞ｀れ調製した。
b. 放射惇卜しーサー； Fe. -5 5, 5 <j, Co -6 0, S.,. -85, ZYｷNb 

-95~ Ru.-I 06, Cs -13 ワおよびTh-23 午を用いた。ふ核稚の万
釦ヽ゜フト Iレも測定し放射化学的純度を確かめた。

C. 放射隙測定； 井戸型肛 I(Tl)1すシンケレーションカウンターぶ’ふが
知（ L i )1 ;t 1 0 2 4-チャンネル波高分枡器を使用した．
,J.,.分配比測定； Co-6 0 など‘の上言己核種/;つ II""(_ は放射化菅的が知ょ I)

ウランにフ II ては比色法によリ TBP ぅ患度と疫ぇt分配比を表めた。
e. 悽清； 厨0 m各 o 酸化トリウムあよびA 溶衰あるいは 8溶液5況Lを
西釦幻 r：：三っロフうスコ l平り，空気t追）込んて"*·栢1 1!拷｝ド，約2 時
呻］0釦 r：：。反応後，匹直弁し乾痔．す~.膏 eX疇加］”、とし，他も
化す料和 1吏国した。
結果
酸ヒトリウムも 4 ある 1‘1バ B溶液立0照して准 r魂磯0)宝灰分は， X 限財炉ぅ

維果， 出発物頂と厨なることがわかっ r：：。りがき俎T の 1直から 1さ， トリウム・ア Iレ
カリ・フッ素の複函．と方尤う卜る。J. t:: J::. 5登氾：： ia粛射 I• よ＇）生成さ小たウラン，
Th -え 32 ゲ領核種かとが＇落出して ll 3 ：：とを確隈．した。 卜りウムが客絣世 Iさ
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~20 ドg／叫 A;蓼溌， "'I 7 0 J'-3 / m l B溶液m a 。

10斗／／ / I 10-4 

10 20 SO 100 
TBP% (V/V) 

A抽迅条

u
 • 

Cs;f 104 

~.... ;f 10--4 
I I 

10 20 50 100 
TBP % (V/v) 

B柚俎系

令画E tt曲病良

ウラン (VT) などの分配比曲禄をJ:.図 1；；示む A ある II l1 B 溶．淡を用 I) 叶畔
系を々水ぞれA あ~ (l I~ B 抽出系と芍る。セシウ 4, ストロンナウム，破(JlI），
コバルト (II) 六•ょ企‘‘ルコ＝ウムの分配比 la向紐系t" 1 0―2 以下て”小さ I) 。ニ
オブ｀［さ曲予℃｀｀ l} ぐ等し＇‘分配比を示す。 i0 0 %TB P て｀｀の分配比が 1 ~超え 3
元青 lさ A 神出子．t＇’li)しテニウム， B 抽出系ず 1なトリウ 4, ルテ＝ゥムあ｀｝び＇セリ
ウム (m) t'’あるやウラン (VT) Iなさ:> 1, 入さ，、分禦比 E 示し， A 抽出系が ll ii-0, 

B抽出系 Cは 501こ逹する。 50%TBP でのウラン (VT) とみ元素”‘湘比，
(K知／ k虹），l虹ルテ＝ウムを除さ I o 以.k:. t'あリ， 卜りウ A が 30~I O, 

セリウム（田）が～ 50 , ニオフ＂が～ 500 て｀、ある。
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2 B l 0 守画"J t IJ,jJ，才／3 ,jJ枝燥年度歿ぅプオー 1レアウト 1 ：：ー＇’て

莉瘍丈理 ゜ 4瓜叡紅r, 外·杯武，旅太使雄，坪厘私道
丸田傾天，福碍＆己史

"経逍J りF 耳／／ fJ I依g /j'-,.tJO f•ヵ．（謬 T) に吃函”‘ー与 Nor t,‘炉/.<函救爆奇り殿を
叩 Iく。狗碁犬摩採 I厚祈屋J::_ -z:`、特核 L l いた牧々 9 酋 I ミ｀ゞペイアン}--ハ゜ーティク I疇蔀·
床妃す'’, /1 月え3 日夜糾ガ、ら III/ 2紅ヽ，‘9tJか9 臼．哨iで降フ六約／3£ り再（採用淘積／d)

りtj? I ：庄画からり｛更リ 9讀賃れ Z まtく。(::.,ぶと炉'3 ~呼ぶ＇）。紅ヽて認8蚤噴 9・ら定
l 、、かヴて降っ r、•約 7J.り用(〖-7) 1 こも力、「d＇リ盈~ \)叔射能い液広さ爪tくつこふら祠水一
印ぅ衣射餌割足疇、｝す白かしない印 1 こ｀今 l I 月 7B /·oofっ．（口）パ亨 1司IJ、・才／3
疇燥祭虎蕨を行「｛い，牧々り紆究皇、、ある紅以．fHA I叫む吸もid' くイカらかす瓜

a こヒになったで御ち｀ /ff II 8 タオ，烈）摩莉屋上り援＇」足舘成（～／Z 勿勺，こ，たっ r、·2 、フて＂

L tみシIi、｀已＇ャイアントハ゜一カク Iレガ、前店．まし八＇，ふ々 lo}も、緑測定で＇f090e戸ぃ紐0 ヂ？ （広
下．天々評/'-I, 呼えヒふぶ＇）あ，六。こゥ吋 1 、` l す団I/ヽ・降らばかっ八‘クで‘)司水印ゥ祝

堺往量膚べら叩fd』{J、フ／く。青刈、ラジオり痰也パ d‘ い I 訳コふらり才亥燎奇叱戟心0
キロトン祥虔り小整燒舜で、お屹らく核妍魏りナストと日夕~ !:'.: LI、＇ビデ穂·マふる。
ほ射能ぅ！濃J R-13, R-7 を 1 れ吃｀’れ＼や戸やか 1 こ仰愈して菱奇厚乞国し、？諷tぅ軋足立
l: 人成乙，和0 ヽ¢. f屈 I 、・つないた〕・心c tre(Lし）検仏釦＂ r、銘測定した。叫足田妙峙）可

心暴祭時 n• 5 荻渇 L -z:、史 z ///,鯰← I/3.o ｛心＂ h'I、. 0 "見割定終］往，参洸か 8 痘峨ノ
にしかし，疇アミンをく更ってウラン，J-.')ウム玄考媒涸幻広乙｀｀麻姐し Iく。 S吹伝ceB必四し
虹器（＇’必林を測定しf、・乞こら直席ぅ用水沖り残羞：比厳して丸、な＇）炒邊→令
なが 1 り妓荻n、ー使瓜さ瓜「＼、パウラン 1ょ授ふさいなかつf、:.呼 I 1J.ぶ叩 I こ--J I I て

も叩年 1 こ『紅滋'1 定と付 7 t、·、シの須’l 足困や吋／ 1/iJ，ま史 2. /0/.”たし／“． 7 fr. Z`'み？六。

閲剃定俊百イアント／＼°-カク Iレを~Iレカリ燐嘉飲し Z 紅賛絲翡猿し、p紅逍＇］危セ吋っ
fぷJゞっクグ＇うンド‘玖上り呵名羨tぶ板射能量を使ふで＇ 3 ね’丸つf、｀。儀，斤eCLし）柁謬9
教正 13 A如心m り『紅棺靖向わ釦‘＇紆， r、9 ℃ 

膚薯碕褒J R-13, た7, 胚I, tfたんり叔射寵須＇」定締果を味ー来ぃぷす D)司表り最後ぅ
(1) 

カラム，：就培が、紅t 1 り妨す塔り扱ゴをオ L T、‘。オニ表 I: lij室埼り定級｀ I ~ふる
伍c如心い噂点を加§が＇’f7笈r I: 対する比t"未し「く。シり肴阜，：〈史 1刊 L r、，傘夕び

愁叫オ笠｝枝グ翠牧亨を味.:::-衣？長伎りガぅムに太しf< o ：：ぶらぅお果 Ij定｛i的 1:

I t文献乙'9年表さ迅乙 1 1 J f rt1ci io na もio九り曖伺し夜く一訊了え。舒ち l 祠 ’K 庄に 1 げ知，
叫， /3軍冷 n、｀匁、、うに見しこ紅恥ゅ唸r，ク知'7;.1，，吃e ＂‘ータタ 11. 詳し‘｀房齊,if蜂
痩ゥ澄ミttぅ。又， 23研が7ワり戸過去ぅ予ターと比敦すゑ乞、守I項，才／3 回加嬢釦，茨
＼こ、 1幻恥‘‘1 す「J' \l 炉ヒオ直允ぐ迅る。 （文献J (1) 丁． Ma郎ro ,;t al. H辺tk 知；cs ，虚 22- 3 (11紅）．
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T o.l,le 1 N<A.mber 吐 At砥s produ.ced <t.'C th.e -fime of det。h¢t ro孔

核程 Er:（知） 豆 by-C%) 尺ー 13 R-7 GPL GP え 妨塔 r線

231 
ふ35 よ

/.ti x108 『.6(XIO7 4'-.78 x107 J.27 XIO 7 208戎 27r知

Nr 276' /f. 8 士／S界 :t IO 冗 土／3/o 土／今ぢ 5バail

お＇7汀 ょ ヽ．的 x107 叙3 x107 6.3夕 X!O • /.oIXIO7 .23fNf 210細
208 b.7!i 23 土灯え 土//芦 土 30芦 土20笈 呵4c 2z{, 知

??l1o-

“豆
/.『ox107 /,o/ X 107 /.0ぇ X /0 ク “夕 X IO7 I¢C~e - Iii~約

9?mTe /LfO 約．3 :t. f.3芦 土／l 尻 土 7芦 .:tク2芦 small 

J3Z 22K' 
;J'.O 礼 q4- 邸(,X 106 土 7芦 /,0えx107 士¢ズ 23加滋’和cl7

丁ー

は7XIO7 土 13 芦 ふ3夕XIOク士z.'I芦 large 心2L ｢67 fg 

/1/-3 孔
“1 XIO7 幻l XIO 7 忽竹， 2f5細

Ce 213 33 舛． 5 N.D. （が） N.D．（が）
土L/-,% 土 (1 芦 噌r-eciable

/31 
3(,5 ぶ 0訪4 3．牛!, X /0 7 3.17 X lo'! 8.03 X 106 /.0 X 107 ”Ho 366 和e寸

エ SI 土 2.2芦 土 l.7芦 :t 15 芦 士 27芦 4れa[L

賓LL 4-17 
J.. 31,3x107 2 ．夕gX /0'r 

N.]). (t-) N. IJ. (t-) None. 31.K 籾． 5 士 9. 'f芦 土！冗

l知3心”· タ37
!:l.? 4 

.23.b 2.68X to7土!'I-笈 /.t7XIO7士 3.6笈 泣pb «f7知
I牛°La 4 ど7 '1-6.!, /.73XIO グ士／＄ズ /.『#x107:土I螺 吋何ible

巧:r-
&58 I 7. 0 t 竹 N.D. (t) N.]). (が） 2.08 X 10 8 1.ztx10' 

None. 切7Nb 士 6% 土／0笈

万 r 757 
店よ 蛉． 6 N.D.(P N. l).(~) f. IO X /0 7 ~30 x107 ／クク 7幻訟T

土／I元 :t: I之冗 呵勺L地

TabLe 2. Fractionation and 23?Np / 237汀 Ra.tio

枝社
A＝竹ヽこ対する比一’ Aニ'171戎寸す3/;:,t., Cho.in y;elds 

R.-13 R-7 G-'P 1 GP え 合p 1 GP え おも＋叫出
芹矛

弔；名 r 0.87土 0,10 /.Ob 土 0」4 0.42 士 0,05 0.70 土 0.1/ “笈
悶r 97 -N b 2.10 土0.11 l.53 土 0.13 I. 0 D {. 0 0 ぢ． 3

咽 q'lm 
Mに Tc. I. oo I. 00 J.00 1.00 0.48.t.o.ot o.(, 6 土 a.OB 6. o {:, 

103 
尺Ll.. 3.52土OJ.3 5. 18 士O.28 3.0 

131 上_ 
3.76:t0./8 l, .lh 士 0.35 O.l t>土0.01 0.23:t0.03 0.074-士 0.0IZ 0.15"".:t0.04 ~3.1 

132 132 
Z.95士 0.26 0.051:!:0.005" Te ーエ /.IZ 士0.l什 O. II:t0.01 0.15:t.0.0/ O.IO 土 o.o I ~4.7 

舛013"'- l．牛2.土 0.25 /.7(, 士 0.2./ 0./ 1:,土0.03 0.2.010.03 0.077土0.013 0.13 土 0.0え ｢.3 5 

143Ce 0．刊肛： 0.0牛 o.~7 :t o. l l 0.2.1:t0.02 0.32 士 0.05 {;,O 

239 * 

Nf t.9 土 1.6 8.S-土 1.3 0 ．斗7土0.07 0.38 土 0.06 0.23 土 0.03 0.26 土 0.05

237 可 + 

3.6汗0.43 4.b8 土0.73 o.o{,2土O.D19 0.11:to.03 0.03/:tO.OIO 0.07.l土0.015

2:13~37u ぇ~010.43 /.82.:tD.27 7.!; 土2.5 3.Z 土 0.8
* The v^l“es 0.re ＾石m 呼mber ratio5. 

”~ K0..tcoff's d̂t0... 
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2 B 1 1 落疇ね芦噂疇ク芍

（抜医研） 0 喝 "l礁，錆准l 博，佐伯囀

枝令袈四戎｀功の一つ 2、あ 3 fケ三'Y （口与議約 r() 0 日 2｀嫌店りを o ガK紅放射平·循
じ直し， 9夕函と町始の放射能比は平南直d, /7 （：なること匂＼｀わゎ 1 っ< l I 'i§。この
勾核裡がらのが採叶 lレギー（さ令（ Lじ）半単年揆出届尋いると別々の 7 ォトピ
ーク~ l ：：：定童乏＇ざ；。

今，澤痩絨料の一つである，穴応燐塵和り此謎叫／色子が放釘能仄‘’
ol, I 7 瓜下 2`' あ釘 rか‘らば，比蕨的妍し l滋⑩翠疇フ r:: こ匂低＼捨定され年恥

“以厄疇＇ん紐む追うことにより，店おう感生姜や約0 与令＆推定戸ことゃ＼―
燭玄． 力＜げわれてさ r::.. 。

本研究におい 2 （よ，戎和蛉柄幻囀原因足び吋靭旦I Nba 炊約す能比か灌史
し さらには放射能比9 時向的筍戸進うこと（こ＆ク，戎在a放射住玲F物八の
冠 9 府箋 Eよい「；ずことど目的とし「＝。碕Iミ臼疇遺釦叩革炉心 l 1 

叶麟実叡核鐸釦や即影麿l:: 7 い 2 9 蒔町とげっマ＿いくつわ I q突蔑滋
炉[-t,＼危 rJ--.,2 ¥¥? ~令， 杞れら 0 号ヂC)拿l店這計平い方法紅検討するととも
に， その和いもっ 2 広汲朗酸oi Ba寺た唯定するコとが‘可食年：、ある a 乏＇，ゼ 9
推定精度紐ある＞とも試紅＿。こ A 守法にふれば何らかの庫図之＇大気料這
ャヽ萩分製生戒1物澤弼されTこ藷、 { A 詩期尽氏是い亨史すること-t,I―ず能になる。

麟はこ訊らの和坂紅貞徳、A す＞ア Iレに 互紗9 げ泉入＼゜？卜1レ
直用しt貞Ao 麻郊杓吝互中にじし？報考ね。
丸こ一｛訂1 と度 1f｀ ？い和広む筍単に説眼丙と。
（河）
す＞？゜ Iレ）

計割悉）
文気痒達屋
出LLこ）半導｛和蝕蚕鯰＇
(Oバ伍和レpH A 

r 練．スパグf- Iレ） 本国クように 忍(7“fK辺）
砂 (770keV) o e-? l: 

な 3 。

&
)
g
1
U
n
oい
）

叙0 750 

り
―
如 KeV 
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屏布ふ， ス八゜クト lレ舒称さり f仁函辰び｀り夕砂の放射茫 E それをれ
叶乞わ rらーと方る。
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及固目釦調庄 t""'t 

げ

2ャ Mb ヌr Nb 
ヌo' 校鑢倹り 0 日以J:..£［ね平衡I:. 達しtこ云 0放布能I 

M。) ', 糾 // 

ヌ。’ ; ,, z卜 ‘ 
必） ’’ Nb I9 
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2 B l 2 太平洋海水r7J 7 o, レトニうム 1 ストロン今ウム 1 セシウム

兎象叶究灼｀ 三宅尿碓）オり村行勇，°稼哀橋膠手，
葛成含虚， 含双旦手

桟輝 lてよつて大支［‘手に放出され「:239,2やfんノ 9°Sr, 137Cs f l 放射廿誇下物改

つて，氾麺心釈い。東京にわ l戸旭紅面蓄核董屯 I1709 ままで•っ
可， 240和 11 ?gり心／企況ら 111/ 年ままで•の 9°S ヤおよび'./37 C.s ，まそれぞれ
74 仇＆＇／知し2 1 /fか心／和t2 て•ある。
/1(9 手チ/j I~ I叱心和失如 r: SNAp ?A屎足が術祀豆℃r吠人工行！生仄

脅困肉大が失 ll t tづくュ33Pu”げ叫2f年下物が加わJ I I句手球で 9ま／7“手から／
北手玲‘で lま I?67 年かう

Table l Plutonium in the Pacific surface 23 gP止 "'r紅骨ヵサ勤D. L I~ 
waters (1968-1969) 

Location 

29ー 59'N, 166ー 44'E 

29 48 N, 178 24 W 

30 02 N, 176 16 W 

30 03 N, 170 03 W 

26 55 N, 169 58 W 

23 57 N, 169 57 W 

21 01 N, 170 02 W 

17 59 N, 170 03 W 

14 5 8 N, 17 0 0 3 W 

09 02 N, 170 01 W 

06 09 s, 170 05 W 

23 10 s, 169 58 W 

23 11 s, 174 40 W 

23 16 s, 176 30 討

26 02 s, 169 59 W 

59 60 s, 169 55 W 

68 00 s, 170 07 W 

239,240 
Pu 

-4 
10'pCi/1 

7.9 土 0.8

9.4 士 0.7

7.5 士 0.7

4.9 士 0.5

7.6 士 0.7

8.5 士 0.8

6.0 士 0.5

10.0 士 0.8

6.6 士 0.5

9.4 士 0.5

2.2 士 0.2

1. 6 士 0.2

1. 6 士 0 。 2

3.4 士 0.3

2.3 士 0.3

1. 3 士 0.2

2,6 士 0.2

* Activity ratio 
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238~--* Pu 
239 

Pu 

47 

42 

40 

40 

29 

37 

33 

33 

25 

98 

70 

92 

100 

60 

72 

240 

200 

% 

じ m rこ o /170 年末まて“り
叫巫 9 蓄炊青 I~ 的如
である。
攻 1-:. 海水↑ 9 23?, 2チ°Pん

みよび• 23’Pんのシ鬼なガ‘Ji, " 

っ n て-:;r, I 表,~表勁海木↑

が表 1: ぅ笙私K↑り濃い
しめす。 1狂 1 :1: / 7tあ年／I 月
~ /1i 1 平月 Itかワて")
知滋l和9 白｝馳船毎 1: お
n てみこたわれTこ•

叩J:. 1:. :l，さき 1: りべ｀
f::. J.う「1 位J:.ヒ斗 L,,., 似

惰下がが「： ℃しそれが
涛i昇や配紐" (/00初
℃ 1が定） 1: t?)-1: 鵡した
とす} t, 231. 2ゃpt,{,,り藩

水ゎ滉な 1す／x ／ 0-2位／i
℃ほ a 。 しかし，牙 2 表か
うわか 5 よj,~, Pu,z 
かわyつシ覧；；柔 7.. 到虔［て
n a t力ぇ 5 れ 3 。f幻 1:



Table 2 Plutonium in the Pacific deep waters (1968-1969) 

Depth 239,240 Pu Activity :ti:J.tio (%) 

m 10-4 • pCi/1 238_Pu/ ,2 39 Pu Pu/Cs Pu/Sr 

KH-68-4-16 (09ー02'N, 170ー 011W) 

゜
9.4 士 0.5 98 0.47 0.79 

1000 4. o 士 0.3 20 1. 3 1. 3 

2000 1. 8 士 0.2 33 0. 5 9 o. 89 

KH-68-4-21 (06ー09'S, 170ー 05'W) 

゜
2.2 士 0.2 70 0.09 0.22 

500 1. 8 士 0.2 60 0.27 0.29 

1000 3.1 土 0.3 40 0.78 1.6 

KH-68-4-29 (26ー021S, 169ー 59'W) 

゜
2.3 士 0.3 72 0.11 0.25 

500 1. 6 士 0.2 58 0.27 0.81 

3000 1. 3 士 0.2 30 0.34 0.68 

4-000 ,"1.,,遺海紅·,t9-T• あも℃すれJi, 2.. X lo―行パン／£のシ屠なが期竹される
。 卦'l 知辞~ 11;以れ 5")1位斗値ヒより一孜 e L めす・
放知町令"”’ね／sャ I Pu/cs 比 I:t 1_れそ紐均［て／．千％， 0．幻％で＇り
も。これ 1: 対し，藩和r 7-l'J:.表面海炉つい LIな 7 れぞれ 0.2~ 0. t尻／ o, I 

~ 0̀ 5 劣了••ある．瑶9水 1: っ n て l"tびそれ 0、 3 ~/•6 ｼ/ 0,3~A3 佑て••あ 3 。
表？卜で 11: 7ズー Iしアう卜、↑り叱 I: < 5 べて， ℃:(, I: いちか） [ ＜小さりが，；条只
炉··はや＞入きい。とりこ℃ば未旦ゑ Iヽよ 3 還仄b噂もっ可it4t匁豆 5 れi。ま
re, 71--'しアウトとう匂水↑ 9 比っうがi,, Iな，和．っ海水↑ I：おり） "jJ tかい）
もりであり，今後 9 研究が翡行され＿ヽ。

7オ— IL9 り卜令') 23t四／23?, 2.…pu'? 比 12 /1it与ま 7- Iまえ～千％であつ Tt t 1 
が， I? 6_ 7 合 lt l2/6%, /77° 秤 I t l2 26 %'C.t魯入し rこ•須炉っりて屯表面
水1a 化乎琢で 11. 30 ～ゎ％て＂ら｝が， 1研坪’で 11 ~")比 I~ ぷ: t曽尺し，古］札、培用
辺で 1項：高碍0%Iヽ｛屯かこ℃が測定切れTt o ぇ r喜ぅ案J-.永につ n ても 3 00 () 

机で 30 ％が船りされrこo
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2 B l 3 海l匂中 1吐‘げる放和主セリウムり化 I差的拳盲ヵいわ三袈）

放西研 0 年野茂樹、 小頃r 阜． り広伯該避

緒言、日名和姑年以手、海')<.牛にあ‘けけ放分謡セ 9 ウム 9坊魂化がり李勤l2 つv)
直討素重傾ぽ豆遠i巧雌囀翻孔渭直＜ E り、予If)紐び
つミリ凡＇了刀 Iレダー 7‘ 伊違レ E 海，Klてフりて絣 9 れたi qであす。か国）が鳴陽
い豆浮剛冷輝這り縣l詞 l'2よ清動9 度他 I?. つり？直対りロ
わ•• O 

実験濯遍i毎lk 讀相t l麟 l吋認疇。冠這K疇取歿／～ /o a 晦置
-l/、J:.澄浚屯ヴ｝みソで静か I, 和）要駁： 12 使レ在．懸I蜀打］っ量は 11j.;零/?.於い a~
りミリ ,r、'アみ/L/ターて‘)、戸盈レて望骨む直 Vた。屹つ他つ宮疑屎作 Iなi戸過海上
違令汀司じであう。
紅畏、i汀麟,k にフいマこれまで 12 椿夕れた綿要では、海 IK中でセリウムは 9

”0,K分解吝 I受げてv) 3 ど I マ｝かる、J 9 青（旅加され戸円＆うクかかo X) 砥
1) 寸、07 万 IU りーも通進む告かん‘1.)‘フゎ，マクロ骨.':Iセリウム(()、 d4 が'f)/.f) J z フ
り 7 り海k疇噸叶公
陪問日 1つあ‘りで約 7o 席が／00
万 1レターな羞通レ（沙 1@)、

”シツーI\｀ンゼン 12 J 

這出でも ll 町包愚~~ 1-z 

肩祇·1恥抽出が厄，玲
してiが加校『日目 7‘/了|ず
/eo累っセリウム□ Iレク一
這紐泣、オキシンにぷ
よっマむ油為されなくな

7 i=L。一方、天梃遥にぅ
楊今ば懸i房i的量 I ::z.J')
臭なるが、｝約、1)D俊／～『
日間で IJぽ／00応＇缶砂’

~Iレター lzI裔屁さ中応
レかレながう． こう喘今
オキシン.kl/'\ l1TTA でJ旧 ｰ pH • 双 0 クS &o 

I すづ Y かな 9 '1喝か活i 力 l 図、サ度化 12 対すう沈齢を取序．

.. ー人
ー
I
Oダ
ー

4 知、

かf 名 0
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邸lz_抽出され；いIが力‘フた。また、トレーナーi息か＇叫い海）q家液名ミ）
叩万 lレ？—可這峠名令）z 葎鐸lZ5‘ フてフ11レクー I2 玲‘屁されぅ叫令tみ
lレダー遠着ざ中 3 もうがあi．診斜ぅ液量げ厨セて伊邊レ石為令、汐 2 図
疇す雄立;q Iレター 1マ
＂四ヽ）が疇青し XIO牛
D I2外弾レ心這紐 Z
みり量は 0 にな 3 。 しか
直遥造い喝ふ這ン
遠ぴ0 も迎 5 ず、縦阜B 心
Y つ切方が乃 lレ ‘1 -Iz 吟
着心青 Y 芳えられる．
戸棧験純某か s 海
臼では添加された町e I 

は加鱈解復 I受 lナ非常）2
n請「レやす 0 イオンか叫；烹9悶 afl
着レ，見かサ.t肛う虻℃
なフて存在すう力1·' オ寺 • 

r o 

いわ舒召戒剌もか匹
”ぷ媛抽出そ行なうと大 °滋邊→
評）7)‘か項誤柑 /Z 袖 Z され 呻 2 目
る， 3 名，甘A やオ寺シ

心日いて抽 z 名行なう

•そ荏遵I(.
o Jr羞海\~

s-,,.;. lo 凡． I介 d, zo 叫．

iテ羞液暑屯度化さ包芦喝今ぅ 7~ Iレクー
,,隙‘i£さ水 ~I叶＆ぅ骨，房似．

℃ゼリウムはi9逼海屯か 5 11 る 53 ん、丈街砂ばれ今杖t fフてし） 3 チ然l沿lげ｀ 5
＂しく油いい．しかしながぅ｀ T甘Pー硝訪嗜Tセリ 17 ム名］此レ 'k て立謹
出レゎ喝令いは盾巌柑に残 3 セリウムはさく侵か 7あ）、TJJJ 1函つセリウム 9 存五
は碓認できなかっ声
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2 B 1 4 マウ人隕凄へのスカンヅ｀ゥ L、／介），7 L,,,_ I ラソタ／ 4 卜‘‘
元喪）ネヂヽ、）ニウムの様彼

〇立た原綺戸村建児，秤応I 娯犬東年北

近年， 676バ介‘ゾ視釦住を盾し 1 シ＇ン今スキャソ匂グに非常i勺有効べ中あるこ
t 1ゞ哨りが 1二ざれ勺ぼ束， A也にも介‘ソ褐廿叶上のおる枝佳が存在 L ／ィ•ソ°平れ診
統呼l 用-i‘ぎるのかいな＼1 ガヽこ、 l う希望祠たれみようになった。

が＇）ウムの上うに，促末，生心 lま全く絶闘f糸If)ゴ乙〈思わ札た元条が生林に
“なりオ駁泉ざれなこと 1可りガヽ Iこざれ 1;.}江，j包rf/吸くの屋歳金釦オン 1こつ 9)
臼界めて生條内にあ‘ける奇官力を哨碓 1こする｀丸学があるように怠”l.
スカンジウム，ラン 1 I ;fド元羞， 1、 1●、•I ニウムなt‘＇の連期伐表，，オ 3 族元象

の生條中にあ、サる奇勧 lょ，従衷 li i... □‘知りれて、）が）。 1 二て｀，これりり元
．豪のトレーサー素友を作紗 l' エー lレ，｝、、J /::::ガ＇｀ン左枯たク Itf.:マウス 4 腹綬l丘
咋 L I づ包引間後，＂”た L' い蔽器々ナ‘‘ンサげへtlJ取り込み~げl定し，
応り比秩紅見‘升た。旋哀，このような定験を行なぅ喝念偲IJ...の卜 V ーサー
な 1 種殺っ芝？ ：這し！何創かの勃物につヽ）て緑返 L 揚涼奇ぼ求め，豆りのチ崎
雄む出 L) 元秦間の比較を記てセた。し介 l' これりの方ぅf，＜ば，釣狩個林間
丑こ粛］や計測におけるばりつぎ等が慮 Iナ h れず，哺確な元象間の比餃I水 l1Z ん X‘‘
輝て、あった。 1::. て｀｀，ゎ吼力れ 1よ，ー‘‘ぎる隊ーり分くり狸点負の卜 V _:...サー名燐七‘‘
／パ打を行なヽl I あ惰能d) G--e-(L I') 鯰番幻tヽ）， I 団叶す嗅Iげ‘/ f幻甚 Iこし
て佐トレ→サーり犠痕孝左束‘c(J'バ間五比較左行な？たっ
ぽ腺J
トレーナーl1) 1乍製
呵入｝げI(e,‘'f-3Ce',",{ J Z. 3') 軒トレーサー 1ょ VOュ汎）2.＂2.0 的 ro 呵と

立荻サ (Sメ /0" ヅぶ心e ）ゞ I 九睛間mt l I C＾氏允殿への秩沈を経止 1義
1 fie(DH)3 ぅ尼殿サイ 1 Iレて｀ CCl.... た分緯 L 1::.. 抜, 3N HCl 上りイー／ 7ー 0 ピ lレチーデ

直出な行なヽl, ~€.,,を院き 1乍製 L た。
“$c I ISう＄吼 1 IS2 Eu.. 心 '‘0Tb '約Ha, '‘団， 叫µしよ各ヲyl/J 1_1ヽ、、元

賽｀およが 7ヽ 介ソシ｀｀ウ A の酸／じ物，数吋去立象炉‘l 砂騨し, HC\ に考蘇後
茎発税固し, 11(_ Iこ苑かしたも1l)をi吏用した。 61Gへ\t 7 A りッ 7•7ヽ ｀デュつァー
詫とり旅入した。
払上を直宜混含 l I o, I 屈至 0,} れしづ‘つをエー Iレ l) ッヒずンを l紆 Iこ栢ネ乙9|r 1.:. 

マウスの腹舵内に在射した。

計測
-1 48-



虹填f~13 叶間l);jり直官の明問 I:. 2. □ 3 匹叶渭国 l, 各諷器）＇脅，
が＇／豆f介 1こ別 1「，が平誓佼，A,~ 3 匠分名危 L' 炉 1) エんレソ宿喜 I::.. す糸り 1
0~ Tl:: C 社躾叩Lヽ＇）様出器（ h渭能；/, 3 う2. Me応‘‘l. I K汀，計位灼卑； 3X3
インナ似I (Tし） L 叫戻 l, I, 3}J... Me ▽て｀｀ I0 %)乙 Geo5 400 (Jチャソ介 Iレ
バ MHz 紺いい汀紅象念仮目 L I 直常 3 oo 0 けmt数を行なtJ,往紅（た原液口比
絞 l ）榊恥翠（°メ）•名走めた。載器間畔応行なうために，榊取季 2 一匹あた
りの厳器童呈てー、か1 った単位を量当り 4 犠浪季（・／o ／})名計筒し 1：：．
パ皇了後I:. j史用したャ線（エか Iレキ" -; keV) 店丈り油］）て＾，公ピーりで＂
心果乞平均t,それ応れの松程のオ紅舘紅t笥（た。
叫.A j 32.8ー. 6 I 't 3 t、 8 l glS. 5, IS 15、'f ',,.(Ce,. 9窃． 4’”Ce; ;2.13, 9 
叫んi m, 0 IS3ふj 6o/,6'/03,:L ,s:1.巨j研'f,2, I ~1 足 6 I 1 娩i 1101 t 1

I II I I I 午 07ぷ叫ol i 3• 3,S" '60Tb i I ↑ 7, ぇ，ぇ lJ`,『) l/11, {,、‘Ho i 8 0,6, 

1378.1, I打化 l• 6 ( 161 Yb i // 0, 0 1 Iク 0.7, l11, 0, l17,g, 2d/, ん 1 307,5 

＂襲i /IJ,0, l(J~．伍認I,3 吟j”"疇 I IlJ..0,3 231灼；以，~,刃 7,5)
璃? I 班， 1‘'I年、i I狂S1)00, 2,, I 3 'l 3 ．仔

ぽ采J
糠番''f" 1立重量参りり捐取荼じ／。／d')釦許質 L 1滋柔の一舒名多~ 1 '1-らが 1こ尻乙
に詑す。

表 1 マウ 7、 n薦慇蛍位を遵者り0)オ柑取卑 (o/o h) 創 1

牛3h m瓜‘
伶 h 堵 l隊
f3 に府諏
朽伍 哨

巌 2.. 

28h 肢瘍
SO 伍 腫鼎
諄h 肝叡
SO 伍 肝臓
認力し 脅臓
5叶ル 喘狐
四r Iv-- 骨
J/)に 骨

L久位似＄れ丘紐 Ho
2、 3S 2．勾 9, 9 • 

OLぶ b,16 °·互J

r,36 S,8'6 3,S1 

D, 13 0,1 え 0、 I 7 

'2-,SO み33

”斗· 0, 7 t 

5，り午 ”1 
o,16 0,/1 

2.35 

(),10 

“ゲ
0, 0 1 

み邸

0,25 

晶3
0,1? 

て 11 バ厭器和誼量咎りのオ紅瓜平（°／骨）
L11,__ Ce N人 伝L 丁b Lil 印ヽ

0,S8 0 、収、 0 、Sえ "• 〇`q't l,14 2 ，午↓

牛21 紐8 ,,27 7ぷt 訊午 t, b1 5,bl 

"t 
20.06 2 0，3た 20,"b ISぷし l6.2.1 ?,t• 

2、'I↑ ふ付 S.3仔 1,27 3,'jb s,sg 1,).i 
0.82.. /,0 午 l 、砕• 芍．,,_, /./6 3. b + s,3L 

0．ヽ3 0. 9 1 '2., 2も lt,廷― lぷi s.63 籾'7

1.3牛 I.I~ lかヤ 36.-8'1)' 1.,1i 1．仰 3. 1 g 

1. OS" o, り 8 1、2.O l'!.'fl 1.11 3.75 3.31 
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2,1.i 

0 、2/

研 l

0,11 

創 L

しl,l $c.. 

2．午｝ 牡7

0 、2.“3 0、8l.

5,“ 粒午

0.4 0,S l 



2 B I 5 テトラヤーブルオロフェニルホウ条ナトリウムiこよる翡液択討
能吹との分濃凋する研尺

索丸大・裡 盈l.i危信 0素昭明 伊澤耶載

Cs-137の環が放輯男和痔手をか『する1こ肪 l. 曰、然囀諏こ（て殊咤武叶
t，釘訊料うに合ま吼で、て，式わめて化学手初の綬俄てあるか］ウムと咋‘`
ジウムどらのか嶺伽印方法屯今迄にヨウィ6 ビスマス祓.,‘ンリコダングステェン
酸，戎は貨化初こ功稔揺の紐度の差を利用すなgい四こ乏 1 バ多くの方法が決
系、勺爪て、天だ，試料屯多妥のか｝ウム℃共仔する叙誓放射性てシウムこ月ー武訃
からが雌l 足曽する吸姜がある．テトラフェニルボ＇ロンナtリウム近のフッ素t
紐てあるテ l、ラp-フ）レオロフェニ）以「、ウ素がアルか｝含潟中，リチウム灯
リウム，力 I）ウム豆をまっだ＜疇喜了，てッウム立今こぬ狡を生ずる｀
ウムの選冒磁将てある凶瑾月［．在淑記麟＇乙そ札、＇よる四ウムの
放秤噂 蒻紅かl ウム，＜；ウムの日責＇料かりの分1・『麟祠ば 1 だ．
窪防のか幻籾謬戸如ウム— l37刃斌盆尺董 Iこくの方法を底用 I 応
霜詞：霞籾用バだMaB(F⇔)4 が綱’ば虎こ示すグリニア→紐て‘’

， P- プロムワルオ応‘／どンか碍況 r: pーフルォロフェニー Iyグ｀’'］ニァー
生疇虚球のテトラフ lyォロかウ敏灯リウムの紋戸訊’するテトラ P ーフ
）レオロ 7 ェニ）し小ウ素ナ｝リウムを伍杵，イオ；；交拾疇て材見て特が鱈
合訊叩 I R なか： ［・る分杓l こもtづ＇、下駅すべ＇訊魚てある:t叩
めり胤だっ

F-⇔Br ナ Mi旦ュ＞ F-• M1Br 
4「口Br 十ぬ恥ーロ(FO)4 ャ 2M}f2 す 2Mi Brぇ

令疇恥C\..B (F—⇔)4 の安尺虹刀1賣iま数伺月間室逗での1ポ石ば考 I • 1 

史化が見サボ 1（なり‘ったシ突験‘に月ヽだ約謬トレーサ'C I て 1バ噸，な137
, F. P. こ，求丸穴芍旅捏研祀妙刹酌祖囀て氷約魏）yヽシウ勺—ゲトを、咽
I て， 97Jj V シウム 1 オン引除考使， 1オン文丹厨浦iミよって点社伶め k-f2, K 
羞を用‘iー（咲絵を行っだ。j乱 l" <, }厄’ジウム 85, 8~ そ r V ーす乙 l て令氏拭
紅呵する天沢倅勧そ庖討iだ→

考 思：山．拭科洛茨とo -30 m臼!Kｷ, C/ の合量 5 ~i O 哨譲， PH¢.5汽5
り麟て｀｀〇む冷却i応履希1手て‘得ら爪だ庫「 PB 灯此(Fべ~)4 iこよる＇吃s
ぐ2 い四疇を達{ E囀す Toble i汀叫言，
叫（ Fぺ昇が之・ンウムiこ吋する責忍訊注t，沢和 NaTPB 7J’)犀 1V

ぶり忍i燻）、四聡和濯~耀G.7 戸 l こ N¢(Fぺ'.d-)4 による浣紗心 8(fる為
ー150-



平le j. ----
-「 N汀在）

だejfitoti on 呵幻止：―-石l-k-42 i なI57
• ~.—• • 

81.3 1 1 87.q ; ql. 5 

糾，59 83,6 ；的． 5
I 
, 83,3 8q.8 i qo. 8 

! 82. 3 - |. qo, l 
I —·—-----·ー 9 -

凶竺噂乞―― ー ! 邸．8—·-疇-L翌l＿ー・—-」qo,4

炉虚双＇
ボ汎 I訃K和
ょ 1) Iするか

1 、、長く，混

渇の生［＂な
ヽヽジ戸邊 I お
ヽヽ舟一性の
計刻哨材を

叩央て寄れてヽ 1る。 GB( fべ~)4 の況紋初l屯熟分紺歌素がウ⑰O 、、 Z50 ℃叩聞
詞玖燐訊鯰（た。らも,C, B( 戻砂詞湿性がな<.微音磯撃の長吋
叩t汎小こモ通謬。

(2)、泣 B,’F-0)4 試和印’'・ア IV 刀 1ふいタヤのか）ウム／応吋
l て全フだ＜彰響、訊なヽのて｀＇・セシウム 1 、‘吋 I てかようい勺送凶t生ル‘‘、ある。
｀仙T匝吠訊凶令てい Kの同一滋釘如＇ら墳I 呟滋訳童す迂紅年。疇りングステゾ嵌法ら 1、‘比べ＇て簡草贔i41 で 1月かか）
ウムとて‘ンウムの放外］叫渤観糟が疇る．心〖吹こ叩嚢碑狂
用I ヽて目吋令雄足を 1 だ箭限り（可如rum を Fi, i l とホす．（＊）
平． ゃ 令さ中 a). 4支系の分杵方法を今方 l:) て

‘'1 食1 ：ミ 珂・ 2 バリく，碩鴎0)ぬ B(f-『·’•::]...• ;..9:].0:、.:t』ヽ． ; 予昌益「,•P.予0笠万
.t ‘：．ぷ．．．u．ー、'•,ン.i (I..I炉如ど ORTEC24 C.C. Ge(Li)て"C、 -1ir
> ..̀ｷ.. ‘一、.. ,... の訊虹和E ．回救年）ま的
逗:-•··響．．；．．．．： •• • •怨～心'17 °/。。

(4-), ｼ -Iう7ck-42 のク昆令叩訳＂
~B(f⇔)4 ドよる K-4Z の涼‘尿1糸紋こ C.s-
l37 `:l) ‘••K+ 1 1 y環知賛叫す
る 1沃淋ど叫叫り鴎叶麟碍和疇
こなる CsB(f—⇔)4 の水こエ 9f J - lv り燐令
液違するぴ痢袢度を放紺叱手測和法て甥J
尺 I 店珠も今わ7報告する．

この項立⑭1 た粒厖豆．利用＼て実尿の
和．t洲科汀祈町った。

°/。 Re c.o yeグ
百
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心(F長％）4
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虚辱
”砂9isか砂nfヽ7

”寿文献： NAS -N5-3035拿t孔 T. H. l~iA,,41吋ヽ C. I• Burros, A凶．中四浮L,35Z Cl9研）
F.F. F叫己Jら R.C. ko叫加I．必em.J主！） Z80 U962). 
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ルー 7ぷ照附祖へょ 0 萩射'~I:....,介店（、貶縦）
3 B I ー和慕夜該終への直月について一

啄匂犬疱 0 立忽謳籐原、浜也，日千譲

目的：還香ら炉第 /5 図本討諭応絞名した 1レーブ・ぷ‘照射条に.r 3 族間尋謬、を，
うりに知象疇百直月イう：：と｀みK。介桁元｀［，しレて IL/-出げ戸 lくよ 111
予叩丘！碕～裟応紀目吋遺種屯知餃1 るものtえらが，稼粁羞皇l:..虚べ誅
町い関係ゎよび沢移乙島、d)彰家とl... I<,60 (九I p )'6N 豆疇喝！わよび汁の
裕賃、りどにつ、、 1 花討も行りっ［：：蛉足t級沼 1 ;}。
矛拓：史稔 1-:.. 1:flヽ｀た裟直 l手，祈l 級II)ものよりさら 1-:. 9 、'、., 7 7•’ うウンド't i応 11:.
め I V1店印応 11 弛l むい還手1.,. t/)浮砕届全 Z. t}1{. --/J・らL/..“しに増レ， 1 v- 視Iぽ渇の了ゎ
りt憎コン 7 11 - l---1，ロッグ（月ざ仏Oc"し）によりしャヘヽ，レfく。ざら 12 痙射苓葬
｀足苓記t心事聞移和咀t表 5 ｛況（‘苓籍 IL/--わ』）ずたば／以（姿礼f/..)0
パ）の叶亀n わIf)か釦謬釘ぺ 3 ょ·うに以。.ミ/J)設雹 K 三尼喝の試托瓢（
ば訂屯／．Jl) {多ヘレ・I _f:ン 1, t l乍曾ガざも 1 衣t ｛卸緩さ必各。羞立け蒻レ k
のち，町戸t免店ざ歪／店氏萩附能·Ci>' X J'瓜I シフイレ／ク／ t園、、噂は
ペク｝ロメトリー (o:9 出V の範il)する。同蒋 lつ釦条シンキレ／タ- 1-: ぷる淑
将子束毛;:::..タ-Co rT)徳l足もけなう。抵I足蒋間 ll 賢閉しレ，えられ T<- が令恨スペ 7)-
lレふり介介噴種 I'!'. もしず＇＜光曾r::.· /'7 印惰｛印、レ／ ミの頃 {I到碕 ,~111足ーレた甲
寸戸 1 釆毛ジタ一種創且によりつい渭：オ言ヤ如直（い IO~c。un.tsI I叫ん；唖肘1い渥
T" tf)沖‘限手束 0. j x/0ね／C.ぶ／sec..に相‘易）にわ｀打 3 I直 l：：現玲に1 3 。
綽慕：釦種の元iにつ、、 T 急沃脅配もしい応疇叩恥関 1い龍諭衣‘1) によ 111 出
レ（逗果t日．1 に、予す。このi直履験 1也しj I.....,.. §よレ／こ<T) JうrJ了戎で•訂孔
%: /-:.ょ直葛tj紅l レ，介桁にお 11 ~孟直爺迄t求め 3 ：：：とが＇でき 3 。比彰夜狐：
祠ぃ易令 Iる 11 ，クlい藤f. jりをず 3 l‘NI2 よ a 森射膨霞＿への斎お濯心（い<._,
彰紅暉ID炉窪l 噸種履1定1不／高、， 1 よ'、9, 7 7`’ ラ勺ンドの灼和千で行なわり I ぷ
なり riい。ミの浸刷として, 2M  7 、＇にガリ勺ム］K希桑t診聾ししf-:.崎虚詞兎
邑 !::..1 q 0(1 qf (n,p), 19.sec, /.J 7MeV]および 'LN('‘o(Jt., p)'況 7.3 t-sec, t. I3 応V
ほか〕のロ- 7 叡忽復If)関 l令を半幻襄、応謬［名1 ｷ 2 /--:.、子、す。なぉ疇のiチとん
ど m1べI/)匝呈t` 1こぷ 3 U ので•あり／咋(-n, c<.）＇りv の象与ば、絃］). fグ．である 0 .::: /J)よう
疇印“`没匂 l終豹I 足で•名 3 訊｀粁瘤妥におヽ‘1," によ 3 ぁ、 9 バッ 7 7＇ラウ
ンドがい喝今，釘噂後ばゎ 3 f＜め’ク l1, 9｀い叩揺心•V があ，， 1 も I
ぃ万 s／パ比ん凌ゎ K ぎ丘ig仁『 1探判痛豆［ぷゎげ、琥:11 心嗜があ 3 。禾往
によリ 7 ヽ．，喜愈1行 1 汀い凌も良尋 9襄、貌各門（言坂粁"1J咤芳f[/j.J o パ，氣姐

ｷ..: :.._1 5 2-



I L/-パ／sec) においてえらい、 3 江森射謡j'J /,} j O O Go 叩ts/{―爪;_,,_I I°/.。アで、ム 3 。
i「：：茅丞桂1)魯：•い疇 1-:: つヽ、 1 ほ 1 珈ぽ l莉レで、、う裟罹 1 氣足c 枷V, \,I;―了
I...レ 1 汀、瞼 1 3 fJ‘、すた 11 ざら 1噂泊暉屯訊t噌ペレて言武料秒負1J'f 1~'6N ぃ克
釦紅知i[ f-::.パ須'1足11 所ぅパ筏討していう。
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癒達い頑3刊い関係
諒門喝：／L畏町‘ゑ店； ／汀4,
諒料移曾直： Iロバ，
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存復の間i和
探粁：ぇH. K下蕩冽文

虚劣窪粒配紅， l印桑元叫，難い繹，町「孫：
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3 B 2 I 4-M e,v 中｀I祖寺で用い方阪寺（I)‘荀}1i Iミちり 3 ホウ知籾噂

東芝談珂 0主．堺菅ヱ． ll 、野手洛•―;.f島 光

1 、 1かじめ 1 ニ

叶 M四中 ‘li.+~1司いズ汲豹欠／汀可這 l2 咸序の井灰屯，迅迅り所．涙として·fr:..
くい記·和n.t戸 I l'5, 知t.. 7 Iしミ＝ 1う勺，＇窒化千クン亨-.::.·· })ャラミっ 7 ス
叶 l・：：ついでt和六ば秤蔀に有効下殴百、戸つ所・迂天‘お 3·が、知こホ lう束，・ホ I'7,1t..了

lしぐ＝，り A 下こク）ぷ）なホウ守1 客含可す 3 材杓 lへついては I 4-日胚祓豹心恥邁
1月 1ネ国剋t'‘万 3 ，，ーホウし亨、 I? iI B （れぶ） SLじ） 19 Bー（九p) ii担 ゥ．頁 Iた/'j:" y 
庄茂オ 3 y互 (Tみ·= o、"ッ，炉： I ｀3 叫）ぢ',:-.,v:、 I i Be(T祐＝ 13. 6 砂，釘
: l l 、 5 叫V.. I)" :.2 • Iが～ 7月q応） 4‘• It o (.冗 r) i b N I ミ F 3“N (Th.= 

加卜 4ッi t.: 6* ＼ろ， 1 「I,応）の退1 更吋 l厨とな 3 ? y巳 l戸料？町団を十 Iぶ万•'T
ば｀てのサ考コ双り袷くミと丘‘‘で 3 m、“91 BeIア 16 N 芥りt平成期が長ヽ＼ので豆
か伊を取り袷＜之とは困蒐ずれる。し 1‘ ｀し1= J'> II 応の向エネ IL キ"- r怜沙咬
知)jヽエ 1＼こ乙、—級I1 セラミ '?7 ス叩厄訳＂＂ I], I ～りげ応恥ミ
り‘§）虹筑卯知．沢茉疇遵竹すれがi b N 叩月戌：tす他」人｀ l恕はウ
奇方ぷ心ホl"ぃァ lし ~=b '1が玖急Iぶ祈で沢めた。
2. r匁険

畷宜 I芥守 1生各喩を同,,在沢印化が所・狼昆（和： Aよふ＼し NA丁— I s-か/)
~ 11) l\, 生成放行遺戊 k i守!:; I/ メタ＇’，，，，遠製 N q .1 国）虹喀、ヒシ可‘し
今fネ lし P け A, 1iヽぶしゞ｀ ?o() a.. pH A~ I司 I\ ｀因愧射ぁ、い心没‘J庚 lパ ¢R モ＝ 7 
1 2.お 3 咋令）応｀万•ミでi .l口．i戎．寮曲旅！木 Y O C 改 P H A t M C ＄モードで．e._R 
で·＝りのム～ふ心戎て｀・パート士こ遺戊し食。
巌和町丘（て 1# l7‘‘ろつ？イト l•2.ヤ•.＞力t2ーズ‘•を加えたいのを I 2,,-,,,,.心 x

t o 、 0,1'1-己ia オp戸塾形 l．て lf.lぃ衣。な芍拭~Iな粉末¢）択‘料を 1司じく加戸茫形し
方，

3 、粕表
図 1 ／ミ炉 0 秒照紆、 92秒冷年気が砂汲虔 L 吋賢戸門索ズ・ヘ0 『プト Iした了、す

，，＇’氏/2.. :F ], t:'.'ーり'<. ib N iユ r 3 ピーワか｀｀捻められ 3 ＾．シ 9'..- り‘‘1し今ャ ~Iし P Ii A 
の Iら 4.L 卜．、らを 50~ 9¢ 心 I哀定し湛）史 L t,.拭布の『悴、が烈莱曲緯泉を図2.
心す。沢黍曲線の所が‘5 " B.e; lb NI i Lじの戸が放釦嚢められ下，
瞑•承旅叩げ I’ユつii~も同採I216N の成哀叫求遺Jだし．退I) 史朗怜陪乃＇国、カ

孜約終豫）t企 5 仄昼終這穴し穴，市応）＇登イt.ポ汀・急 1‘ らは 1 、2~ 5、r 炉）康屯
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i‘‘.l" て大た。
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抽出クロマトグラフィー分麟去さ回）るシ‘Iレコニウムノ釣レカ
3 B 3 ロィぉ•よがニック 1し基合毎中のタシ9 1しの放射イに合祈

（原研） 0 米只仲四郎 田村知 大西寛

［まえがき］
かしコニウム）ジ Iレカロイおぷがニッケ 1レ甚合金（本原子炉材料乙して使わ九

最近これ 3 の試料中の微量タシタ 1しの分析の心要1生が生じ‘た。タンタ Iしは聡町生
チにふつ放和ピ断面稜が大き、）たり放杞イビ分析之した塙含恩笈が笈＜ ／社々の
謡料中の低逹ダシタ lしの分屈這詞されてヽ）る。 こ‘1レコ．ニウ ~I ジ 1しカロイおヽぷ
び｀ニッケ lレ基合金中のダシタ lしの放紅邸分析さすな涜令吟量に生放さホるq泣ー
四l,, S-/cr I boらな乙、か 5 徴‘生の！『滋を令部ぎつ＇立毎か‘ある。

咆恙 S l<l; □ フロシーメ今 Iしィyフ‘‘今 1レケト v(M I BK) 左固定相 l~ してノ
IN フッイし水索酸ーZN 塩酸湾浚力‘5 の抽出クロマトグラフ 4 - lミぷるタシダ lレ
の今麒法を確立 l ノこホふの試料中のタシタ lしさ芝量 l た。
〔町叩濯~J
腿；タシダ 1レ含底宰が ID PP""' 以上の喝合は試料ぶ～'70 が肛タンタ 1レ椋渫埓液

(0ぶ～ b既T^) たポ゜j T今しシ倍 lミ封Al 1 J R R -た気．、送徳（塩ニI'"[ X l013 n 

／心C•C叱）か認 I荀照約した。タシタ Iレが lO PP"' 以下の塙含は試料夕~'1O呵とタ
ンタ lレ頬洋麟 (D、00$ ~o., I呵To.)色厄英管に封 A L てJ R R - 2 全直実験孔（
塩吐 X LDt3 n圧c.~Z) で｀｀窃 D 哨由照豹 l 知

れラムの調製；米末ダイフロン（米度 60~I知メッシュ）をビーカー［ことリ I M 

l 13 K をダ‘イフロンの体積の 3 倍量緯度加え，約30 分 li!i"l放匿後内径て叫""'の柑ゾ

工今しン勢カラム（こ衿 L 1 6 em の高さまて‘克tj、した。 MI B K が保持伸厖の.!:..

婦こゼ下か‘‘刃こ時点で‘MI 13 K を餃知 l たワロム（四）イオシの I N フッ必＊肴醸、

-2 N 塩岐滞浪む危 L 衿勤相が固迫栢中之t5)ー（ミ逹丸て 1) つミ乙を確認俊 M I B 

k を飽知［ f:: I l-.1フ、ゾ必水素岐ー応 N t船聴約 10ふ紀 l た。
化距操作；照約僚約 1 ケ目）匈冷却した後匂 lしコニウムJジ Iしカロイの喝含 IN
フッ必氷桑酸ー ZN境駿幻房紺tノニッケ 1し差合全はフッ ,,(C)に表函矢数廂乙澄譲（
叫十 H 心t廿心じ）白海硝 l 応水、苺上て‘尋発乾国した俊t-1 I も尺を佼も知（た IN
プヽか化水表酸ー ZN 臨峨3 1M［ず蹄得しカラム乞印＼ f：：。 M i BK 定飽和した I N 

フ、ソイピ）K紅及―x., N 訊30 以fか｀カラム左没浄した（足過酸Aい水令木 (l +20)30 

咸流L fe滋左i輝釦た。液を紅 4幻t吋巌緬 L (心フッ化水和雌ー塩峻て万●ぷJ

に l f::.。

放粁能復9児；試料の＂気スベクト lレ之 3 メ 3 イシ今心立双）校糾器付日立曼
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ゃ豆ャンネ lい麟分祁戊遥バ魏ーイヽ＾1 ，j1 卜 l1 と浅直 l, \.os～＼ぶs MeV d)光竜l::.

ーク面綾と求め，ダンタ（レ梼、導滓液 lこ／りて同様l~ 化学恭、作と行なつてf恥‘木た
杖受線が＄含麻幸を森めた。
［綿果おぷび｀差察〕
ジ Iレコニウ年ジ 1レカロイおよなニッケル基合金さを叶 I汽了B、豹 L た喝台放射化

される乙兎われる（び稚類の元索（広~，羞ノ叫 Cりら＄り／凡，品， Ce. I Z.,, I s.じ
，＆）に／し）て分繭提作 lミおける学勤さ卜しーサーき{/_ I司して珈べ’たが〉 Ml B 

k ーダ‘イフロシ固定胆ナにタシダ lしが定丑：的旦セ 9 ウムは約ゆ％抽出さ九伸
の元素 lさ応fO)M l B k:を飽知 l tミ I tJファイと水素醜― C N 塩岐 z'謬紐され 3 こ
i..... /j`‘‘わかっも。カラム中の伶涙 1さ退環如K全＊ l I+Zo) が淀窟止され／全操を逹し

作

ての日収卑食 15•J.以上f：：＼っ-e~゜ 表摂準試料紅‘の分析紐果
本法 l'" よって椛涅瓜料紅‘の勿析之

行なクたかう その［線スペクト 1し左図

しこ寺）す。 さf:::. !'tの分析結果と粂 lミます

。露／加b I S-Jcr,:1)湛A が認め 3 れ ジ 1レコニりム

さかツ 1、CS~ ¥.55 MeV へのこ知‘の力 NBS-12i'1 

内ント数は 18梵らのカウシト数 1、<. 5 べ｀

試料名 t楚受値 (Pf'"')
ナ5

3.6,3.8,3.5 
紐， 3． 1, 3名 3.4

て控視で｀き百緑度 rこ‘った。 I 、 05~ 1、いr

MeV 内への他の放貨邦匡1 位元素のビー
ヮの混入さ Ge(LA)校出器パI月べたが成
提さ丸在がった。
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図
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忌
妥

HP-¥ 

HP-乙

ゞ＇しンカロ A

NB.5-/ll't 

J"A ER.1-l I 

0.3o1 0.46J I•t o.6 
0.37 ノ 0.3q)0.37 0.38 

8
 

凡 I. '1, LoI z.4 20 

z.C,z.o 1 ス． l

た． l/ え4-; 1.i兄l
認J 37/ 3433 
窃ノ 381 40 

JAc:.Rl-l3 't3o I l汎o, 8lO q40 

JAER i -Z乙

＝ッケ lし甚合金
NBS-lzo3夭

NB6-9Z叫奴

共通試料 A
共西拭料 B

3 3 
3.bl(lo3., 3.4Xl0 3ぷXID

3 
4ぷ x見 5.exto 3 

4.5 xlO3 
紐ゆ

4-3 / 40 / 4fu 4た
SI ノ 50,SD So 

沃 NB.S ~寺、偉 o.34 "/。
”NBS 表示｛直 0. 4-6 ・J。

-1 57-



3 B 4 

夭笙水中＾微蚤心属恥分の放射化今祈，（括I：：らうン
か検今梨 1：：よ々妨喜 1二つヽ＼'{)

京大理 集配覆・系句埓・杯い多 •O,jヽ 4、義人
藤永大一袢

天公水：：~ r::. 3屁試料中＾巖易念屁附‘令直知瑾祈可る Z 色（二 I1 ，全れ‘分 1P
みう虹 a, 既等の中性が見攻断面積，，，大さヽ1核痘による秘、がいのシールガ
ン 7‘`9 二れら校程れ言秀扇放射夏：：：よる叙蔓八‘分＾スペ？卜 Iレのマスフロが 1二よっ
そ大き rl複差を生 l·· るかわう＼＼ 91 分析介可澁と T↓る。 L E ヽfつて吋らづ‘り紅

，，的湛記＼·•I炉mrd ク．放射(I::.可る以杓 I二言狂科 I：：イ牙ら‘‘のキい加える二乙 Ig枯射
AI:'..分研の特徴直可 L \ヽ切倖果とまねく：：：~,二ねる力ゞ，対象とする元表群(?}')

仮｀々1= ~,'、ヽてヽヽ幻環瑾，急羞築具，試菜等亨砂 l這在可るものガ＼ど｀｀う
か），if,• Jが説‘和只埒澤該、＾ r遺，：：よつて終果、＾信藷性」、高岱士ゞ免ハら小
る乙殆え速か痘兎ら 1a ，さ色 C 天竺紅試科と和象~ l -z:,訊｀莱パ青紫＾喜、易
n ＝乙，校反応 r, らが 1鶯阜放射たの浜で l丸題が・レ 0 < 1 かっヵ様か金品 4 ズン
x絲形成‘と行 8 うオ守レンを吋ヽ1 て，ズ＇レト 1エ =,v た）—,ソを捕阜剤とすシ莉滉
盆ち、口和3\. で力＼さ，今 Iヲ I1S - S 和如、ジア Iレ,,レジチズカルJゞメー｝ 1迄バ lO,.

t在農縮 1二ぷク天然、＊中の微を A` 分の放射化分祈と検討可シ乙乙i I=, 滋＊‘和：：：
ぅ～ ←ヮ/t:.J和疫含 1 れるウランの旅紅丘 A功 I＝ょ m 頑直和、よび•い
除;.,を試々瓦

マンモ;::.うム :;.;,'Iレ -\,v ジ｀今ォi7，レベメー1- 11,, :;.度；化炭条"A·~び・レ・ア 1(.., 宍'(.,.I

アンモシらムi')冷 A、 L T= 。尿叩精知 5 がん A'1;::IL つンタミオーシヲンと
そrJるべ｀く社ヵ逸-t L ~..令 A璃忍 l 1=訊‘菜f 1:::-•i I 放知t分布しでここ ?37S 

五 l逗めら中逗か噴<...目坂ぃり杵的石五ぃり、っ EO 史応釘た
ぃiい試紅 F t汲疇叩9,二 1””国遠A うれ日かっT=。
r紘⑰~心トロ｝卜 1 - 13 J (')rt砧＆e ( Li) 2 名 ccI Nue(cル [)a訊心9クチャネ

噂迂祈蕊 Iニエつて行 T4 つ氏的．季乙示‘みう子両要疏7.,·-,JJ刃｝レーす一
をtf},, 1 I肛 IYiインキ凶エ(T()直印碕；a•I k ffりうつ＼，みら、ヽ 1パ浅充苓iZ、'こ
ょって免足： t亡。
莉i農縞；云今杖匂：ジマ Iレ穴｀レジ、今オカ I(.,.Iゞミン殺ぷ‘gが先＂金属錯r手,;J I 針，
か這紐＾鈎数~ l てら絹 L, 之ヽ知炭条こジマ Iレ夫＇レアミンさ主 l｀｀ら：：：と IJ
よく知シ小て、、つ。一般的 I二 93, Hf ... , Pd勺勺，＆ノ［し， Ni]I Bi,作Ja I L眈刃
LZm,A這）／ M勺の。虹：：ウ豆冠足敬，3,1ヽざ <rJ') L F ウ＼‘‘って燐件の今絣品疫 I3 大
をい。 uo：％濱｀々の稔疏から、？／ご｀と M心中間に位翌 l て‘｀る乙芳えて．、るぶ‘ノ
貶射試叶 P うランを念めうが釦1ヽ巧うかqi p H み；が枚歪吟呵を由m)二品ぶ：：：：
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乙 1＝エつて裏段•i拉 Z tJつ。 li/ 1 1::: イ＼表 69 碍縮iを、tぷ可iJ\‘ヽ，辟々＾菜度検討
と行和つ匂蛉果 I ジ｀ 7" 、Z で 1レジ4 ズウ，VIぐーミ＞敬虚べが愛酸：の日 9如：：：~\ Id つて｀‘

、3 ：：：乙メゞ萌シカ‘z T) つf:,. "'7‘う以伐ぶ囚べ｀てじ 7’`2 r· 透今』｛壬＆舷形知摺fr. L 

t Ill ヽ I \:::.。

言科料•水 soo 叫 (2s0c) 

| 
p H頓稔（1\1出OH, Cl-/3 e,OOH) 

ジ7"口に．，レジ今オカルヘ．、メート添加 5XIO―”

しエ令レアヽしコール 2....1
k-7口五I レl.i I()伍t

ふ‘)なゼ｀，今租

ぃ00本9しq sml 

ぶ）六｀‘｀命科｀"l::; 2.. leJ(.')かえ 1.

i 戸吋ヽルム屑と茎桑さエセ裟伎 I二

肴か犀砂ポアー~,レ9ーヘ吸羞巧
戟麻lを丑墨豹盗‘科乙1 ぅ．

囲 1 前i農絲介毒i乍

表 1 初知以濯戸よう［印遠

• 
：元屎•そ［直吹．卑＿J

! 
i -•••ー・； r門主．L且逗逗」
i sb /.23?“”'4719堺メ ーか! 
！ら O.fl妍，A血3 !,2.0,• q6•7:t: /3.o. l 
ワ 5.52゜，• I釦、埠~--!,;~ぷふ3,,i 

! 
(.o /00.() 、9!I必4-! 4.3•'l<> i、 P エふ5'’ i

む !2m.() 、' 吟．'t! Iヽが， IO/が 16.3 ら 、1i 
i 

j I必ル・！ 10紐：硲，': ct'/./ェ知，i
l SI、一汎l!:7、9,, i匁・ク吋．q＇JJ

旦
．

、
’
い
9
9
,

.

.
 ,、
9
;
~
•

輝←＾琺i乍 I- iって，紋＊石`3 疇＊「打科
℃tt天がをが令屁 1 ズンセ芯、加し E も＾ i::.つ、，

て滋的くし分砧いら紐皮系 めJう Tむ豆迂的 rd
祐県ヵ、冴尋ら←f=-。

ぅゃ潅大河科＇＝つ＼ヽ •C 、ら~, lJ, 2...., Sb, 

a ，し， Hi，等の‘足逢ヘ・可訳でわっ丘。
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3 B 5 術和判·芦和ドや灌足を¢象り双砕蒻枡。

細珈歿噺餞妍
°堀口泰裕 永塚澄子 岡野安宏

1. 淀釦的。
贔也心命名r. :r..手．比｝応灼令． Tいあ 3 ；日 I‘l 水・応f 7□ l: 1jえ茸．へ怒達I: ｛年 r、

`‘,.,、 ri l̀ "I対染ぇt..灼稔尋i A¥ 1 l 、 3 t六えられ~.これら水申"Iえ1．qふ
杵 I1 紅t q方；＆ I: S 、1 残’I い· K こ勺わ 4し 1,, iぶ，祓術紀／ふ村i公，： i -．i-こ1バ走
舟も逍‘l 足猷凡＂尖 r、ゞん、らがり ·1 ~力 r｝え訟 1‘ み’J辻1,3 る方面？、広ー＜行rib れ
} ｝う 1: '.l-って 3 7.’` i J ．ーしふ l' .t.. ic 米年 1: Iふiれみふ屯えれ吋ら―--コーロ
rJ t：めi文『I ｛□渭によん性’l い、直も試科"I ;農縮¼. r, 11 ，パ訊t ,C生＿とす3 a 

-....  

こ＾弘科 l悲綿"I希応汎太中 R 令i A\ る水鈴r.;ゞ 3 料発性^，Ji"ぇぃ表絡必社
l: h,r ら棧輝止とt IM ん，すみ 1パ母．ん、、あぅ．まV:.化忍処}i t i年 rJ主人屹Ji..,す
訊謬に1)、 rJ') ^ J:.え1 い·屯 rJ ~ ~め今応z..‘も 1碩し紐；4'} 足q肉に 13 5-K i日
っ沃料t詞すみta .t.え屯p 9 疇立ぶらん。こq t：今、本7.ii＇丸で 1；困這im;
星；心l i礼し 1 恥 Iり（：紐 L h こ勺..非かいォIr i公（スよヽl 水片qいいとりし、外と
するな＄釣ぷ各愈t定是ずる：：： t t 8 門とし 1 文裕t h こ勺｀た。
丈惰心、 L1．知蚊q—舒？｀ ‘5 札 l、いt......_骨麻 LIfドよ，，広fe.. I!¥ "I投址双了｀ぶ

主（‘?し、ぅto ふこ 4\ う各悼下？いなr.,,.達絡なi凡t恥•あるfぇあ I~ lj ~楳t知るこ
ヒによ＇） （示苓んヽ O ネu 見が、•1ぎられみと匁えら K み．そこ l‘が内る紅↑水中一
’→•"←杞I伽｀●●島l1--11"'"-'r盈令．臭··{. rふt• 5 i山（叫りは 1Z t 'I 走免 (7大 R
↑丸下水／t 0¥ （即駐ft tホ＇みるt tも（： {a （ふ絨とi手 ryう屠＄ぇ 1．っ足佗th: な
いる、応l直知、(: tみ稔昆t仄転、松討し K こ rレっ K 。

よ。 笑いi公．
ガt l勺 3 j外、’l 水りうが 1：ム a 使と、江え氾とぅ S 尖 o、うっi入水をふ屯心/~ぇぎ．＂
い汎口t ｛直渭沃枡t l, 丸下水ぅ I知逢如たt現’1 走すみた句↑試未と 1 1 1よム
す槌＆ん、ら江東見＆i 1ｷｷ "l h 戻ん、らi紅又 l 1i:.木 I, つ、， 1 ふ杓し H こな—•、• (~_ o 

よー／ 非彼t息紅勺（しい柑；公（て： K ふ令ぇ令．（： Iと＼古み尖秘．
柑~ I iぶ心t ;6,‘l‘ 凡了水ヒもに§ ～ょ。［ t｀‘、これうと了えビし—? -t （史

I利 l s B み氏、 ミ｀l rヽ.o r -7 { l¥_., 1 -呵 '1貨て｀•み逹-l. 0 - y')ーエ Iヽ＂，t？し一？ー

で約缶G\況紐と k ：：ら l, 疇 9E ヰ性ふ！巴栢 l礼アン 7° （し（てt1 入（東見令．ふ力九わi虎
訂q令．ふ炉（登中＇l·t ~束べ X /01試，Qんよ、心ぐ＇）中で•ぷ打（り墜炉炸知 I° け lt\,‘包t
目的枝礼'c I 臼迄埒吃k社紐科ゅ＆ー（ふ（h q堕わ＆ h :: rふ｀ ［て． i r̀ ·ろ坦残とl3
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7 1,し? - q—皮佗t tp、I 'f,,、I ろlit. ¥:. [.l恥生ttふ整ヵすしおこ＿．ーなった．
こかうい店料 I3 竺記し疇訊 k h こなわ•一ず迫当な;;.Iり経也臥．峠一知暉応心

幻｛ 4 スペ 7 ~ O メー？ t f史用 l 1 f ~ー線入ぺ？ー(~ 0ーメト ') --t h こーない・参札
え奇．q 定舟 ；ぉ こ な.., た • .... .••--••一. .•一・ー・一•一．．．． . . ．•一一ーー・・・••--••
こぅ紐叩しから r —線スペ？卜 0 •-J:- 11 こjーでっス＼ーム—~\ I 図，：ふす，•―i
みー3 化そふ維と｛年勺う凡1 ，い叫3 代殴Ii'文恥ー — 

梃r)い（ふ hP 如凡浅1 皮し主目的t: Lr~戻恥」ミk]': 7 、 a -S B ろ応'-~ f釦孔（ 1'
/00 以^ i穏tろ止l i心に｝農紬 I l 塾戸旦~立%:t__"l .7 ンフ゜‘し 1: ;p、（・ 1ん］月
竺粕 1:/o tr l詞nlH 竺わIJ 3o 令遠ヰ位ふ竺灼いtこ勺、た＾ 9 tふ｛．ならい：ナ
(-、|'〉ムに 1 、, 7 iすよ為，只．Lミ．づ_-~~-1=::心皐該知渇．： l i：っ 5 がー線戸
7 I、 O メ 1、 11 一（：より定母し h こ． rふっt1←iい立令這蔽鈴？｀·ョ、〉｛直I:.'-l.:-l
ふ雄、t.令、ヽ了‘ノ今え｀ノ．＂ほ心出鯰広!•一｛1 ̀／訊i公で吼嬬紐 l. t-:.」.0’史

.一·---··-·-- ··-·----····--··-— -••一・・•一・ ・・・ ・ ....一·······- ---—-…-... 
に水縁 II 的ァマ、しかム私 1・（か紐~戸を：；位．Jー2rニ・ニ皐みぺ？卜 uメト、•I -E f .1 い］し
定危しtふ’あtて。

3. 実較括呆．
凡J:... ＾史応配(. tか尻t立 el 11:.)_'>c_l _. t:疇ふ泊応ぷ鈴・正鉛t，よl召
訊 L.i. 0)定見が;,;-. pt?、ふ、兄土Iて足骨｛しも＿氾下丸キっ，K移，こう｀＇？訳心ぶ末
“は，（濯i広ともい／0 ffn応訊疇い心―こっことはI}iいム、み 4口訊；
（ふがi i広t ,k ma 令 I: t (`h＼百，t丸 rさことしi. l て（，る． ( 6. l -秤ぅえ｛、I: つ，、

warnr san,p1(. l 区 I) • •••• 1 _1 J定骨え；；；·紅叫＜．そ／濯~IL.i.. 1希 Iflぶ（必ヽ全がふ
Iccn，砧 l ( IOc m1., ‘I 足」： 1浜光Xi及心杓苓＾沿直：し（か往蛉屯とさ‘l

pH,~ ::: 荏＇i 1..い・ メ・氾下水ヰっぷふ•い．し走
f ll t ro ti ~n : ~B, fl,;!!ipore) 骨可ら十によ＇）炉応杓＜冬り0\匹t未
「―上ー一••一 ~lutlon(2°Cm i) :~-~.(~-:~—這Hiすぅ奇が 1‘ i k " 心っ．
I so¥lutlon(2"C mil 鈴呆から釦い、．、る水汰料. <>)ふ屯 K屈叫

ev1aporator 内！5 染iut苓へ店り rふ方；払t箪II 守iこ小r:. -
concentratlr n (2ml) 
I 
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Na(Ql, Cl（●）の含有量｛咽／£)

図 2 Na, Cl, Br間の関連性

茨、／ ［日 祓科恐叩逗．
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3 B 6 各水、多危多・叫う、rfー選？／召荼）次jiにか利しど／ ～条）

沢邸『；炉訊、稔を
於禾らそ心 ）、石 邑 ？；；一 1 B 

っ．，．、＞

訂1しえL·

絡ぎ、 沢軒炉切沼i：：二つ叶謬 1 一つ一ーて，皮壽勺廷遺謬I.)‘；遠
疇知奇紅疇人シい・巧座叶l< 1年バ疇が含よれこl)
豆、二れシの誌楕のう 5 、芹土桑負え柔ど｀ある也 IJウA- I#ャュら口し°ウA -

心い戸暉lょ紅朽·令定）冠和庭象が少な 1) 二とゃ窃木ヰバ苓勤が｀
叩丘と:~巌も慈要な麟ぽえられる。
て二てヽ•これら吋紅丘吋 l：：唸乏れ疇合，ど＾ような杓釦1遠態：柔し，毎

知叩叫や‘らビ遺度苔積する公調ゞ迂如＂豆ふし｀ j.翌和つなり年
遺元嘉L こ I) ウ Aふ七且的た表とし Z Jふ放和（介研 L 1 そへ呑仕塁｀ふい｀めた．
紐遠屯釦祇叶心疇知知拉心訊噴応，叫拉紐遠
切採胆べが炉這試本とした．
介研）一去， 苺木中っ寺遷元素り．捕昂 lむ屹／ミリッオ｀〇 r- フ ,(Iし 9 -（芍箋

L r：：：布木と湛木ぃ溢或該性(fH り）にし「こ 0 5 o 、竺だノイ Iv ダー<’'舒逼 L f-希木
の l5 （と試木とし，曲 lりヒビうようにあ糾）円低（社1m.)と・木成化欽屁し玄と応’
オン知焦知｀•；1科屈祐iと＾
勺ハJレター戸玲食は守訳、し

とも疇K し，飩秘呂払坑阪、t裕~)
し，益戸くととらよう 1：：金たた北：：：久乙 4

甘＞史詔知｀ネ9製柄第した・
極物試叶t圧今約 0 、5ォ這応研
し，湛木ヒじ｀）ように反分わ忍エ

殻元苓王枯製栖見 l r-一つ
；試社遠知 IょJRRょt`` l ヤ 4、 7 l,_., 

町rぷ紅謬ヽ＇，！狂炉疇招戸
村託祠／作に物怜彩必1IIJi: L’` 

芹：殻，巧予五屁弘レ L ~I四呪1’ ヒレ

双肛哀m誼 lふ..f甚 (U) ーゎ＃唸広
＄と沼ヽ1 L 1ゴ I \一，今I如愴沙可克外
^ l（ダ奴亨 lょ訊‘本みよが及今試叶：：
r め吋っ一定見・ 2 忍加し←げ采入＼ぐ

表 l あ心がし，tuo f頂点

a 灼J. 3t愚 壽

蜘度ー 0、かれが

0、22-_尺デ過
如が牙遥残浚
今魯

ル恢
aocf/ 

0.oS/ 

!)¢成

ao針

O、0釘

疇一゜丑尺守過 ao60 

塩虚心だ滋和主 ()‘o/7 
今畠 IJ、 077
前卸汽ぶ、今翁．『＜i 
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Jトロメトり一て｀＇求めた。
絆泉、 今日硫‘秤樟炉口〈な収年 1這ぷ

訊‘杵豆反砂杯和＂ャれがれmo1゜し 70汐(•あ
農み
一讀，中厄 I/如吟o吟直邊

った 0 ,...  ¥_ •- . •.•.•.. _ｷ, ·.....．．：ご·ー ・:•こ··ーが為叫だg惰碑
条 1 l 瑾がり紅-12. //炉，かク Pり 戸す 詠／ ò7£ 

ムげ泣暑＊ヒ和釦疇の捗吊i示＿しf:>_: :~.::... _-__ :.-_ ::.... :.. :ｷ.. : 

が和か疇応｀‘lむ l|l知迂疇臼ー一ーー公‘`1 芍 2.s，ユ ·—.“2 
遣しt麟，念恥渇叶0汀厄給I~
印砂，計直知 l2げ鰭I:::,lいっ ―7 カメ
勺ぷ羹『嗜町パ繹鉦した。＿-.-_.:ｷ:. :ｷ; 
；い沢l::. とが注遺迂が終が‘‘の-=----_i ~守
呑紅墳IJ:.羞直渇約なと"l二糾苓レた牙t~て｀＇―~-
幻可るも心知厨とし叩 Il る巳秀豆 恥ダ｀ヮう ,22., 3 

3、 7

”ょ．

9./)1 _ 

a.23.. 

I)亀よ3

がるク

知叩惑，fの乙リウ＾ I rがウ P 乙゜ウ~ 0) /'j/叩名原t表ル I吋示し戸。 ：：のか枡
紅グLい厄 l司［該噂私レ噂和＇’サ輝,~ょノて¥ Cl)含督iUT＼さ＜涙4又し，f
の意筋 1 転釦 I秤丙元春と豆約 10 か位とホレ-z 11 9 。
仄 1. L 心謬から，逸条： ；る＞ハ虹己系{1),復給伶如幻翠ね祈ると包 I/ ウ

→ 2ヽ. Iふ 5っ、 S而の、他．t未、 シウi2 ン゜ツ＾ 1‘Sl'ふ 1び 3 如の喝池4系蘇令示しt“
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3 B 7 免悶叱の傲吃ヵ素の放射知分枡

。履令旺（も火嘘））総\:z臭碓（立散潔択），宅口 喝（和丈戎）

毛髪杓測t~索令を）ボ羨吃シ鯰l：：：大ぎ＜鱈さ肌了て叶池てヽ）百 3 り;,/分キゃ砥穆む考己ら
.J［げ，追平烹双9炉濯叫諄t~却｝町ない疇っ六名オよ炒顧心遠い）手紐
鱈紅疇吋了に｝ l素透 2·;: l~ J::'リ翠釉伍莉Iュよ汀数い綱可輝で心遣しな
汐＄叫填パ複炉峠和窯屁r かり祓す謬め，エネ 1バ贅町もの息玉（ム）祥謬誼
‘'て出炉和裏 1: t 1/布枡1しを 3 吐 l濯坪召呪呵釦信頼が低がった，象考｝ it疇
弱如ム 3 によj ml咲さん幻 l、リぃ心恥れ道、為す~ HA r も利 I月（ 1' ナトJウムの隙玄もし
て）妙年よくヰ謬炉す~- I 7 -?<J索の分叩可厖勺なっ右の 1素令す百。

試科か心り
七釦0, I} t疇し珈叫伍十心以 (I : I) 1."殺麟，釦芦て疇遣l てか 3噴

(I,2X た）に入乳1 0いがの 5如dMJ. 1サ九和約ge (I X がWI.,)にし打：：：戸ぅ諷幻鐸
道 l,9 それ豆似麒（峰盪エ、 P.C, ml型屯 IB ``’四已V l 女o 此， o:,. 炉弓／~T'I 項甑
化した。屈の入フた石屎惰iii)::-'リエチ v 、/1遠サJ豆免錬吼ぢ仔ゴ叶か咋試料淵1'’ ャ咋ぅ束
4><. }Dq -n／伍ゾ一の下 1 こ 9 1 日 6 り手 1~l) 3 日 1\31 疇迎、りがた。咋疇l未30令～ I 0手,ill冷舒複‘）憂
叫頂如兄、池＇ L/ ｝すめて 3 山詞/.cし H A p r二 ~L ｀襲、I...,琴卓［ O心麟し）杓）
二ナ V ン製碍足幻碍し入れ， 0RTEc...製如』g.e Cl,) l ••cパ 33M訂亨扉2、/ k成）渇知
襲4呵 b ch幻四／ ｝揺令キ伎器 1液＼祀 lだ。
蛉セ＇ょ疇魯
本紅崎i砂がいパ訊料心詞頂碕叩峰り『→知勺 l、 1Vも 1針 I 疇、す

0 ::..のスペクト 1叶 It従来非唆喝ら和甘、一刃｀可t厨炉右， ll6巧丘の炒よ『ふが額鶯lヨ狂れてか
リ）崎疇‘条鑓ラ認 l;,. J:: y'化ら，Ii'｀` `1知ら， l知，¢う況Zn, ク匁疇，｀隅

`, IIO`  ̀ 八｛のバが可能tなっ芦 3 和考まで 1河虹讚 2 0 麟 l たり易の『一係スヤクト
パ｝また［サじ訣粁も叫80＋叫らで冷叫の後H A f心t芦が『一保7、ペク／、パも国ーら 3 謬
ず, ¥-l AP iこ必した＃戸＇ば唸r のためオ角的な這 Ii見¢れか｝疇 1;Jすべ 3 1‘9年。
鰭和玄で記砧令印珠名昨崚知噂如厄¢紐て応羞— |1:o;t.す。こ疇囀：炉ぱ訊

料も4/J 19 I~l pもわちって釈'l 見も採返し，かつャー保スペクト IV紅f篇桟処得し 1 恥鯰ものでが

幻疇弦げ、，た釦麺砂戸脊渭臼ゐ素のギ箪紀季打がた（這の代），＝口伽l二手を口鱈
女臼こ未立））紅峠泉謬— 2 疇了 9
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掛I.. 毛島． 2 f恐琴似 IB 50飼． 3 日 l•l 銃境照射， 4西砒絃1’bMH比ばか：：： l,HAP繕、1.
国ー l＇．．仝と二囀・
訃2．．糾製叫， 1 9 瑾l'i1 ，珪 l―肛卸｀紅射， 2 g旧冷却，平l"”1 。
い．．毛g o勺・ 1. gも西 I日，紅 liil呼喝虹， 281日冷ま了，のル H,50れH必昂餌， 6 M叫的．

にし） HAPも迦t

や必
' " 1Kヽ．、ヽ4 的．芦 I,和、玩 l l1迅鉦 I l1玉I“こ 7土t

本輝
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ーり3 -l,̀ 
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3 B 8 放射化分析仄よるい、中¢')を釣知束浪竜

、東繹立了 1 、Jトー這会裔研
繹止 。ぷ命哀之紅晶喜念

的： 釣，紐麟寇鯰‘ふ3 虹）・ぶむ屑機有虹吟廉l:;.~も I~ カ
ドミうL.....ぃ代え豆ミよう TJ.も釦い条応よ 3凌ィ紅釦譴充応訂ょ社麟題と
tふュコユヽヽる。如如這恥ふたりゎ茶砕苅することば、___つしべ囚．た
m瑾謬紐るためべるう一つべし晶覧麟卓 Z ヽ‘<.上之，パ‘垂 rJこと
む!3 逗いふかか這米和撃恥叩：紅入而い疇ぃ乙，詞し
紅噂．辺甲鷲＋た。町『t.~): ~-~ /敗壼夕而屎を］祁誤世すミに匹、細t
岬応ヽ知麻初ふも紅戸 s 豆．が‘，まふよう T旦麟粕中尺ヽ刃ふ
k／恥等，厨l：仕鵡おい疇ヽ成いか、、9む念バい、ヽ-:- I ~的とす
針紋尋ゎ素叶謹這止し之ヽヽる。とく逗雌知酌類祁窯，外9資
訊程度IT)微量巾専'(.たとえ I乏J, As，伍．．）、寸庭騎町譴妍巧足
晋，幻戸涌可‘, 7ぶ、ヽ Iさ穴か Tょ毀庄こ豆 6はっ遥果し力咽絆滋ミ Tむ・リわ
ぇ．緯遺鯰譴叫豆ために滋、之、ミ認 Iナ早詞ぺ，枷嗚や‘
ふ」が渇き鵡這主す的ジ尋飛ある。玖如這射化試柏這鵡鰈．
ダ火卜遠応 L iぶABr といBr の稔晶さっめた万うム e直す／ t尋叫血
峡喚但I\理心｀っ2.叩訊穴，窯違紅， C人A-s1 ら半定景這是
kL  T=e 
麟と誌米．：

・詞 ：屈雌鉢 10 直 (10試料），袷未に＼た砂 sh o、ゲ•
．祓即： 雙中｛姿う東2, )(lO~ ,f\心'i>e <:.. i.' 10 峙）蘭．
．也理 l譴法） : 
紐1土碍遭血醗濃式礁し， 7たトン 4cc, Jr(.。 `s c.c.ヽ点攀．

い釦］迄ふBr : KBh (I ミユ）（／の～ISox 、yジュ）を／0 e,,t..の·
\..、 3 えゴ交嗅した／径 6 川川(1J 7 ロマ［力う紅盈か．了心心こ‘
4 田研し，忘紐痰む木迄区和恥目‘, r虫パ 7 卜 o ストリーを行

・非球視法 ‘. J::.知い丸理 e fパ‘，幻拉1食．直当 r遠却峠I蘭℃芯ヽ、2..
＂息ぃ~,トロメトリー叶冦．
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固 l 遺知下直訳 7 卜 W :n. 

-1削を守了っ麟飼ュ日之‘ぱ／｀冗9扮
パ疇2、唸b ゞ芯心ふり沢
和3\\ 。``••山． I即凶這直己行う
と(.2,)'主といこ｀コンかヽッ知怠
K マス 7 い応ヽ＼厄で心）や，｀｀
｀ビー 7 （クぷ幻fe.V) I違っフー‘‘モ
咄 (9丘？々eア）ゃ吃f＾ヒ童.,. 2...ヽ、 E

叫N(J...ゃ
債十 k 
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卜↓ 祝 斗淑

□三
[1]  

如込

6公汲年紅・，咸憶）ま直疇を：山 1応し之危翠 1(I日 1 ・：試珀 No3 A 心叫IV
心鴫 Tふが＄哀 II＝示す。い紅い 租璃応 B)

さ）

国知応l：：：いいみ z 紅．

～ー要；：二|：；応l:::I之ごlf；こI匁［土1;|9品
衷

底ぅ阻恥 「砂疇応詞虹認•l百＿:;
玄As |t sb i：五h応i・ど古a I : I BV I I （げら

—?ーー！ l よJ4 心J I 
M9、ユ！空

＿炉、 3 3、仏3 ，り、、I) 9企7 砂、()•' /3、 空グ豆§
N9.4- 3̀s71 }、 3ク人、ク 1 9`ク ?I ,,:.、S i `• 豆 / 9 () ／、オ
N0、 5 勾S 人、ょ 3 ，心i、｀/75... ZI必 I 、全＾互ダ、、 IS

—-N0 6 ぐ、 o i” | ／｀錢 、一之と33 /S、 1 /‘‘。ロ
ゆ、了 ；ム I? i 、3? : ,/J終ダ() J、9ー広 I7. 5 /I  | ¢移

一翌きー：塁31 9、←口3 9 ．忍 、『 ふ0 .2凶 9ク浮
--N豆—― ‘L 、心ク．IO 」、¢．必 Iゲ． 3／ iヽ、 7/ 1 

ゅ｀＼3 “’｀仏 ん｀注／、 シf、 I“} ぇ籾zlo-1 7
又 2. ふ面，の 忠愚

＂玲2 は sb、 2凡 Cャ℃非該虎痣蝶量 L 旬舟紺い且速投1連史じ．次＜
と立には、誼色苓‘行., t知心、\.
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3 B 9 棟分裂及茄1：：包もなう庵羞板からのウラン棧身の祓か

釘立、各炉゜塙茶知夫，虹欠知工ヽ噸凜繕

1. 枝分褪及応薗：：：：祢也、ゴれる枝分褪片ほ大 3 な運勤I.ネルギーを有い ll ~ 
豆．枝介慇性稜種を含む物痩 1:::. 大 3 な振1易を与えてあリ、核令後当i) l填与釘
る原各餃を測定可起と l工．麟体 l：：：劫可る Fission T~叫t の生成遠椙だ
核痣料．炉材料なと」が面がらも興咲ある 1匂題を含応をし）る。
R.ie.h.l I> によれ 1紅滋戸枝鐸麟灼起った垢栽分褪当り 7ZO士 240 {0 0)金呑、
砂放立、観察ゴれてあり．自発核介褪注枝種2茎（57XIOが知）を捕集板と
ヒもに真空中にあ:.!／路）旬易）） （ 2．9 :t a5) X.IO今％の平g自身叶鐸片0) }ック
オンの結果とし対疸集萩上に検ムされるヒの戟告なあう． u の枝介援の廉の U
原戸祓勾：：：）約可る補究ほ．これ笞で主として厘し）ウラン箔を l釘 1 たもの択大部
分であリ 枝分紺彦リのm、汀原コ散遥果ば．史験条件により着~ ~ 1/1相這を
不戸 n 呼 • 
こンで）ま．吋，天然U, ぅ農縮汀センくう可＜竜番うせたステンレス校を If) V¥. 
産討中性恥ょ計亥分知鷹：：：放之、 3 れが腹分複当りの放之、汀原さ敬 E)おめ 3.::.... と
を目的とし．びスペクトロメトリーあよ次白蚕母を麻 l た F'i ss i o几 T血杞完、を
l紐しで揮焦板上の U量だ輝ll這態口椴知 r：：：。

2.(A] 照射1鑓試約環； ステンレス板(.SU.S-27，忍ゴ 0./ :,,,i.?l'I.)J:'.. I 勺,. 2 月キ叢
アンモニウム溶液からU包竜塔させ戦燥俊1, 片とし（約／0 X/0.,,. ..... ）．揺集板 u磨着
U 炉じ介にふれなし＼ように．砲危面.X.. 1こぢm殺りい社註る a25れ4t 3 の旬愛母
板をコリメーターとし？あ芝、特着テーフ°て.,.とめたあと．この＼l面積中の覺着す
量をシリコン表面陳壁型半喜体検之、器包 l祠いたcJ..スペクトロ;).\-リーによリ測定
した、 フ与"Iこコリメーター..t, l：：：高純度0)成箔（厘ゴ／<K?n) 0)小片を補：集板として
あき、これをうか峨箔這んた．真空中 2沖佳手照射を行なうため、石英製0)
知フ°セル中）：：試料を入れ（約／0 in涯渡一度に封入てデきる） /0—.2~/o-3 Tor-r-. OJもと
に真空封入したものを照射\~試料とした． 2~3 汀試料につ ll て 1吝．同様に真空封入
したものをもう／祖i乍 I) •そのまま放置して捕集萩へOJ 2虹3汀自身のうら染 o盾果だ
d 及誹原砂祈立、を訓I\.,.うため0)計照試料とし Ko
(B]中性封態射叶甜集板Lり訊甘佳技漣検払；熱中性手照9髯 K U R 0 黒鉛言屈恥
A 刀ラム (n th. : 3.2XIO“たlcぷ•sec.成 5000kW, Col. rfJ.t,'o : goo) で 73賂紺矛 rぶった。
照射緩救印辱恥．照射試料豆誹条及t7J J-tを匂））ま沖し．括集祓最 OO I\前 2.... し
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た汀ゃ d 放射佳枝撻ml韓ぁょ妃定量のためシリコン半埠体検払器を It\い？．
d スI\°クトロメトリが切なった． 以旅検ま、炉困難な天然、汀が楚量セ誦焦板..t.ゥ汀
0)輝状態0)観察のために．捕集板 e 白要丹日童ね知．忍窃炉中性手で直照射
を行な n ．白蚕母上に生むv... Fission Tro..c杞を枚元如ま仄枝分褪及寂数を直土、
するに庄直集板表面I\艇ムJ込んに栽介褪生成物。［スペクトロ-). 1--りーを 30cc
伝 (Li)険広器を l恥．金箱放卸直、とt7)叱餃以謬った。

3 ．熱中佳租碩寸ぁょ L憮射rel-｀しのユ33v掛滋斗から祖f藩集秘L ，乱厄、し K祓妍控
疇の以スヘ°クトルを I~ 1 位）（b)I:::. 木した．中佳み照討し［：：：：：捕＇集祓...t(o.）に 1ま．核分
媛性核種？＇ある 23う汀自身0)験番な d t:.°- 7 炉見られ．虔際欧塀集秘上． I ：： 1さ白愛舟
コリメーターがたに相当l,.k 1厄折立、炉 1矩聰によっても椴寮て今き． ま K 白要母を
l莉 ll k 再中性祖釈による Fission. Tra.c.l'l OJ分あからも確：かめられ仄、一方躾射
ない試卸b），こ lさ 2~3可のピーク｝拉釦v ど見立、されず．（a）上に見られ~ 2331T甑料に
環在する吋（平了／ユ33い紬vity呻o: 6. 92. x;o-2) oi CA 壌知漢物 1ミよるものの
Jt遭驀に見られる．（り麹淀 1知埠釦如卜ら険幻＄表面丘更l<d 及緋原和¥
2、ておりm、器紀筍知；れて） l k ）シ遣累り‘ら(0..)
の 2うう汀）さ汚染にようもので）わな＜該令褪及記(JJ梯景
としで胞羞辰fいから抵集祓1 1\ K V...芝之、され厄の
であ 3 ンといわかう．該分被如記／ io 当り(JJ”劇的
頑 2、汀原五数を戒める応か：：：全謀倉楼敷這集
応入』）こん遠辺紅‘物(/1「 A I\゜クI-ルを l分 n
132Te le di I Cl/木トピー 7 面積から軌窯レ K と.::.ぅ.
鐸遣射化芝、J: I) 得たイ直とq—咬ょ危か k.
表 1)よシ汎らの結果厄まとめ K ものであ~. 2:13u試
料q弔合枝介裟当 l）のm、可原与敬 o i直←翔追
＼＼界．天梃、汀およひぅ農縮す（舒． 85久）の鳩合に）か．
23うい約 3 i者もか原令虹文え、され1/、結果引丹z いう
が担 IB I さ） 3 っ }1)~TJ-し1.
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3 B 1 0 参為柘贅＼f如ぬ燦惰筒冨冤象企叩魯噴，

翁腐 該謡狡＊ o翌后史常

螂の難戸碩応‘｀の囮砂土‘‘Iぷ，暉釦幼象いふら董浙麟
虹してのび彩:Y I公ぷる肇わ漆逆1.,." の。多のゆ以粒チのみ l心る効紅
クヽヽ-1. Jり矛，鐸和匁麟恥（知鴻粋）心｀かげ‘ノ必（ククヽ‘a蜀がり，
召に，戯屈衣メ燥心かげ’汎覧）おクリク“`〗磁の1.0`ノ加 I ヽ
ぐ心とりばし臼。クれら応‘炉几もクト百也IV 叫丸集均戸‘班噸板を
叡疇応冗乞汀，危巖(A1..L）につヽヽ；ゎ，煽浮内の捗箪叶診戸房
⑰摩ぉ、、1. A か嘔心釦れ（表1) 3),3),Iざら 1こ，パれらの A インぶ，
化し介‘1~1動和‘らぎて、ヽわクとt系ずこ落えゥれる咲蛾、蕊果がKわれ・1.ヽヽ{;I 6)。
瑯9 乙シt滋，i) A這岱炉‘‘這I~ ぷるイイ‘/iし6)あ‘匂））
繹琢‘の夭ぎさ lシ？ヽヽ 1幻，ii）以、壕ゃぷなAu (J) A 牙凶口巖
和して，久fぐ、ッタリンク｀（直袋管炎ヤぷり愈チ9豹謹諺）の 1ま
がI~'1 q'7Auのが支のクベか啄起（図f)に X ゐ冴臼珀麟叫
^‘も歿渕戸。
が知濱訂t
”ィ、ヽゎや応｀如 I材危鳶1 して 5、3,µある叫知の改謀vfrj::.に，

禅んの昂炉の金垢□い‘｀札／図 21コ冬しやぷク図貌重しノイオ
虜vヽ広しの多めの覧極以リヽットの間祖足し，金斎炉：：：：多じ‘
ゃイがシ豆500gmo ぶ‘Iv 卜の年ぶ邊立して，パ）レス・汁琴、
“魯滋濱立ぷヅぶ叫足した。かさ凸麟疇~-rcr; I" 忍
叫研， 9 tし， 6 仏ど句／砂 KeV 

K クヽヽそ｝な 3 t)., 1)を 2応ヽざね伶 7 / 2+ ~ 5 4 7. 5 

·．がりt‘‘，窃る。裕、ヽゃ霊珈ゎ‘`) ^ 
嵩パ-1.,‘‘\-::.3 いのI金榊ぃ麟.,,.して
‘‘なためJ・2乙·貶むこしし／9 し39/,lノ 6 ｵ 
贔ばでい、、S lん， 3,、仏，竺
◇今忍炉嘩均し、1 ヽヽ含。
絡知芳差
叫も 8 凹0)、認知，スペクト

／心の砂 rぷして鞣餞衷の 3 いの終
* 東祐翁料’翌
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[ : 灯（ゑ1)こ一●―狂；疇這予以オ凶n噴＼｀
: も岬lそあ釦ぶ，辺の羨Iクが‘て印仮必配汲通麦
: い紅五ぷ袋這び：口区［吋磯乙し~--1.)‘追豆．］

召，一吐亙必釦虹：が―”ーーとらーバ見クぷぷ¢
ぷう戻．一国韮ー：複疇知辺f縁資如辺：

] :::;f叫9竺1: ：̀ミ：霜: 汎‘：コロみ__Q___--H此＿のぅ急ざ＼4，.“ゅ1,0ー蘊
A 8 C D 

E ー・ビ尋戸／正五―力｀｀＿位磁17-ぷ多“
-----------ー・·

A: Expelling elec t rode 一ーンんしの店繹う広泌役錢虹，．．一吼稔易(f)_1:·o露ぷリli`ど三＾
ー店：認店。『furce 逗碗訊ふ＄狐知‘‘び涙邸紐釦‘、い‘‘1三炎
D: EXpelling slit (5)幻的紅嚢．ーと＿J 0線び矛lv埓｀久心．ーート＿：
E: Grou~ded meshes _ J摩伐知復砂な惟痒，／（イ渥）ぐルス祖箋妃疇．＼”
図2．び認コカ A オン源染輝鐸汀崖びば‘1 1.03 砂う低＼ぷ／浮＿ぼ'-1

とヽヽえを心‘‘.3りな。―-4鳩~I瑾‘ヽヽてわ 1．ネ拿（以｛慕
卑10―？履） l望霞応□疇疇 n=+5 

或釦霞い心鯰跡森ぷ立てg loo|+ 
ゞ炉とわ‘^、ぽかり。
バ辺疇滋ンしくぽ I 妥祈ん／釘、y □ 6 80~ + 
汀戸碍疇錢諺パえら如含。賓 ;; 
呟疇忍忍ぷ以炉ジン尻哀をクげ .;;; 
冷れらの弟4い鯰へ令と｀｀ 屈 6a I f--t--i _ ++ 
祈繹にバ 4 ゎ心炉滋如嘉影）嘉．巨”労えられかf.K. MoGoW邸．＿ら．（ l竹l) 塁 4o l n=+7 

召□必りベッ砥叩 a紅(J)_fJ・： 20| f ++ 
／夕 l筏叶パ祈纂ずも-c. J-p~ゎ心咲国 n=+8 

豆ゎ’臼l00/o (/)A違手が9 予潅夷t 。
汀1. "'か~と 1バり。力の頌ぼ，多紺咽A ―-· V 3 5 6 -~-g u 

ゎの没灰クしじ荻幻夕jJ軒屯秀危ず令 ~I
4‘ 名う祈し屯摂迎召移ふ（直そ＾あも。 Thickness of mediu: 

窪 1) 羨治・肴巖，勺魯臼釦，図3 ．媒疫0)房ざ~ A が童
19; 195 (1971). 2) Y. Kawana an~ M..A.ratani, Int. J. Mass Spectr()m. Ion 
ー'
Phys., to be published. 3) M: Ai:a-tant-_and_ N. __竺~ito, Sixth International 

Hot Atom Chemistry Symposium, Brookhaven, _Se:p:t. (_19_71). __ 4) ｷs:ｷ WexJ.,er, 

private commun icatio~.5) 裔哨・翌冷・桶邊杞 9和渇ぶ約5叔各牙会，棗炉、
叩1 年 10 日． 6) 惑井・悉后・肴條，＊ 15麟邸沼資翰~,京粒， 1行1 年10 月．
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3 B l l 闊知り印和遷紺ず加紛叩インル

郷広 0条認炉麟史喀肴叡族

墾i)滋愛シぷ釘紐心澤鐸象訊虞こ，むの和遣釦輝麟心力‘
叩＜ゃめ，＂ヽ，p出銚遷ma鰭パ叫Iこクヽヽて貨知競
む紅），向象咬噸釦しィii) ¢、礎鴻ほ咽濱力淋豹依‘Ifゐ 4 イン屁壻が窟今鴻i乙
以利悧ずゐ可能桂：につヽヽて検憐ずる。

謬斧バ虹澤釦して63N i (l25年， 6ワ KeV, no o) な痢 vヽた。揖矯
叶虹翼雌l玲砂心，消翼釦紐¢，J I幻心X8肌叫ふい。づ ‘3N i
の繹知¥パ”"t硫菱tし1:, f JV刃含属燿糾紐した。アlVグリ金
紐Iぷ，釦疇しやぷう Iこ，f lレミクウム羞遣着¢必ィ翌出した。ア）V ミニ
沙痴ば蒋釦‘歩砂卵知，閥t臼パ‘一の吸殴知しての低忠J名＼ぶたし
て、ヽる。翌罪c ぷっか杉じ\2 A イン 1ぷ，喝邊） I~ ぷグてお vヽ久ざれィ，図2 |臼示し
彦裟痘ゃ吝っ召打診浙‘ぐれる。
ヵ輩淫磁繹紅療幻評にあ九
威戸{ :,I'履いIVar裟戸、
令汲凌t‘‘”の分沿j羨ふ紅）。

A B C D 

リ

¥
 
E F 

A: Expelling electrode 
8: Source backing 
C: Nickel-63 
D: Aluminum foil 
E: Alkali halide etc.. 
F: Expelling slit 
G: Grounded meshes 

図 1.63Niも悧ヽ、たイ牙ン凜
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図 2. ぺJレス計泰翌賓養分析夢豆
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銹史 齊 勢 ~ ` ••--
xlO 3 と 一距)..,..

104 「 8 裂約釦浄漿幻ミ
63Ni 

Ou クト IVt図 31臼系

; l 03 ~ 
E 登す 。クがぱゑOO毯0.. 6 u 径のシリクン疫

(I) QJ 

夭久し虚浴た I`。＼ぷつ計紐：政召ね斧ftのク]足哀ネや や

四 102 ゜s... 4 
cn cn 
c: c: 

"— ..... 
IVやー 18l<eV_ r-埠ゃ ゃ

c: c: 
::i l 0 二5 2 ~ L--t. 、ヽ る 。 ーア］レ
゜ ゜, , 

ミ悶が転ウ淑ム緬逢灼コぷ？ヽねー、一
ol `......_--,.. I'  I コ·-.. •9 

100 200 300 500 550 600 て＼ぷ図4- I嗜、ず。
』- -富→·冨 〒言▼尋〒→ー疇• 一一し~―-.. ... 

Channel number Channel number ク水り的扇槃豹久“ベク （こ
図 3 ．滋源の紅羨幻ペクト）V 図4. AJ戸る似槃の戎鯰兎 沃る ト

ジメ／タバク¥っで測足し化。図疇ざ水,'(_‘‘ウの 1叶媒の少如v々ー-1f4gKeV
心噸応‘ある。;:::::.パ履和項）な痴逸似知（途）診お知／ 6µ. 、 (Oµ、¢
µ碕恥影譴仔の瓜噂這｝―しそヽヽる。
頌り l：：：：紅9ぴ虚1-::: ぷっ豆か汎ば如げJレタ｝鐸1 ゎン1~ つヽヽ
-1.,もの対濱「久ペクト／ゾの ✓"t'1Jゼ団応：げ。ク水は雑緩りケウムの経虹クぷる
似そ苔）リJ.::;.蝸鯰訓足和化‘‘ばJパ lV哨如0心知A に浙られ髭弓1

i M/e11項璃しで為r.J I Li十と狗えられ知冷
疇，和疇しやぶう各ア lレガリ危浪瀑：：：クヽ 9
爛足鐸‘吋戸，f祀び‘1刃ぷ尻籾パン,{し
和稟かし仁。（実効iイ汲ら弟）＝ ［ A ずンの
彰効~lx [A イン玖クd)か (Cph"l)J /_ 

〔繹源の所蜘便箪油能 (d_ p m)J。 4 インの検
刃畔9輯頃i ℃が俗

秦 1 ． 痴絆茫昇＂力が，船打＾＾ざ羨
よが浅如炉t:'.. 知）クぐ〖 4 、ヽる。炉
紐 A ん峰灯含麟磁渤パン

1.4 x 10 ― 8Aし桑1 io九 IO'鯰啄函
2.8 X 10-8 しクタリノ差必身の反済私の
4.7 x l0 ― 9 舟討Iっ x) 咲、御咋嘉‘毛
4.7 X lQ_g あウものと狩えられる。
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3 B 1 2 I, t 1 ートリフロロー 2 ークロロ-.2 -7" Iコモエfンのど勺 Br

による反餅呵

゜（町納） 1皐衷澄， 弁）昼ガ／ 民れい芦．／ 工縣籾

1/ 9, 1 ートリ 7 Qロー 2 -7 D ロ- 2 - 7’' ロモエタン（フロービン） m涼．蛉粂
として臨片匡夢噸用さJ1.-るも17)で｀， 、そゥ麻）砕孫揖解朗冠め棺訊4鯰甥とし C
プロー江ン叫攣囀請 3 凡製世技珂叫肛直·卓'L.Tよった．毛J 7 口璃祓
-1 -,'f,-c e 公炉膠f t了るフローセンー 1-•I'I- C 吠恥っ，、てが取脅紅ごれ

て n る7)i‘/u g2Brl：：す 1）株蒻わ~ T-;: 7 ローセンも角~ltd‘子剃鴨加仇噂の一つで房 3 乙
の影炉｀） ／反扮濯1位閲シ↓つフ[J -センーを勺3r り製迄 I=- 7‘‘ て秒菅I した。
亨餞

クーゲァ r 初茂 L して「i亨松のもの（商；かも 7 日ーセン1 号定:ff/~して {).oぶ
叶t:: -,v幻り）も息麟初して円、1 に平’ほう、知 I::. 1諄”"ぽ、”.j"-JR R 
牛の T IIO4 7u （熱•中I圧テ兎， 2 メ lP'3,1 仇ー'. se c.ー 11 グ‘・ンマ聟を卒約 I X IO ぶ¾)
名日い／厄品アン 7゜レ這 l珀入し疇在‘料を／原｝和鑓（約況 'C)濯り
した．ぼ、顎1 した試料t辺碍lり→廷放置しと復 No. I (TJ)放ぶ器（井戸豆/.7f 

り 2”) 直iえたフジオがス 7 CJマトグ‘う 7 i.用＼ヽて王敢叙1 つ収癖 E 木・り氏 が
ズグロマトグ‘ぅ 7r/)）司定森）ししては 7 夕 lレ感プオクナル(DO f)辰のものをI ~ 
ャリィーガス 1」 1 リウ A e て礼千汎鉄）月レと·
紅蒻紐雌の松討にふたフ CIも屁 k じ‘::J. Iヽ‘｀ヽしトー机り＇ンマ符詠環月らみO

メ IO‘ 尻りfに輝で、E終］し疇原 E 危ガ{"ン乞ガズク B マ｛｀グプ 7 !.•履応た
訊霊）〉ぅ戸切に 7 いては吸翌層り器以知］して）可足る訳｀キ乞
要（和皇山[J麟遺粁笠も役く／裕半/·'.:. Iしもなう氾噂縛祠孫もあ 5
臼 ？底坤和｀3 3 表釦縁訂も布：： rよった，虹亨履燻／か鯰，愁
舒／多茨m囀町）逗を系ぅ三抒グで格知心プードP} 1・‘斤知認 3 ようにし乞
栢票式•J｀び癸泉
平幻、翌紅たフ 9- 己ン守 l渭圧する批秋笙戌吻 1JJジイガ~入クロマトグ‘ぅ

1 卓叫渇直莉v) 7辺シ7 ン Aしカ・リウム a 免池した所囀1 い。 し之が
クてヲジ‘,1 ガ｀、ス '7 ロマトグラム上に）す有1羨乞坂窃のみに対）応i 5 多数，のごークが
育炉めら必知ン炉うの，うラオ虎賛：豆? t:::-7, 放叩直：t戸匂共 I音，騎テ
7 ロー乞ン—巧泳．qいが禄:/J夭弓刈 しかシ 臼恥仮クイ包の放肛ほかう棺力｀う
“立ていて／ 一応雇ーとG-7 tf、グ乙乙 1‘ シ， フローセン一門切戸して軍祝四
年『霰I阻と芥しt i¥ 5.2 

叱性§翌術辱 7 ロー也ン芹た王扱了な分う托を大利コ／抵伐缶故吼親か
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免希叩疇Lン／い豆り摩蜘麟耀仮t h—1,; 1 IZ i鯰レた。
必釈砂’（の場／令柔叩砕icl. J/.'f゜ん戟か刃1年ぶ心％て•あるフ＼｀＇／照年1峙1a) 9I"
ュ心心こになると匂紐釦砂 7 ％口巧ら観臼う収年 IJ 36 疇％と lj/ず一
定サ坪迂ぇ；こいが利睛した， この二と 2‘ う 70 -tンの放如稼効果/:よっ
て主ず｀る各柑 7 ジカ Iり（吋）反応 I二も吋＂く反烈渤療によって親か5 との移
ふtl)佳『呼： 3:z_Br屈Jとの反応＆秀ぇる二にがで忍＆， す 1切う 叱釦歿桟罰
這如疇かかりが絣這Al&,J、Jも叩幻
ジ1J Iレゥ潔度も •l ヽ 1 いた~/ねPr ほかなりつ市l冷 ^ |r石江戸示盃石拿
疇榜牧年をテぇか しかし 棘島今うゥ分晰が進 s 
行 9 る I←つれて／所秋7 ジガ，レ凍茂 l噴入しI t2-Dr ti 
も最秘応 lぴ箪疇叩厄lC TJ. 9 と危乙 5 否
二とが‘□ 5 , この二と 1J照紺均何ヵ＼｀‘4グ21/J l こ Z 

は 3 L, T C D i訟~I二J~て鯰 1‘｀で項9暑屋
硫辮虹燭口は 7 て視の“てくる封t和｀？もf 塁
屈碕 1`t ；コ、［・、ある， g ←し•→

?arent伍c"tion, C肛HUBr
(9-

Inor{anic fraCTiol'I. 原 3 ザ町•ヽり奴硝り輝がか81）犬f‘‘こ □1・ 迄
祁如れるし二）かう I :J. Iぶ叶~一 bo ヵ‘｀ンマ尋
知 IこJ-5 プローに＂犀謬耀Iーア‘｀しも旅tJ • o I、~Anol0nt1ぶり
した枯界，即‘I乙ク椎藉の放紺9訪絣多成窃つ存硲'1 fractional yIdd o1 r6r m 
在が認めゥ必た。 neulron-irrc).di.aled fl.u o加a双 as
”ゎJ....的紅麻移け項吻/::;.? I¥ 1, 啜危ク「 a fun cTion oime irnd i aTi ol\叫e
疇I乙J 5 瞑 b酌幻9.、I しF3 92Br / c凡 ca記6rI C恥• CH 5戸OrI C詞ぷー
直尼でゞさ 3揉象豆し乞こ孔う乃ゲう稽 1-:: フ 1ヽての収年t T心I~ 1 I: 示レた。
7D ーセン『2い輝l1 繹心疇いもつて•しのり／訊 R —件で bo ；；｝罪蒻す

しt希／合、約 4 仇汐爪 moI の収放附悦しもフ 7 ローセン—tz_街の窓逍が｀可喩 1.、あ
5。 To..blc 1 

応c..1 i onaI yield o1 thc 門211r- LIA.Pele.4 Spec1 e~ 'Prodi.tced ~ Newir-on -I rro.d凶囚
FIuomane((「3 CH C.e Br) 
勺古1/on~ 
四in) Inor. CFeュPr （し下凶冗） CF 叩惰 ct3cupふ匹睛‘初
().5 3 1 ．午さ l.5 |.2 :tC>,1 1 ・ 1 1:. 0.1 zs.s 士＼．5 1. o i. 0 、 1 は5 t o,1 

2.0 7• 3 :t0.2 I. l 土"9 1 I. l 土 o., 35.8'士i S o.b :t0,1 2iP IS 
:zo.o 5.0 t. 0.2 1,t←ェ o、 I l,4 t. 0.1 ~f .3 :t l.S 0．斗i o. 1 24. 7 t. I,5 

60.0 6• 2:t. ()、:z ,i.7 t 0.2 2,7 :t 0.2 37.~ 土 IS o、5 士 0.1 みぶ5 土 l·S

阜‘ ヽ）． R•A VanDykeI M•8 Ch切wah 必4 球 Larsen ; N幻ムre ，よふ
47 i(nb4), 
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3 B l 3 モリ 7‘‘ 〒`‘／函菱ジ IV J：：ウ~ 1~ よJ In ~ I 13 lo\.~ !t晏

出エ浮＼‘ ミ可島逹詩

ざきに、 7 ンゲステン醸ジll/コ：：ウム 1::. ぶ 31"- 1 1 3 ぃ冷＇に器,...ついで蔀告I..
F ̀)が、 9 ンゲステンと殺似q化茫的竹須を示すモ IJ 7" デンI. ij¥ II てモリ 7・・デ‘/
略ジしコ::.わ 4 し以下'2v-Mo t言口）と龍雙し、 ＼八―\i 3 h 塔生悉~ L 項I 印
でき 3 ろ‘し．．うが康廿しT-:..。

ぽ町•よ鴎知
2r-Mo の禍隈：'2.v -M o I}'2 v-0 lQ... ·を出0 l,·よ1> (tHt4){. f'-107  0吟 •4出0

這溜）Kに輝 l E 丸のt—戻モ IV t:t.て梁合加態し（t o °C) しえし小E 開it沢、
腺げ直）這、希燥（ぢ o 0 c.) LT=-o ~ 0\恥燥慧8i I日僅，，｀ l＝叢絲色口帯咋白
邑6', 1( ラス痩「いし IJ.オ、ウ〇ウ須であっ卜。rz.v : Mo ^ 壌全モ ,v 氏の大几 3 tの
ll t:・ガラス痩てあ,. l昆紅 IV氏が I~"'Tl：：孔ととホウロウ倭 I"-. でシ｝二鼻「とよ
紐のt h がたシいF o1 F ．：：：卜ら") X様If9 -、/l1 l9 3•• 中し 1直ふ·ふよこ
しを示しT':.。

n ラム叶周襲 ••?r- Mo 豆通閑浦砕 L-Z.稗刃と椋 \I '"Z.,,ぅ6. I"- つあF 。力う
ム IJ. o 、 I N H (j}..で光孝使、t).() 0 5 N Hば叶衛さ住た。:::.小にあシかじり
令正 I I つ＾ 3 NH 位沼,& -g__ H-... o....,, よりシぃIV ，＝慈｛t: l ~溶没の森涌t tぅ＾

に加元や o

紅這鱚： n ラムも‘シd)虹年か‘/ 9羞り疇炉 v~ N~l 戎幻か入
ぃ、シ‘／ク・ IV tャ‘/ネ Iv'入ヘウト b メーダー 1> J:.’I l ｵ- ll) W\.つ） 1 3 k｢V 

心覧ヒ°ー？令知恥淑即能を洩り名した。
I ぃー 1 9 3 いのり砕： i認モ 1“ ct..'2.v : Mo -::. 2 、 l ぶ・1-ひ9 ()、§りものにつヽ・

這カラムがシの；臼痰 IO.,,.. し？の I ぃー II う.,,._ ol)り文奇しt牙心 F 直 I) 。 9,03
N H ⑫以ヒq汲序-z.·· 11 b O "-'7 0 7o Z" み」が、 A 93 " /f位以下 Z" /Jゑ {I心い
如— Mo 1-=- f.')乙>'c..「し， T.. 経県乙示し r::. o 皇印均 I= I> tJ、(} 3 タ ().o C H 叫-z:··

す夕-z.··ある。

I 札｀• 913 ～り反身1化 Iやが純倉：桑令モ IV 太 2v: Mo = 0、 5 の h ラムにt 1/ o.o 3 

~ 0 、 0 7 ｵ H戊むれ齢Il とし 1=- ~き0)移県 8 表 I 1= 示し T;:: クこ<Y--IJ. I 年＾りうム
によ II I B lシ／ ～項、 0 ．e:, 3 Al HCflかシ III友次永が’l研，二t r＝がっ乙こ IV:tング
l Tフもの乙”み ’I ．り矯．放侑い切純彦,.,戻り｀シ o, ()3 ～ク， 0 ←“fl⑫ 4 41史
甲 bゞ を当-z:·みうう。
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表， 念か知欣軒く可 9や吟純度．立v-M 。 (I : o.S-) 7 x s2.を· iい逗ヽ．s- -1.7 ~名、“

H 必 末本痕億 ？芝1"ー 19ン← （平均 1瓦） 宝輝
(N) （いし） 国ゑ女

o, ().3 ア 6 、 4 S-x lo-7 // 

0 、 9 3 4ｷ 7. 3 7 X IO-7 IO 

ク、C) 4 4ｷ ア、 7 I x lo -7 IO 

()、 04 7 /.ら／ x loー、 IO 

0、ク§ 4• I 、 ム S X IOーム // 

0、クム 4 Z4  7 X IO —‘ IO 

9．ク74 2, / f x /0―‘。

カラムからっかる＇よ b"Mo の痛氏：上記＾表 I I:. "Ji·,,て九ら小た佗隊，，愴4、i((
につ \I -z._、 Il‘/1`、オ 7｀｀ゾ｝広 1::;. よ 3 げ足伶もみ`> rとっ r::;. O '2.r l3 x O E ̀  Mo lJ:.レ‘.
7ェ: IV 1T IV/\ ジ・r ド~ ~ i.,,:ｷ /:ヘマI- ~ンリン E 杞色約板に印いた。緑果t表2..

に示し r二。 2r,:. 比較しt Mo か＇・男亨，z 潔土し-z. 11 l 。
なン 哀心亙f ^ Qr tヽ＆ひ..,Mo

H“~ lN) 

Pv げ虹）
Mo (、I)

[ 1 しめJ

R l 今囃 I= i'"乙砲 1 れ 3 与行（惰 9 、 迫豆．名り． 為り矢年 a と・） か 3 ｀切
-Mo 1-:. r. l I ぃー 1 1 3 ーぷ佳羞't., L.-z..のi.1印 1ぃ倍りが:p l 'i:、1>).沿界•の親豆．
将禅割、放知くしや b戎t枚 Tよi,.·についc. I} 藉た 1ュ rふいか、 U女亨，h& 鬼 7 0 7。註A z•• 

みfl. >ふ I}1 ツ 7" ステン吟レ＾ 9レン::.ウ "'z·· :t..因じて、＞の惰，，ゆ名 S1ヽ"I 11 つi可

知··らうう。も?....も元涵た Tんた 12 "外り 「
］鬼かであリ、 Y (.1::. Mo d\漏かの下弓い＾が 1 

B tっ。 ~.\"-ll-鯰モ，へ迄 2v; Ho = 0. 「，， 70 ト()....—---
収 I

もれがみょも多-z;·みシがも ;_b ~Tt、、し、 1 た植iン F 

兒払 1-=- 応‘り＞エ末がた ’I Tレも‘っ 7二ヘがも知が辛 I 
7 ¢o ト
ヽノ , 

‘'9) ク、クチ ク，ク r ク、グ 6 、, 07  

2 、 7 3、 O 3 、 9 #S s-, ｢. 

70  を I ? 3 厚 LIS-

恥 I ~ Iヽ 9心にしても l ぃ -ll うい合誹＾ T::. a.. 

h ?'('-Mo I) もっと科母ぁ牲ゎ K きし、主q t 

請速すとこ't..がゅ笠乙あ 3 ぅ゜
砂？ース〒ン甜し．．，乙ュ＝らム I"- よふ冠長と

記散~ ~'}、虹至も牲を院いて 1コ ll I"剥知
琺晃-;:··あっ巨。

ば蔽J I\ >可鳥：心ぶ。i~〇丁o色迄
"kit> ('71) 

0 2v:Mo= 2 

o
.
 

= l 
-= 0,) 

3oi 
ヽ9/ o.os 

HCfl (“) 
。`/

ｮ l. l ぃー I I 3-. OI 4矢年
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3 B 1 4 

1t''I りム化合物中の放射性狂）ンの拡散Fついて

鱈人（理）連田長生 o 血井塑一
目的一咆在まで，核燃粁物質中に枝介艮で生じた放射性キセ）ンの拡散註誌べ‘

紅めに、ウランと含Kだ＇JI:.合物について、またばとの様造ボ｀放総料ヒ狸似して
いる物賃につし）て、抜製ャイオン衝撃によ只卿紐t)ン知物賃中に薄入し
｀いの枠散について研釦＼＇行われている力＼＇·鉱物中の放射性千t}ンの拡歎につ
いて（古．ほとん必巌告創＇ない。
ごの研況の目的1ま、139Ba.(呪a) 町eの板反応t．利用し、これによリ l\‘｀リウム

化合物中に生じた／35Xe(/)拡散と測定し、バ＇リウム掘の極造し．との中も拡散する
丘）ンとの閣保勾研況しょうヒするものである。
今回 1ま．薗紅して．炭酸l\") ウムし北投石（秋日県王，｝l| 温泉産） t用\,)'中
虹照射後生威した Iii況鳴鯰 l：：フし l 1.釦寸し、知の放射能かり拡散足数およ
び治性4Lコ Iv 千'-t算出レた。
冦ー試料の屎酸I\' リウ A いヒ役石 1な、いず瓜も／0が200mes切粒度にし，立放
文岸原的］研究鯰TRI 匂A-JI翌原手炉＇’.中性＋と照射し「：：： （中性曰ぽ
度 2X IOl玩／ぷ四蜘疇6疇）。乞の後． Fis.1 に示した装罷直し 1 7... 
杭板如，験口↑ 7 た。すなわち．鼠空系 (10-4枷r 以下）に一史過笈で放出さ年布

｀呵Wa証←

• 
~
呼

H
I
I
 p
 

k
 k ̀. active c..harcoal 

E : i ron piece 
S •. Sa.m西

L : Livid nitro3en.. 

珂1. Appartvs fov-13吹e-di{fusio n.. me4S().remen士

口言］
T-0ven., 
600ー 6 

Oven., 
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がスとぅ涙体窒桑t'冷和し記合1生炭に口及着さ也、との放射能とルil(T£) シン今レー
ション刀ウンター及び'400 今ャン}f Iレり線茨局介秤厖lこよリ刹定した。／39Xelょ
船絨印1・月2 年＂｀ 250 伶eアの n籍ふ狡也する。をこt"250 んeアのヒ°- 7 の
計改値い！）．もっ半澱期麟 l：：よ l） '35XeL同胞皮董し T::.. 。
衛散児数あば如輝4t Lネ lパ’'ーの工出ー希ヵ＇’スの拡梅くにつりては放生率1Jr

0,3 以下の兎合には．次式＇のよウな近似解111"儲られ Z いる。

f噂陸•• • •(I) moｷ3) 
ここて＇’｀ f=M/M。，つ紅率（ M: 放出世／均最初試＇料に冷牡瓜 Z いた骨）

s ：試料の表面積
v ：試｀料の体柑
D: 拡散児汝
が放出民間

3 1こ． Arrhenns7°D ット（ D- 片）によリ治如廷ェネ IVヤーヵ＼｀算出ざれる
AE  

D =D。e―宕・・・・ (2)

L1 E :雌化エネルす’'-
麟ー炭酸l\,") ウム並びl::..-:tt段石中の放射性千i2.)ンの拡散先数 (D) は、
も心le 7 <l)ように求めらJ/l,, I 1 「：：治性化工ネ lレヤ一にフいては．乞れセ”ん．
/2,I Ke必／勿Jら 5/ k直／峰と厚れされた。

II でm秤raTure D (心／s)
(oC,) i BaC03 H。 kuiol ite

150 乙 6 x I 0 -/ 2. I, 9 X Io-13 

3 00 l ヮ;1./. X I o-I I 5. 5 X I 0—12 

S 00 I l 汀 X l O-9 2 、 l X IO—II 

8 0 0 I l1 3 X lO-8 6. 3 X I o-lO 

T心e 1. Diff瓦ion consTanTs at various七mreraTures.
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